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  主要登場人物


  



  タマ


  藤里家陰おん陽みょう師じの助手を生なり業わいとするも、ただいま無職。


  タバコは猫又のたしなみだが、タバコ税は天敵。


  最近、桜子の陰陽師の才能に関し思うことがあるらしい。


  



  藤ふじ里さと桜さくら子こ


  陰陽道を生業とする藤里家の七代目の嫡子。


  祖母の跡を継ぐ決意をするも、どうもうまくいかず悩む。


  未だタマが猫又であることを知らない。


  



  神かん波ば命みこと


  見鬼という、異界の存在を見られる目を持つ桜子の親友。


  そして脳の九割を腐的妄想に支配される、全身腐女子。


  タマの喧嘩けんか相手であり、ときに良き協力者でもある。


  



  ヤクモ


  藤里家の屋根裏に住む、タマの友人である狢むじなの妖異。


  外出時には謎の美少女、ヤクモちゃん（仮）へと変化し


  周囲を混乱のどん底へと陥れる。


  



  国くに東さき沫まつ莉り


  廃屋の押し入れに潜んでいた不思議な少女。


  「鬼を祓はらって」というのに、一切その詳細を語らない。


  笑顔の裏に、常にもやもやしたものを感じさせる。


  



  荒あら津つ緋ひ乃の香か


  秋葉神社の巫み女こであり、色んな意味で大きなお友達。


  その実は憑つき物もの落しを生業とする、荒津家の一人娘。


  とりあえず下着はもっとちゃんとしたものを履くべき。


  前 説


  



  　吾わが輩はいは無職である。まるで仕事がない。


  



  　──とまあ、そんな哀かなしい台詞せりふをぽろりとぼやいてしまいそうになるほど、吾輩日々の仕事がないのである。


  　かの有名な歌詞にもあるように吾輩のような妖よう異いにゃ、学校も試験もなんにもないのは知っていたが、無職になって仕事を斡あつ旋せんしてくれるサービスもないことに、ようやく気がついた。


  　まったくもって世せ知ち辛がらい世の中である。


  　陰おん陽みよう師じを生なり業わいとする藤ふじ里さと家けの、先代たる春はる子こが亡くなって、その跡目を継ぐ宣言をした桜さくら子こ。


  　そして藤里の陰陽師を陰から支え、手を貸す偉大な助手が、吾輩のご職業である。


  　ゆえに華々しく職場復帰をするためには、せめて半人前程度には桜子に成長してもらわんことには話にならんのだが、それはいつになることか。


  　せめてもの救いは、自分の代で陰陽師を廃業しようと思っていた春子が、抱えていた問題をすべて信頼できるほかの同業者へと託していたことである。おかげで素しろ人うと同然の桜子が陰陽師を継ごうが、とある猫ねこ又また一匹以外には、困る者は誰もおらんというわけだ。


  　もっとも妖異に悩まされている顧客もおらねば、不ふ穏おんな怪異に対処する案件もないわけであって、今や六百年の老舗しにせたる藤里家の家業は開店休業状態というわけである。


  　いやはや、それにしたって今どき、失業保険も休業手当もないとは陰陽師もなかなかにブラックな仕事である。


  　こうなれば暇ひまつぶしにと、ヤケクソ半分で公園に偽ぎ装そう出勤なるものもしてみたが、弁当を分けてやろうとしたハトは吾輩の姿を見るなり恐怖で逃げ惑うし、ブランコに乗ってみても哀あい愁しゆう漂ただよわずに、公園デビュー中の親子をほっこりさせるだけであった。


  　ちょっとしたメランコリーも味わえんとは、愛くるしすぎる体というのもなかなかに考えものである。


  　ならば逆転の発想でこの外見と空あき時間を生かし、猫カフェのアルバイトに応募しようと履歴書を書いていると、『その〝接客〟って仕事はウエイターの店員であって、決して店内で放し飼いにされている猫のほうじゃねぇからな』と屋根裏に住まう狢むじなの妖異であるヤクモに指摘された。


  　人間に媚こびる大変な仕事であるのに、あれでまかないだけのボランティアとは、まったくもって頭が下がる思いである。


  　まあ、そんなこんなの日々なわけで、お恥ずかしながらも吾輩、仕事がないのである。


  　桜さくら子こが祝い直した犬いぬ神がみ──清せい十じゆう郎ろうの件から、既に一か月が経過している。


  　己おのれの力を自覚した以上、すぐにバレると思ったのだが、桜子はいまだ吾輩が猫又であることに気がつかん。


  　おそらく桜子には────陰おん陽みよう師じとしての才能がない。
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  巻ノ一　鬼は、はたして誰なのか


  



  「まぁた、ぼうっとしてやがんのかい、旦だん那なよ」


  　藤ふじ里さと邸ていの天井裏を改造したヤクモの部屋にて、全身を弛し緩かんしきった大の字で無駄に天井を眺めていた吾わが輩はいに、呆あきれた声がかけられる。


  　気だるく、目だけを向ければ、そこにはいつもの僧そう形ぎように、穴あな熊ぐまの特徴を残す長い口の顔。飄ひよう々ひようとした目元に少しだけ蔑さげすみを浮かべて、ヤクモが吾輩を見下ろしていた。


  「まったく毎日、毎日なんて面つらしてんだい。やることがねぇからって、腑ふ抜ぬけきってさあ」


  　時計に目を向ければ今は午後三時。証券取引所における、午後の場の閉場時間である。


  　すなわち、ヤクモ証券──本日の業務、終了の時刻だった。


  「おう、終わったのか？　それで、どうだ今日きようの首しゆ尾びは」


  　という問いに、ヤクモが爪つめで後頭部を掻かきながらため息を吐つく。


  「……どうだも何もさ、ここしばらくは毎日大荒れだよ。こういうときこそ稼かせぎどきでもあんだが、同時に一歩間違えれば奈落だからなぁ。何はともあれ一いつ寸すんとして気が抜けねぇ。少しは落ち着いてくれれば、一日二日ぐらいサボれるんだがねぇ」


  　と、眉み間けんに皺しわを寄せながらぼやく。


  　ヤクモはこう言うが、なんであれ仕事があるのは今の吾輩には羨うらやましいのである。


  　仕事がなければ職を望み、職があれば休みを願う。ままならんものだな、本当に。


  「よし、それじゃ今日は吾輩が茶をいれてやろう」


  「おっ、珍しいね、旦那よ。まあ、ありがたくいただこうかな」


  　投げっぱなしだった両足に反動をつけ、よっと一気に立ち上がる。そのまま電熱式囲い炉ろ裏りの前まで行き、自じ在ざい鉤かぎから下ろした薬や缶かんから粉末茶を入れた湯飲みへ、直接湯を注いだ。


  　茶葉でないのは、ちと味気がないがな、便利なものはしようがない。人間も妖よう異いも、楽ができる限りおおむね堕だ落らくするほうへ進むのである。……今の吾輩のようにな。


  　ほれ、ともうもうと湯気が湧わき立つ湯飲みを、ヤクモに差しだす。そいつを尖とがった口先でふうふうと冷まし、ずずっと一口すするなり、すかさず肉球を上にした前足を突き出した。


  「……旦那よ。なんだい、この見るからに浅ましそうな肉球は？」


  「へい、締めて五百円になりやす」


  　言い終わるが早いか、ヤクモがいまだ滾たぎった茶を数滴、吾輩の前足の上に垂らした。


  「熱っぅ！」


  「旦那から茶をいれてくれるだなんて、変だと思ったんだよ。まったくどこのぼったくりだい」


  　……おかしいなぁ、安心のワンコイン価格だったのだがなぁ。


  「はいはい、吾輩が悪かったです。こちとらタバコ代にも困る無職なのでね」


  　呆あきれ顔のヤクモを無視し、吾わが輩はいはアルミの円まるい灰皿を引き寄せる。


  　吸い殻がらが山と盛られたその中から、比較的長く残っている一本を拾い上げくわえる。ガスのなくなりかけた百円ライターに小さな火を灯ともし、しけたタバコを無理やり近づけた。


  　二本の尻尾しつぽの先の血管にまでヤニが染み渡る感覚を抱いだきながら、肺が空からになるほどの盛大な紫し煙えんを天井に向けて解き放つ。


  　一度消したタバコはちょいと臭みが増すが、しかしながら吾輩は無職、これもまたやむをえないのである。


  「そんなにまでして吸いたいもんかねぇ、まったくさ」


  「なんとでもいうがいいさ」


  　喫煙者が天然記念物になりつつあるご時世ではあるが、吾輩としては特別天然記念物になってもやめるつもりはない。


  「……旦だん那なよ、あれからもう一か月だ。お嬢は本気で親方様の跡目を継ぐつもりだぜ。お嬢が気がつかねぇんなら、そろそろ旦那から正体を明かしたらどうだい？　そうすりゃお得意の陰おん陽みよう道どうを手取り足取り教えることも含め、旦那の仕事なんぞいくらでも出てくんだろうよ」


  　というヤクモの提案に対し、吾輩は「まあな」と適当にごまかす。


  　──そんなことは、言われんでも百も承知だ。実際、吾輩だってそうすべきかとも思う。


  　だがしかし…………何かが小骨のように引っかかるのだ。


  　陰陽師になると、桜さくら子こが自みずからの意志で決めたあの日──ならば桜子は遠からぬうち吾輩の真の姿に気がつくだろうと、そう、あのときは思った。


  　それはただの当てずっぽうや、希望的な想像ではない。ちゃんとした理由がそこにはある。


  　桜子は春はる子こによって、妖よう異いの存在を秘ひ匿とくされてきた。常識的にはいるはずのないモノたちなのだから、いないと心から思っていれば、それは見えなくもなろう。


  　しかし、もう知ってしまった。この世には闇やみに蠢うごめく人ならざる連中がおることをな。


  　おまけに桜子は女系の嫡ちやく子しが一代続くたびに霊力を増す、藤ふじ里さとの現当主なのだ。当代随ずい一いちの陰陽師と音に聞こえた五代目の春子さえ凌しのぐ、前ぜん代だい未み聞もんの七代目こそが桜子なのである。


  　現に桜子の力の強さはかの清せい十じゆう郎ろうの一件で証明されている。春子でさえ手が出せなかった清十郎の怨おん念ねんを、何の行ぎようもまだ積んでおらん桜子が見事に祝い直したのだ。


  　あえて劇的な表現をすれば、桜子はそのときに目醒めたのだと、そう言っても構わん。


  　ならば、吾輩の正体なんぞ一目で見抜けようというものだろう。


  〝見けん鬼き〟の才さいをもつ命みことが、実にいい例だ。あいつは妖異の存在など知りもしないガキのころから、吾輩を『化け猫』とあだ名していた。本人は意識しておらんだろうがな、それでも猫としての吾輩の存在にどこか違和感を抱いていたからこそ、そう呼んでいたのは間違いなかろう。


  　最強の霊力を秘めた藤里の新当主。さすがにすべてを見抜く〝千せん里り眼がん〟の目とまではいかんだろうが、それに類する力をもっていて然しかるべきなのだ。


  　なのに──そうあるべきなのに、桜さくら子こはいまだ吾わが輩はいの正体に気がつく気配が微み塵じんもない。


  　名だたる藤ふじ里さと家の陰おん陽みよう師じが、どうして猫ねこ又またごときの擬ぎ態たいに気がつかんのだ？


  　そのことがどうにも、腑ふに落ちんのである。……嫌な予感がする。


  　そんなわけで今しばし、吾輩はあえてまだ正体を隠し続けるつもりでいた。


  「何か思うことがありそうな顰しかめっ面つらだね。まあそんなに心配してたら、そのうち禿はげるぜ」


  　ふと考え事をしていた吾輩に向かって、ヤクモがいつものごとくしししっと嗤わらう。


  　思わず吾輩も苦笑を浮かべて──というとき、尻しりの下に敷いておいたスマートフォンがブルルと震えた。見れば命みことからのメールだった。


  　そのまま「なになに」と読もうとするも実はこれが一苦労、吾輩のスマホの画面は非常に見にくいのだ。それというのもタブレット端末の基本はフリック操作だ。画面に指を乗せ、すまし顔とセットでついついと右へ左へ動かすあれである。


  　しかしここで吾輩の前足を思い浮かべてほしい。そう、肉球なのである。


  　人の指先なら液晶の上もなめらかに滑ろうが、肉球ではそうはいかん。フリックしようにも、肉球ではどうにも滑ってくれんのだ。……もともと滑り止めだしな、肉球。


  　そしてこれがまたストレスで、寛大な吾輩も最後は怒りに任せ、爪つめを立てて操作してしまうのである。結果、吾輩のスマートフォンの液晶は縦に横に、引っ掻かき傷で埋め尽くされていた。


  「だから旦だん那なには使いこなせねぇって言ったろ。素直にガラケーにしとけばよかったのによ」


  「ばっ……ち、違う！　これは吾輩が悪いのではない。スマホが、いまだ猫又というハイソな存在に追いついていないのが問題なのだ！」


  　……新機能もよろしいがな、世のメーカーさんには、次はぜひとも猫のユーザビリティにも気をつけて開発してほしいものである。


  　まあ、それはそれとして。


  　なんとか透明度が残っている箇所を活用して読み上げた命からのメールは、


  『桜子が腕試しするってきかないから、こっそりサポートに来やがれ』


  　という内容のものだった。


  　どうやら桜子たちの学校の近くにある廃はい屋おくへ、これから二人で突撃するらしい。そこに出ると噂うわさされている霊を、桜子が誰に頼まれたわけでもないのに勝手に祓はらいにいくのだそうだ。


  　ふむ……そんなことが修しゆ行ぎようになるとでも、勝手に思っておるのだろうなぁ桜子は。


  　まったくの未熟だが、まあ今はまだ好きにしてみるがいいさ。


  　とりあえず吾輩は反応しない画面と格闘し、なんとか『やだ』とだけ書いて返信する。


  「これまた、心配性の旦那にしてはやけにあっさりな返信じゃないかい」


  「まあな、あそこなら桜子と命だけでも何の問題もない。あの廃屋でちょいと力があるのは『鳴や屋なり』ぐらいのもんだ」


  「ほぉ…………って、あそこなら？　あの廃屋で？　やけに詳しいじゃないかよ。なあ旦だん那な、まさかとは思うんだけど、お嬢の生活圏で妖よう異いが潜ひそんでいそうな場所を片っ端から調べたりなんか……してないよな？」


  　怪け訝げんなヤクモの視線を受け、尻尾しつぽの叉またに汗をにじませつつ吾わが輩はいは乾いた笑いを上げる。


  「はははっ、何を馬ば鹿かなことを。吾輩がそんなに暇ひまそうに見えるか？　あと過保護に見えるか？」


  「どっからどうみても、失業中の陰おん陽みよう師じ殿どのは忙しそうには見えねんだが。あと過保護にしか見えん」


  　微妙な沈黙。そして──、


  「今日きようは、実に太陽が黄色いな、ヤクモよ」


  「孫バカの過保護も、ほどほどにしときなよ。温室も度が過ぎると腐るぜ」


  　うむ……吾輩も少しは反省している。


  　しかしまあ先に調べておいたおかげで、こうしてゆっくり茶をすすっていられるわけだ。


  　とにもかくにも、あそこなら大丈夫だろうよ。


  　……何か、妙なモノでも潜んでなければな。


  



  
    ◇ ◇ ◇

  


  



  　化け猫から『やだ』とだけ書かれたメールが返ってきたとき、


  　私こと──神かん波ば命みことは携帯電話をオーバースローで地面にたたきつけそうになっていた。


  　あのずぼら猫がっ！　おまけに二文字で返信とか、私のことあしらいすぎじゃね？　おざなりにしすぎじゃね？


  　携帯電話を投げつけるのをやめた私は、そのままバリボリと頭を掻かきむしる。


  　……まいったな。化け猫が来ないとなると、こんな見るからに〝出ますよ〟なんて主張してるような廃はい屋おくに入るのは勘弁してほしいんだけどなぁ。


  　でも桜さくら子こを独りで行かせるのは心配だし。


  　──そもそもなんでこんな事態になっているのかといえば、発ほつ端たんは今日の昼間にまで遡さかのぼる。


  



  　それは何気ない、いつもの昼休みの教室での風景。


  　各おの々おのが好きな面子メンツに分かれて昼食をとるなか、常に二人で机を向かい合わせている男子がいるんだよ。まあクラスの中にいるブラスバンド部員はこの二人だけだから、仲がいいのも当然なんだろうけどさ。


  　けど……こいつらがまあ毎日毎日、いいイチャラブぶっこいてるわけですわっ！


  　特にだっ！　いつも自分からはちっとも席を動かず、相あい方かたが来るのを待ち構えているメガネ──おまえだ、でかしたっ！　授業中は地味メガネと勝手に命名しているおまえだが、部活に行ったときは鬼き畜ちくメガネで確定だっ！　これからもその路線を維持していけっ！


  　そして相方、購買に行って自分のパンと一緒にいつもメガネにパックジュース買ってきてやる人のよさそうなおまえは、健けな気げ受けに任命するっ！　部室では人目を気にせず欲望の命じるがまま、本能に身を委ゆだねてメガネへ奉ほう仕ししろ！


  　そんな相性ばっちりの二人が、向かい合って楽しく談笑しているのさ。


  　そんなの私からしたら昼休みじゃない、ただのボーナスステージだ。


  　特に今まで笑い合ってた二人が急にぴたりと声を潜ひそめ、ひそひそっと話したりしやがる。　そりゃあ、もう悶もだえる悶える！


  　ほらほらっ！　今みたいな瞬間だよ！


  　健気くんがさ、ちょこっと周りを気にしながらメガネにささやくように話しかけてんじゃん。


  　あれ絶対にさ、


  『早く……早く、部室で僕のオーボエを吹きまくってよ』


  『ふっ、しようがない奴やつだな君は……そいつは今日きようもフォルティシモかい？』


  　とか、会話してんだぜ。


  　くぅぅぅっ…………いいぞ、もっとやれっ！　もっとだ！


  　左手で机をバンバンぶったたきながら、私はひたすら白メシをかっ込む。


  　所しよ詮せん、弁当のおかずなんて飾り。この二人がいれば、私は毎日、白メシ三杯はかたいのです。


  「命みことちゃんさ……生なまモノのクラスメイトをおかずに、お弁当食べるのやめようよぉ」


  　……興奮で目を白黒させながらご飯をむさぼる今の私に、背後から生温かくかけられるクラスメイトの声なんぞが聞こえるわけがない。


  　ひたすらに脳内で続きを補完しながらハァハァモグモグ、ハァハァモグモグ、鼻息荒く弁当を食べていると、


  「ねぇねぇ。今こっそりとしていた怪しい話、私にも詳しく聞かせてもらえない？」


  　愛を語らう二人の真横に立った桜さくら子こが、とんでもないことを二人に訊たずねていた。


  　ハムスターみたいに目いっぱいに頬ほおばった口から、思わずご飯が噴き出しそうになる。


  　なっ……馬ば鹿かっ！　やめろ、桜子！　こんな公衆の面前で──おまえは、なんてことを訊ねんだよ！　というか……抜ぬけ駆がけすんなっ、私にも聞かせろ！　そこんところをもっと、ｋｗｓｋだぁっ!!


  　椅い子すをも倒しそうな勢いで立ち上がる。そして桜子を含めた三人のそばへ駆かけ寄ったとき、


  「いいけど。藤ふじ里さとさんも──怪談とか、好きなの？」


  「うん。今ね、心霊スポットにすんごい興味あるのよ」


  　……へっ？　怪談？　……心霊スポット？


  「ん？　……どうしたの、命」


  　箸はしを握ったまま、いきなり背後に立っていた私に向かって桜子が怪け訝げんな目を向ける。


  「えっ？　……あはは、なんだろうね、どうしたのかなぁ、私はいったいね」


  　右手に握っていた箸はしをチャキチャキさせ、乾いた笑いを浮かべる私。


  　桜さくら子こを含めた目の前の三人が、不思議そうに小首を傾かしげたのはいうまでもない。


  「……最近、神かん波ばの奴やつさ現実と妄もう想そうの境界が曖あい昧まいになってきてないか？」


  「うん、そうだよね……って、ちょと待って。よく考えて、それって本当に……最近？」


  　無論、制服の下で冷や汗をだらだら流す私に、クラス中で交わされるそんな会話が聞こえるわけがなかった。


  　というわけで。


  　まあ結論をいうと、どうやらメガネと健けな気げくんは同じブラスバンド仲間であると同時に、怪談仲間でもあったらしい。互いにネットなんかで仕入れた情報を交換する間柄。けどまあそんな話が好きだけどちょっとカルトで恥はずかしいと思っていたらしく、教室ではいつも声のトーンを落として話していたんだそうだ。


  　それがどうやら私の目にはひそひそ話に映っていたようである。


  　いや……妄想だからね。妄想なんで……現実がどうあってもさ、妄想だから別に……。


  「……ちっきしょう……これだから、現実なんてのはよぉ……」


  　そんな健気くんが見つけた新しい心霊スポットが「意外とこの学校から近いんだ」なんてひそひそ話していたのを通りすがりの桜子が小耳に挟んだらしい。


  　それでもって、さっきの桜子の質問へとつながるわけですよ。


  　にしても、これはちとまずいよな。いや別にメガネと健気くんは何も悪くないんだけどさ、ただタイミングが最悪だったのさ。


  　今の桜子に心霊スポットとか、そんな話は厳禁なんだ。


  　というのもここ最近の桜子さん、非常に怪奇現象に飢えていらっしゃる。


  　正確には、中途半端な陰おん陽みよう道どうを実じつ践せんできる相手を探してやまないのです。


  　今、桜子は腕試しをしてみたくてしようがないんだよ。


  　先月の陰陽師になる宣言以後、本人は陰陽道の勉強をしたつもりらしく、早くもいっぱしの陰陽師を気取っていたりする。


  「勉強って、何したんだよ？」と訊たずねたところ「へへっ、なんとね、もう三冊も陰陽道の本を読んじゃったんだよっ！　すごい？　すごいよね！」という素敵な答えが返ってきた。


  　……本気か？　と思うのだが、これがどうにもこうにも本気らしいから困る。


  　ちなみにこのことに関して化け猫にコメントを求めたところ、アメリカ人みたいなお手上げの仕草に苦笑いでノーコメントだった。細い猫目にまるごと桜子をねじ込んだって痛がらなそうな化け猫からして、あの態度だ。


  　いよいよもって、陰おん陽みよう師じとしての桜子の現状に、あんまりな予想が立ちます。


  



  　と、ここまで語ってようやく長い回想が終わり、現時点の私たちの話に戻るわけなんだけど。


  　放課後の今は黄たそ昏がれどき、空から染み出た薄暗がりが街中にまでゆっくり浸しん食しよくを始めている。


  　気がつけば、不気味としかいいようのない雰ふん囲い気きが辺あたりを支配しているわけですよ。


  　街中なのに人通りは多くない。むしろ周囲に人ひと気けはない。


  　そして問題のその家は、廃はい墟きよと呼ぶにはまだ形が残りすぎ、空あき家やと呼ぶには人の手が離れすぎている、そんな一軒家だった。


  　周囲は人が住まう家で囲まれ、ここもかつては人が住んでいたであろう住宅だ。なのにうら寂れたこの廃はい屋おくの、割れた窓ガラスの向こうに見える闇やみが怖おぞ気けがするほどに濃い。


  　見けん鬼き、と化け猫が称している私の直感が、全力で訴えてきやがる。


  　ここは、確実にいる、のだと。


  　……健けな気げくんっ!!　遊びで心霊スポット探してんなら、もうちょい生なま温ぬるいの選んでこいよっ！


  　アウトだよ、アウト！　遊び半分で入ったら、絶対に本物に出くわす場所だぞ、ここは！


  　実は先月の犬いぬ神がみの一件以降、私は見えてはいけないモノが急に見え出して困っているんだ。


  　授業中に学校の廊下を真っ黒い人が走っていったり、家の近くにある老木の根元から生白い腕だけが生えていたりとかさ。もう毎日、泣きそうですよ。


  　化け猫曰いわく「おまえはな、元から視みえる体質──見鬼だったのだ。そいつらは昔からおまえの目に映っておった連中だよ、ただおまえの脳が認識しとらんかっただけだ。だが八はち尾びと清せい十じゆう郎ろうの件で、おまえは妖よう異いの存在を知ってしまった。もう異界を無視することはできん。これからはな、もっと視えるようになるぞ。ますますだ。……ぷっ、くくく」とのこと。


  　……最後に含み笑いし始めたときは、奴やつのひげを左右とも引っこ抜いてやろうかとさえ思った。


  　というか……マジで勘かん弁べんしてください、本当に。


  　私はさ、ちょいと腐っているだけの一般人なんですよ。そんなもん見たくないんですよ。


  　化け猫とか、お化け狐ぎつねとかさ、そういう妖怪みたいなのはまだいいさ。怖さ半減だよ。


  　でも…………幽霊はダメ、絶対。


  　人の姿をしているのは反則だよ。花束が添えられた大通りの道端で、女の子に手招きされた日には、もう部屋の隅すみで頭抱えて半日ガクブルしてましたとも。


  　唯ゆい一いつの救いは、目に合わせて私の感性も鋭するどくなっているらしく、やばそうな場所や気配に敏感になってきたということ。


  　この感覚を理解してからは、なるべく怪しい場所は避けるようにして、見る機会を減らせるようになったのだけど、


  「ほら、早く！　早く、入ろうよ、命みこと！」


  「ちょ！　ちょっ、待てっ！　待てって！」


  　私の袖そでを握って鼻息を絶えずピスピスと、隙すきあらば桜さくら子こが私を廃屋へと連れ込もうとしやがります。お持ち帰りしたくてしようがない、狼おおかみな少年かおまえは。ともすればこんな不気味な廃はい屋おくの前、尻尾しつぽを生やして左右にぶんぶん振ってる幻げん覚かくまで見えそうなんだけど。


  　どうしてこんなあからさまにいる気配の場所に行きたがるんだよ、おまえは……。


  　そう思ったけど、逆でした。桜さくら子こはいるからこそ、中に入りたいんだった。


  「さ、桜子さんや。しょ、勝算、はあるのかな？」


  「勝算？」


  「そう。ほら、もしここに万が一、幽霊とかそんなのがいたとしたら──いないけど、もし本当にそんなのが襲おそってきたりしたら──しないけど、ど……どうするつもりだいっ？」


  　動どう揺ようをひた隠しにしたポーカーフェイスな私の問いに、桜子は自分のカバンをがさごそ漁あさり、中から一冊の本を取りだした。


  「だいじょうぶ、ちょっとこれ読んでみて」


  　その本のタイトルを見た瞬間──私は思わず噴いて、桜子の顔に投げ返しそうになっていた。


  『なれる！　陰おん陽みよう師じ』


  　ちょっと、これ刷ったやつ出てこいっ！　電○文庫かよ、この本出版したのはっ！


  　とりあえず、こめかみをひくつかせながらも一応、一ページ目を開いてみる。


  『陰陽師になるのに免状が必要だったのは一八七〇（明治三）年、明治政府が〈天社神しん道とう禁止令〉を制定するまでです。現代では陰陽師に資格はなく、自分は陰陽師だと感じたそのときから、あなたは陰陽師なのです』


  　まさかの序文……わずか三行目にして『なれる』に到達していた。


  「ねっ？　だから実は私はもうとっくに陰陽師だったのよっ！　つまりお化けも妖怪も、もう何が出てきたって問題ないわけ」


  　問題しかねぇよっ！


  　ヤバい……これ本当にヤバイよぉ！　と、涙目で私は本に目を通してみる。


  　まあ中に書いてあったのはそんなに不ふ真ま面じ目めそうな内容には思えなかったけど、でも化け猫が呆あきれていたように本を一冊読んだからって、それでいったい何が変わるんだよ。


  　かといってこのまま桜子を放り出したら、こんなヤバそうな場所に確実に一人で入っていっちまうだろうしな。……置いていくわけにはいかねぇよな、やっぱ。


  　心で滂ぼう沱だと涙を流しながら、なんとなくページをめくっていると、何かがバサリと地面に落ちた。


  「ん？　なんだこれ」


  「あぁ、それ付録」


  　本から落ちたそれは白い封筒だった。中にはお札のような大きさの白い和紙の束が入っている──それはうにょうにょとした文字が書かれた、呪じゆ符ふの束だった。


  「買ったときは気がつかなかったんだけど、後から見たら本屋さんの袋に一緒に入っててびっくりだよ。得した気分だよね」


  　というか付録を入れる袋にまっさらの封筒ってなんだよと思い、符を一枚抜いて眺めたらすぐにわかったよ。


  　小学一年生のときからお年玉をコツコツ貯金し、中学一年生にして初オフセット印刷を達成したこの私が、完かん膚ぷなきまでに断言してやろう。


  　印刷じゃ、こんなにムラのあるスミベタ一色は出せねぇよ！　こいつは手書きの符だ。


  　そしてそんなものが、大量印刷されている本の付録としてつけられるわけがない。


  　つまりだ、この符を書いたのは──あの親バカ猫なわけで、どんだけ過保護なんだか。


  　しかし。これぞ渡りに舟、地獄に仏だ。


  「おっけー。わかった桜さくら子こ、中に入ろう。ただし、条件が一つある」


  「条件？」


  「そう。あの廃はい屋おくの中で何かあったらな、すぐに封筒の中の符を使え。それを約束するなら、今から一緒に入ってやる」


  「えぇー！　もったいないよぉ、一種類につき一枚しか入ってないんだよ。もっと大事にさ」


  「いいから、使え！」


  　っていうか、こんな紙切れより、生命いのちのほうがもったいないわっ！


  　強く言うと、しぶしぶ「わかった」と答える桜子。


  　はぁ、とため息が出た……ここが妥だ協きよう点てんかね。このままじゃ桜子も収まりがつかないしな。まあ化け猫印のこの符があれば、最悪の事態は避けられるだろうよ。


  　そうと決まれば、私は自分の両りよう頬ほほをペチっとたたいて気合いを入れる。


  　対して桜子は「早く、早くぅ」とぎこちない私の背を廃屋の玄関の前まで押していく。


  　一瞬、このドアに鍵かぎがかかっていてくれればと期待をしつつも、やはりそれは甘い考えで、桜子が錆さびの浮いたノブを回すなり分厚い木製のドアが開いた。


  　とたんに冷蔵庫を開けたときのように、ぶわっと中から冷気があふれ出してくる。


  　空調なんぞ動いているはずのない廃屋から、どうしてこんな冷たい空気が流れてくんだよ。


  「なあ、この段階でもう十分おかしくね？　どう考えても中に入るのヤバそうじゃね？」


  「えっ、何が？　涼しくて気持ちいいじゃない」


  　……言葉って無力だよな、幼おさななじみとのコミュニケーションに絶望するわぁ。


  　開けた玄関の向こう側、物陰に闇やみが固まってはいるものの、それでも窓からは斜めに夕日が入り、埃ほこりの舞う汚れた室内の荒れ具合を照らし出していた。


  　健けな気げくんから聞いた話では、ここは数年前までとある一家が住んでいた家らしい。


  　なんでもその一家の娘は不思議な力をもっていたそうで、それを利用して父親が金かね儲もうけを企たくらんだものの、失敗。逆に多額の借金を背負ったらしい。父親は娘を憎み、最後は刃物まで持ち出すほどの事件の末、一家は離散してこの家は売りに出されたそうだ。


  　けど、そんな曰いわくがあったせいか買い手はつかず、やがて家は朽くちて、今のような廃はい屋おくになってしまった。そんなとき健けな気げくんたちみたいな連中が肝きも試だめしに入り、そして子ども部屋で異常な部屋の軋きしみを体験したらしいんだ。ポルターガイスト、ってやつだよ。


  　きっとその不思議な力をもっていたという少女の霊が、自分の部屋に勝手に入ってきた連中を脅おどしているのだろう……という話なんだけど、一家離散なら少女は死んでないじゃん、と疑問に感じるのは私だけなのか？　まあ怪談の噂うわさなんてこんなもんだよな。


  「おじゃましまーす！」と、明るく声をかけながら桜さくら子こが玄関から上がっていく。


  　私も桜子の後を追いかけ中に入り──とたんに、粘ねん着ちやく質しつな重い気配が全身にまとわりついてきた。


  　真しん偽ぎはともかく、私の直感どおりにここが本物の心霊スポットなのは確実だよ。


  　鼻歌交じりの軽快な足取りで前をいく桜子の背中に、思わずぴったりと身を寄せてしまう。


  「……なに？　命みこと。ちょっと気持ち悪いんだけど」


  「というか、なんでおまえは平気なんだよ。異常すぎんだろ、こんな空気！　って……ほら、あそこぉっ！　今、婆ばあさんみてぇなのが、窓の外からこっち見て笑ってたろうがっ！」


  「……命があんまりにも恥ずかしい子だから、表の通りを歩いてるお婆さんがクスクス笑ってたんでしょ？」


  　……あるわけねぇだろ、そんなこと。


  　なんだろうな、悪い噂が悪い噂を呼んで雑多なのまで集まっているような。そんな気がする。いや、気がするだけだよ、そんな専門的なことを私がいえるわけがない。


  　とにもかくにも、異常な気配がひしめくなか、私と桜子は二階の子ども部屋を目指す。


  　そして軋きしむ階段を上りきると、そこに噂の中心である子ども部屋があった。


  「ここだね、きっと」


  　ちなみにこの部屋は雨戸が閉められていて、階段の出窓から入る夕日の明かりだけが光源だ。おかげで部屋の半分は何が潜ひそんでいようとも判別がつきそうにない、闇に沈んでいる。


  　もう、やだよぉ……お布団……命、お布団だ～い好き。……家、帰ってもぐりたい……。


  　そんなふうに心の中でぐじぐじ泣きながら、「ふむ」と男っぽく腕を組んで室内を見回す桜子へ目を向ける。


  　そのときだった──ミシィ、メキィと音を立てて、唐突に部屋の中が揺ゆれ出したんだ。


  　一瞬、地震？　と疑うも廊下は揺れていない。揺れているのは子ども部屋だけだった。


  　私の口からは「あわわっ」という声が漏もれる。これが健気くんが言っていたポルターガイストってやつか……本当にこの部屋だけが揺れてんぞ、おい。


  　揺れの大きさから危険を感じて、思わず壁に身を寄せる。なのに桜子は、部屋の中央で変わらず腕を組んで仁に王おう立だちをしていた。……おまえ、肝すわりすぎだよっ！


  　天井では吊つられた蛍光灯が振り子のように激しく揺れている。それを見て危ないから壁に寄れと言おうとするも──同時にこの目に映った存在に、私は思わず息を呑のむ。


  　蛍光灯の笠の上に、鬼が乗っていたんだ。


  　半はん裸らで毛深い体、爪つめが伸び牙きばが生え、頭には小さな角つのまである。そんな絵本に出てくるような鬼を三〇センチ足らずに小さくしたような奴やつが蛍光灯の笠に乗って揺らしていた。


  　よく目を凝こらしてみれば、無数にそいつらは室内にいる。


  　部屋の隅すみにも、柱にも張りついて、この部屋そのものを揺すっていたんだ。


  　はっと気がつくなり、とっさに叫ぶ。


  「おい、桜さくら子こ！　符だ、さっきの符を使え！　どこでもいいから部屋に貼はれ！」


  　ちょっと怪け訝げんそうな顔をしつつも、一応桜子はうなずいた。


  　そして例の白い封筒を出して、中からお札を数えるようにして呪じゆ符ふを選び出す。


  「よし……これかな」


  　そう言って桜子が引き抜いたのは〈怪かい音おん鳴めい動どう鎮ちん御ご秘ひ符ふ〉……ってなんだ、そのピンポイントな符は。ちと便利すぎねぇか？


  「えっと、確か…………う～ん…………まあ、とりあえず……急々、如によ律りつ令りよう？」


  　私を不安にさせる疑問系な呪じゆ文もんで、符を手近な柱へ適当に貼り付けた。


  　おい！　そんなんで本当に──、なんて思った瞬間、部屋中がいきなり白い光であふれ返る。


  　といっても本物の光じゃない。私の目に見えるこの光は、八はち尾びのときに見たこの世ならざるものを鎮しずめる、浄化の光だった。


  　同時にぴたりと揺れが止まる。そして光が収まったとき、ついさっきまで揺れていたのが嘘うそのようにしんとしていて、それからあれだけいた小さな鬼も一匹残らず消えていた。


  「おぉ！　本当に効くねぇ、これ」


  　一瞬、唖あ然ぜんとなる。うそぉ……と思うほどの予想外の威力だった。


  　すげぇな、化け猫製の符。あんな適当に貼っても、こんなに効果があんのかよ。


  　──とまあ、そんなご都合主義な展開に、私は少し気が抜けていたのだろう。


  　暗くら闇やみでわからなかったけれど、私が壁と思って身を寄せていたのは、どうやら押し入れのふすまだったらしい。


  　脈みやく絡らくもなく唐突に、私の背後でそのふすまが開く。


  「えっ？」と、思う間すらもない。


  　開いた押し入れの中から二本の細い腕が伸び、それがいきなり私の腰に巻き付いた。


  　あまりのことに振り向けば、押し入れの中から上半身を生やした、半ば闇やみと同化した色の少女が私の下半身にしがみついていた。


  　その光景に、ふっと少しだけ意識が遠のいて──、


  「ひぃぃっっっ────」


  　次の瞬間、嬌きよう声せいにも似た掠かすれた悲鳴が、私の喉のどから噴き出していた。


  　ゆっくりと視界が横に傾いていく。あまりの恐怖から完全に足腰の力が抜けている。


  　汚れた畳の上に肩からゆっくり私の体が沈んで、同時に私の腰からすっと影が離れた。


  　影は倒れた私の体を飛び越えるや、凄すさまじい速さでもって桜さくら子こへと走り寄る。


  　そして──、


  「──ねぇ！　お姉さん、鬼が祓はらえるのっ!?」


  　横向きのままその様を見ていた私までもが目を丸くする。


  　背後からの夕日に照らされ、真っ黒いと思っていた少女に色彩が生まれる。


  　興奮し弾はずむように体を小刻みに震わせる、ボブカットをふわふわと揺ゆらすその少女は──紛まぎれもなく、生きた人間だった。


  「えっ？　えぇぇっ！　……あ、あなたは？」


  「私は国くに東さき沫まつ莉りっていいます。それよりも、お姉さんは鬼を祓えるんですよね？」


  　戸惑う桜子の手をとり、沫莉と名乗った少女が詰め寄る。


  　さすがの桜子も、これには目をパチパチさせて困惑顔だった。


  　私も本当なら衝しよう撃げきの声でも上げて然しかるべきなのだろうが。


  　しかし、それはできない。なぜなら……尊そん厳げん、が。


  　女子高生としての私の大事な大事な尊厳が、前ぜん代だい未み聞もんの大ピンチに陥おちいっていた!!


  「ん？　どうしたの、命みこと」


  「まったくもってなんでもございませんよ、桜子さん。それよりも私のことは気にしないで、その子の話を聞いておやりなさい」


  　怪け訝げんそうに声をかけてきた桜子へ、私は畳に倒れたまま不自然な賢者モードで答える。


  　無論、私の今の内心が、こんな風のない日の湖の水面のごとく穏やかなわけがねぇ！


  　うぉぉ……マジか！　マジですかぁっ！


  　……って、あれ？　いや、ひょっとしてこれは……ぎりセーフか？


  　私はぶるりと身を震わせて、倒れたまま胎たい児じのように膝ひざを抱えて丸くなってみる。


  　でもやっぱりわからなくて、はっきり確認したくともまさかこの場でスカートをたくし上げるわけにもいかなかった。


  　私が今後の人生のトラウマになるかもしれない、そんな大問題に直面しているなか、少女がさらに桜子へと詰め寄っていた。


  「お願いします！　祓ってほしい鬼がいるんです……鬼を、祓ってくださいっ！」


  　……私にとっての鬼は、てめぇだよ！


  巻ノ二　不思議な不思議な沫莉ちゃん


  



  「それじゃ、詳しく話してもらえる？」


  　そう言って麦茶の入った二つのグラスを桜さくら子こがテーブルに置く。


  　一つは桜子のものだが、もう一つは当然、仏壇の前で丸くなっている吾わが輩はいのものではない。


  　桜子の対面に緊張した面おも持もちで座る、国くに東さき沫まつ莉りと名乗る少女に出されたものだった。


  　ちなみに、命みことはこの場におらん。


  　例の廃はい屋おくからこの少女を連れて帰ってきたとき、玄関に入ることさえせず、


  『では私はこれから家に戻り、着替えてきてから、またおうかがいします。ごきげんよう』


  　と言い残すなり、有う無むも言わせずに全力で走り去ったのだ。


  　……いつも制服のままでも畳の上で横になっているあいつが、何を今さら。変な言葉遣いといい、どっかで頭でもぶつけたのかあのバカは、この面倒くさいときに。


  　まあ、いないものはしようがないとするが──、


  「それで沫莉ちゃんが、祓はらってほしい鬼の特徴を教えてほしいんだけどね」


  「…………はい」


  　桜子の問いかけに、沫莉という少女は歯切れの悪い返事を繰り返すばかりだった。


  　この少女が「鬼を祓って」と桜子に頼んだようなのだが、どうにも吾輩には状況がつかめん。


  　とりあえずこの少女が、例の廃屋の近くの学校に通う小学生、ということはわかった。


  　しかし、それだけなのだ。名前と境遇と、それから「鬼を祓ってほしい」という目的だけ。


  　本当にこれだけしかわからんのである。


  　どうしてそんなことを頼むのか？


  　どんな理由であんな廃屋に一人でいたのか？


  　藤ふじ里さと邸ていへ連れてくるまでの間、そのへんのことを桜子も訊きいたようなのだが、どうにもまともな答えが返ってきとらんようなのだ。


  　沫莉が初対面の相手に物もの怖おじしたり、もしくは他人に物事を伝えるのが極端に苦手なのかというと、それもどうやら違うようだった。


  　藤里邸に上がってきてからずっと沫莉を観察しているが、口数こそ多くはないものの、動作はきびきびとしていて、むしろこの年齢の少女にしては驚くほど聡そう明めいそうに感じた。粗そ忽こつな命にちょいと見習わせたいほどである。


  　言葉が少ないのも、緊張のためだろう。元来はよく喋しやべる少女なのではないかとさえ思う。


  　沫莉の話は要領を得ないのではない、まず間違いなく意図的にごまかしている。


  　つまりこの少女は桜子に──半人前とはいえ名だたる藤里の陰おん陽みよう師じに、本当のことも教えず『鬼』という妖よう異いを祓わせようと、画かく策さくしているのである。


  　まあ桜さくら子この家柄までは知らんのだろうがな。それにしても頭を下げて事情を話すよう頼んでいるのは桜子のほうだ。なんともまあ神経の図太い大胆な小娘である。


  　もしくは……よっぽど言いたくない理由があるのか。


  　どちらにしろ事情を話さぬ沫まつ莉りに、桜子は鼻の頭を指で掻かきながら困ったように唸うなった。


  「う～ん……よし、わかった。それじゃさぁ、今から私が幾つか勝手に質問するから、沫莉ちゃんは答えられるのだけ答えてね」


  「えっ？」


  　と、沫莉が驚くのも構わず、桜子が矢継ぎ早に質問を始めた。


  「その鬼は、何が狙ねらいなのかな？　目的とかありそうなの？」


  「…………いえ、その……」


  「その鬼はどっか、決まったところに出たりする？」


  「……き、決まった場所とかでなくて。その……私に憑ついているといいますか……」


  「おぉ！　これには答えてくれるんだね！」


  　嬉うれしそうに破は顔がんする桜子に対し、沫莉は顔を赤くして、また申しわけなさそうに顔を伏せる。


  　しかし沫莉のそんな素そ振ぶりなどまるで気にせず、桜子は上機嫌で次の質問に移った。


  「それじゃその鬼は、何か茉莉ちゃんに悪さをしたりするわけ？」


  「……直接的なことは、何も……でも、夜更けになると現れて、私を凄すごい目で睨にらむんです……」


  「ほぉ、なるほどね。睨むのかぁ……そいつは怖いねぇ、ってそれは十分に悪さだよ」


  　うんうんと一人うなずく桜子だが、沫莉は変わらずに恥じるように顔を伏せるだけだった。


  「じゃあさ、その鬼にとり憑かれた理由とかって、沫莉ちゃん自身には心当たりある？」


  「……それは…………少しも、ありません」


  　伏せた沫莉の目が、自由形で泳ぎまくっていた。


  　そうか、そうか……嘘うそをついているという罪悪感はあるわけか。


  　桜子がかすかに苦笑したのは、気のせいではなかろう。


  「なら、これが最後の質問ね。その鬼ってのはさ、どんな姿や顔をしているの？」


  　必死に堪こらえていたようだが、それでも鬼の姿を訊たずねる問いに顔をそむけた。


  　そして最も重い沈黙。唇くちびるが見えなくなるほど、沫莉の口が強く引き結ばれている。


  「結局、憑いてる鬼が睨むってことしかわからないかぁ……まいったねぇ」


  　沫莉の様を見て桜子が深く腕を組み、再びうーんと首を左右に傾けながら唸る。


  　ちなみに頭を抱えたいのは、吾わが輩はいも同じだった。


  　今の話を要約すると「とり憑いた鬼が、夜になると出てきて睨む」ということだけだ。


  　これっぽっちの情報で、何を判断しろというのだ。さっきから桜子は簡単に〝鬼〟と称しているがな、一文字で括くくるには鬼という妖よう異いはその数が膨ぼう大だいすぎるのである。


  　せめて何か外見的な特徴が一つでも、角つのが生えているとか、虎とら模も様ようの豪快な縞しまパンをはいていたとか、それだけでもわかれば多少は相手の輪りん郭かくが見み透すかせるのだがなぁ。


  「あ……あの、ごめんなさい！　本当に……私、本当に何も言えなくて……その…………」


  　なんとも表現のしがたい、困ったような空気に耐えられなかったのだろう。沫まつ莉りが桜さくら子こに向かって、畳に額ひたいを擦こすりつけそうなほど深々と頭を下げた。


  「ん？　なんで頭下げるの？　だって、言いたくないことなんでしょ？」


  　沫莉はとっさに口を開こうとするも、桜子の目を見たとたんに、言葉に詰まるのが傍はたからでもわかった。


  「…………ごめんなさい」


  「だから謝らなくていいって。言いたくないことなんて、言わなければいいんだよ」


  「……で、でも」


  　心の中で沫莉が葛かつ藤とうをしているのが、吾わが輩はいにもわかる。


  　嘘うそにもなっていない嘘で騙だまそうとして、だけど自分の良心はそれを咎とがめる。


  　そしてその嘘を理解したうえで、目の前の人は何も聞かず平然と受け止めてくれている。


  　これで心に思うことがないわけがなかろう。


  「……本当に……本当に、いいんですか？　私、お金なんて払えませんよ。私の家に期待したって無駄です、本当に何一つとしてお礼なんてできないんですよ？」


  「全然、いいよぉ。別に小学生からお礼してもらおうなんて思わないよ」


  「で、でもっ！　私は、それ以前に……鬼の正体をわかっていながら隠してて、それでこうやってごまかして、それでいて身勝手に祓はらってもらおうだなんて企たくらんでいて──」


  　今にも泣き出しそうな雰ふん囲い気きの沫莉の頭に、桜子がぽんと手を乗せる。


  「だから、いいよ。誰だって人を騙してでも叶かなえたい思いってのはあるよ。だからさ、私は何も聞かないよ。だいじょうぶ、ちゃんと騙されてあげるって」


  　優しく笑う桜子に、沫莉は信じられないものを見るようにぽかんと小さく口を開ける。


  「まあ、正直なところ、わたし見習いみたいなもんでさ。だから『鬼を祓って』だなんて、お願いはむしろ修しゆ行ぎようできちゃってラッキーって感じで……あっ、でも安心してね！　私、全力で頑張るから。鬼なんてちょちょいだよ。だから、大船に乗った気でいなよ」


  　一瞬の沈黙の後で、沫莉が無言のまま頭を深々と下げる。それはさっきの気まずい気持ちを表現したときと同じ動作なのだが、今度はまるで意味合いが違った。


  「やっぱり、私の直感に間違いはありませんでした。……どうぞ、よろしくお願いします」


  　その堅苦しい台詞せりふを聞き流しながら、桜子は笑って「いいって、いいって」と繰り返す。


  　鬼の祓い方すらまともにわからん見習いの陰おん陽みよう師じが、金も出せないおまけに隠し事までしている依頼者に向かって「大船に乗った気でいなよ」と抜かしおる。


  　──おまえはやっぱり藤ふじ里さとの七代目だよ、春はる子こよりも大物だ。


  　いやいや、これはもう吾輩が動かんわけにはいかんだろ。


  「で、どうなんだよっ！」


  　藤ふじ里さと邸ていに戻ってくるなり桜さくら子この目を盗んで天井裏へ上がってきた命みことが、猛烈な勢いで問う。


  　思わず互いの顔を見合わせてしまう、吾わが輩はいとヤクモ。


  「……おまえ、何があった？」


  「うるせぇ！　何もねぇ！　あるわけあるかぁ！」


  　凄すさまじいまでの命の形ぎよう相そう。頬ほおに涙の跡が見えるのは、たぶん気のせいではない。おまけに着替えてきた姿は、なぜか知らんがジャージ姿だった。


  「私はもう、高校生なんだぞ！　そんなバカなことあるかよっ！　ないよ、なかったよ！　ジャージに着替えてきたのだってただの気まぐれで深読みするなよ、すべては事実無む根こんの冤えん罪ざいなんだからさっ！」


  「とにかく落ち着け！　おまえが何を言っているのか、吾輩にはさっぱりわからん。何もないなら何を怒っとるんだ？　それとどうでもいいが声のトーンを下げろ、桜子にばれる」


  　遠くを見る虚うつろな目で、何な故ぜか「そんなわけないだろ」とまだ繰り返す命。普段からやや壊れているこいつだが、今日きようはもうどうしたらいいかわからんぐらいの壊れっぷりだ。


  　とにかく吾輩は肉球で狭い眉み間けんを揉もみ、命の意味不明で理り不ふ尽じんな発言への怒りを抑えこむ。


  「……で、どうなんだ、とはなんのことだ？」


  「そんなのは決まってんだろ。あのクソガキのことだよ！」


  　と、吾輩たち獣けものの耳には問題にならん程度の防音加工を施ほどこした床ゆかをこれみよがしに命が指さす。


  『えへへ……桜子さん。この桜子さんのお碗わんは、どこに置いたらいいですか？』


  『あれ？　よく、それが私のだってわかったね。適当でいいよ、そのへんに置いといて』


  『は～い』


  　居間からは桜子と沫まつ莉りの楽しげな会話が聞こえてくる。


  　ふむ……クソガキか……まあ確かに不審なところは多いがな。


  　だがあの話し合いが終わるや沫莉は完全に桜子に懐なつき、今ではああして二人楽しげに会話を交わす仲になっている。僅わずか数時間で、まるで姉妹のようにすら見えるほどだ。


  　それでも万が一の事態が起きないよう吾輩なりに沫莉を観察してみたが──、


  「どうもこうも、悪い子ではないな、あの沫莉とかいうのは。むしろ今どきにしては珍しい、はきはきした快活な少女ではないか」


  　無論、沫莉が手ひどい隠し事をしているのを、忘れたわけではないが。


  　しかしこの返答を聞くや、命は刺し殺さんばかりの目で吾輩を睨にらみつけた。


  「あぁん!?　あのガキが、悪い子じゃねぇだとぉ？　なんだ化け猫、おまえのその目玉は節ふし穴あなか？　もしくはガラス玉か？　ビー玉か？　もしくはどんぐりなのか？」


  「じゃ、なんなのだ。おまえの目にはどう映っておるのだ、いったい」


  「あいつか？　あいつはな……そう。鬼だよ、鬼。あの小娘の正体は、人の尊厳を奪ってせせら笑う、そんな鬼き女じよなのさっ！」


  　そうして命みことはクククッと邪じや悪あくに笑うが、それはどこか自じ虐ぎやく的てきでもあり、ますます吾わが輩はいを混乱させる。ついには自分の発言で何かを思いだしたらしく、勝手に顔を翳かげらせてはその場でうなだれ始めるほどだ。


  　いよいよ頭のネジまでも腐ってしまったか、と疑いたくなるほどの挙きよ動どう不ふ審しんである。


  　本当に面倒くさい奴やつだ、特に今日きようは、いったい、なんだというのだ。


  「……ということは何か？　沫まつ莉りは自分自身が鬼なのに、鬼を祓はらってくれと頼んできていると、おまえの目にはそう見えておるのか？」


  「はぁ？　人間相手に何言ってんだ？　鬼ってのはもののたとえだろ。察しろよ、バーカ」


  　吾輩、小石を握った肉球でこいつをぶん殴っていい権利があると思うのだが、どうだろう？


  「って、まあまあ。命嬢ちゃんは少し落ち着きなよ。旦だん那なも今は矛ほこをおさめときなよ」


  　見守っていたヤクモの仲ちゆう裁さいで、命に振り上げかけた肉球をなんとか下ろす。


  「察するに命嬢ちゃんと沫莉嬢ちゃんの間には何かあったんだろうけど、ちと遅かったな。旦那の方針はもう決まっちまったよ。命嬢ちゃんが何言ったってどうにもならんぜ」


  「……方針だと？」


  「そうだ。吾輩は、沫莉の願いどおりに、今夜現れるであろう鬼を祓うぞ」


  　その吾輩の言葉に、命は僅わずかにきょとんとしてから、


  「なんだ、化け猫！　おまえ、あんなガキんちょの言うがままに従うってのかっ!?」


  「アホ抜かせ、沫莉の頼みを聞くのではない。吾輩はな、藤ふじ里さと家け当主の意思に従うのだ」


  「藤里家当主って……まさか……」


  「桜さくら子こがな『大船に乗った気でいなよ』と沫莉に言ったのだ。ならば藤里の名を背負った陰おん陽みよう師じに、恥をかかせるわけにはいかん」


  　それを聞いた命がぐぬぬと歯を食いしばり、


  「……あのガキんちょの思うままだとぉ？　……くぅぅ……着替えに……着替えにさえ帰らなかったら……」と、呪じゆ詛そしそうなほどの声で口の中でつぶやいていた。


  『桜子さん、この命ちゃんの茶ちや碗わんはどうしますぅ？』


  『えっ？　ほんとだ、それが命の茶碗だってよくわかったね。……それはいいや、手伝いもしない人の茶碗なんて空からのまま伏せておいて』


  『は～い』


  　少し静かになると、居間からの声が聞こえてくる。


  　なんだか状況はさっぱりわからんが、それでもさすがに命が不ふ憫びんに思えてきた。


  　普段からいろいろ不憫で残念な娘なのは間違いないのだがな。


  「まあとにかく、おまえも手伝えよ、命」


  「……はぁ!?　なんで私がっ!?」


  　冗談じゃねぇよ、という勢いで命みことが答える。まあそう反応するだろうな、この流れでは。


  　しかし、ならいいさ、というわけにもいかんのだ。


  「沫まつ莉りの前に現れる鬼が、虎とら柄がらの縞しまパンをはいとるような本物の鬼だった場合、とてもじゃないが今の桜さくら子この手には負えん。だから吾わが輩はいが桜子と沫莉の後ろから、こっそりと鬼の相手をする。その間、怪しまれんように──おまえは、吾輩を抱っこしておれ」


  「……へっ？　私が、おまえを？」


  「そうだ」


  「……この私が、おまえみたいな駄だ猫ねこを、抱っこすると……そいつはあれか、やっぱり何かの罰ゲームなのか？」


  「黙れっ！　そもそもおまえの人生が罰ゲームみたいなもんだろうがっ！」


  「やかましい！　私の人生否定すんな。てめぇみたいな毛並みの悪い老猫を人前で抱っこするなんてな……そんなの……そんなの、恥ずかしくてできるかぁ！」


  「……吾輩だってな、貴き様さまなんぞに抱っこされるのは、恥ずかしいのだ！　我慢しろっ！」


  「まったく、本当に仲がいいねぇ、お二人さんよ」


  　一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きで睨にらみあう吾輩と命の横で、しししっとヤクモがいつものように嗤わらう。


  　そして、


  『みーこーとぉー！　人ん家ちに上がってくるなりどこ消えたか知らないけど、ごはんだよ！　一人暮らしの私にたかる恥知らずな命にもありがたく施ほどこしてあげるから、出ておいでぇ！』


  　ちょっとだけ怒ど気きのこもった桜子の声が、階下の居間より響き渡った。


  



  　料理の並んだ居間のテーブルの前で、黙々と箸はしを進める命と沫莉。


  　制服姿で料理をしていた桜子は、着替えに部屋へと戻っている。吾輩も居間の片かた隅すみにはおるのだが当然、沫莉の前で喋しやべるわけにはいかない。


  　よって実質的には二人だけの食卓。命は横の沫莉を意識し、こめかみの血管を震わせ、沫莉は命のことなど意にも介さず次々とおかずを平らげ、なんとも微妙な空気が漂ただよっていた。


  「ねぇ、命ちゃん。醤しよう油ゆとって」


  　頓とん着ちやくしない沫莉の言葉に、命は自分の肩までしかない少女の頭を上からじろりと睨み、手近にあった醤油差しをドンと沫莉の前に置いた。


  「ねぇ、命ちゃん。取り皿もお願い」


  　舌打ちしながら小皿にも手を伸ばす命。


  　沫莉はそれを受けとりながら「ありがとう」と言い、


  「ねぇ、命ちゃん」


  「今度はなんだよ、さっきから何度もっ！」


  「……何か、怒ってる？」


  　言われて、命みことの動きが一瞬ぴたりと止まった。


  　しかしすぐにまた箸はしを動かし、命は目の前のぬか漬けを口に放り込む。


  　目を瞑つぶったまま、それを噛かみ砕いてから、


  「なぁ──私からも一つ、おまえに訊きいてもいいか？」


  「えっ？」


  「おまえさ、なんであんな廃はい屋おくの、それも押し入れの中なんかに隠れてたんだよ」


  　その問いが出た瞬間、今度は沫まつ莉りの手が固まった。


  「あぁん、なんだ？　やっぱりそんなことも言えないってのか？」


  　命は味み噌そ汁の椀わんを持ち、ずずずと、わざとらしく音をたててすする。


  　その横で、沫莉は自分の下した唇くちびるを噛み締めながら、じっと俯うつむいていた。


  　そんな沫莉を横目で盗み見て──それから、命が大きなため息をついた。


  「言えないんなら、別に言わなくていいさ。桜さくら子こが〝いい〟って言ったものを、私が無理に言わせるわけにはいかねぇしな」


  「……本当に？」


  「ああ。それと、もう怒ってないから安心しろ。今さら怒ってもどうしようもないし、おまえも悪気があったわけじゃなさそうだし。だから、しようがないからもう怒るのやめるよ」


  「……本当の、本当に？」


  「嘘うそなんかつかねぇって、信用しろ」


  　命がそういうや否いなや、つらそうな顔が一転し、ぱっと沫莉の顔がほころんだ。


  「よかったぁ。実をいうと私、命ちゃんがなんで怒ってるのかよくわかんなくて、ずっとドキドキしてたの」


  　その邪じや気きのない顔に、おおむね煩ぼん悩のうで生きている命は「うっ」と言葉を詰まらせる。


  　そして何な故ぜか顔を赤くした命は、まるで照れを隠すかのように沫莉の鼻先へ、びしりと指を突きつけた。


  「だ……だけどな、文句はあるんだよ！　なんで桜子は〝さん〟づけなのに、私は〝ちゃん〟づけなんだ、おまえはっ！」


  　言われて沫莉も初めて気がついたらしく、ぽんと大きく手を打つ。


  「そういえば、そうだね！　えっとぉ…………う～ん、フィーリングかなあ？」


  「フィーリング？」


  「そう。なんか命ちゃんてさ、あんま年上って感じがしないんだよね。手がかかりそうな、面倒くさそうな子……強しいていうなら、大きくなりすぎちゃって困ったお友達、って感じ？」


  　……激しく同意である。意外と気が合いそうだな、沫莉よ。


  「なっ！　なんだ、その言い草はっ！　私は十六だぞ、おまえよりも年上なんだぞ！」


  「うん。でもさ、そう感じるものはしようがないよね？　それに敬意って年齢にじゃなく、その人の経験に対して払うものだと、私は思うのね。命みことちゃんはさ、経験少ないでしょ？　彼氏とか、いないもんね？」


  「ば……ばっか！　おまえ、この私だぞぉ？　彼氏の二人や三人や四人なんて、当然──」


  「脳内はなしね」


  「知ってたか？　人って、生まれるときも死ぬときも一人なんだぜ」


  「いないよね？」


  「ぬぬぬっ、このぉ……小学生が……あてずっぽうのくせにぃ……」


  「へへっ、あてずっぽうじゃないよ。私が本気を出したら見抜けないことなんてないんだよ」


  　口をへの字にした命に、ちらりと片目だけ開けて舌を出した沫まつ莉りが笑う。


  　十歳の少女に口論で負かされる、十六歳児がここにいた。


  　……まったく、何を遊んでいるのやら。まあ、何はともあれ。


  「はい、おまたせぇ！」


  　ようやく桜さくら子この登場である。威勢のいい声とともに居間のふすまが開いて──、


  　とたんに沫莉の手からは箸はしがポロリと落ち、命は口から味み噌そ汁を噴き出していた。


  　さもありなん。居間の入り口に立つ桜子は──今日きようもまた、パンツ全開だったのである。


  　花はな菱びし柄がらの映える藍あい色の着物に着替えてきた桜子だが、旅館の浴衣ゆかただってそこまでならんぞと思うほど裾すそがはだけにはだけていたのだ。


  　毎度ながらどうしてこうなるのか……隠すとか隠さんとか、そんな生やさしい域ではない。


  　ちなみに先月、桜子は着付け教室へといってきている。必要ないと口を尖とがらせる桜子を、半ば強制的に命が連れていった感じなのだが、その結果──授業料が三倍で返ってきた。


  　着付けの先生曰いわく「とても私が教えられる器うつわではありません」とのこと。


  　その言葉に照れていた桜子だと聞いたが、それは絶対に照れる場面ではなかったはずである。


  　そんなわけで何も変わっていない、むしろ悪化している着物姿で尻尾しつぽのような裾をずりずり引きずり、剥むき出しの白い脚でしゃなりしゃなりと、何な故ぜか誇らしげに歩く。


  　そして自分の席へ着き、


  「それじゃわたしも、いただきまぁ──」


  「「その前に、パンツぅっ!!」」


  　命と沫莉がテーブルの上へ身を乗り出し、同時に叫んでいた。


  「あのなぁ……あれほど来客時は着物を着るなって、言ったろう？」


  「えー……でもさぁ、お婆ばあちゃんいつだって着物だったよ。今は私が当主なんだから、ちゃんとした正装じゃないと失礼でしょ？」


  「パンツまる出しの正装なんてありませんよっ！　そっちのほうが圧倒的に失礼です！」


  　いつもの二倍、ステレオでパンツまる見えを責められて、桜子が頬ほおをふくらませる。


  「うるさいなぁ。だからパンツ見えてるのが問題だったら、脱いでくるって──」


  「「それは、もっとダメッ!!」」


  　またしてもハモる命みことと沫まつ莉り。


  「だいじょうぶだよ。私がはいてなくても、三日連続で同じパンツはいている命がいるから、私と足して二で割ると、一日半だよ。はいてないのにもかかわらず、むしろ普通の人よりも長くはいているという計算に」


  「そんな計算にはなら──」


  「……………………えっ？」


  　──即席つっこみコンビ、解散の瞬間である。


  　驚いた表情の沫莉が、ささっと命から半歩離れる。


  「……ちょ、ちょっと、待て！　なんだ、その汚いものから逃げるような動きは！」


  「……命ちゃん…………さすがにパンツは……ちょっと、引く……」


  「や、やめろ！　そんな目で見るなぁ！　私の心が、女子力が立ち直れなくなるだろっ！」


  「……うん、そうだね……うん、本当に三日間なら……女子力は壊かい滅めつ的てきだね……」


  「ち、違う！　はいたままなんかじゃない、ちゃんとはき替えてるんだって！　信じろ！　現に私はさっき家に帰って、着替えてきたばっかりで」


  「なんで？」


  　命と沫莉の仲なか違たがいの隙すきをついて食べ始めた桜さくら子こが、もぐもぐ咀そ嚼しやくしながら訊たずねる。


  「いつも泊まりにくるときでさえ着替えなんか持ってこないのに、なんで今日きように限って着替えてきたわけ？　何か変だなって思ってたの」


  「それは、その……あの……気まぐれというか、たまたまというか……」


  「ふーん、言えないんだ？　私にも、言えない理由ってことなんだね？」


  「…………うぅ……」


  　桜子が味み噌そ汁を吸う音だけが居間に響き、それから命の肩を優しく沫莉がたたいた。


  「……だいじょうぶだよ、命ちゃん。誰にだって言いたくないことはあるもんだよ」


  　さっきまでとはまるっきりの立場逆転で、命が沫莉に抱きつく。


  「……沫莉ぃ……ぐすっ……おまえ、いい奴やつだなぁ……」


  「うん、だいじょうぶ。……だから、ちゃんとパンツは毎日替えようね？」


  　十歳の少女の肩に縋すがって、半べそをかく十六歳児がここにもいた。


  「甘やかさなくていいよ、命はすぐにつけ上がるからさ」


  　淡々と桜子が食事を進める横で、命は洟はなをずびずびすすり、沫莉はよしよしとその頭を撫なでる。


  　まったくどいつもこいつもな状況だが、吾わが輩はいから言いたいことはただ一つ。


  　──ごはんどきにパンツの話なんかするんじゃない！　と、いうことである。


  



  　食事を終えて満腹になった命みことが、吾わが輩はいが丸くなった座布団の隣で横になる。


  「いやぁ、食べたわぁ。食べましたわぁ」


  　と、腹をさすりながら、見事なゲップまでかます。


  　……おまえは賄わい賂ろを渡してでも、花に恥じらってもらってはどうだ？　この乙おつ女おんなが。花より団だん子ごという故事もあるにはあるが、おまえの場合の花は薔ば薇ら限定だからなぁ。おまけに団子と共存共栄までしておる。


  　夕飯中の話題づくりにと、何気なく桜さくら子こがつけたテレビに相棒な刑事たちが映った直後、命は息を荒くしてひたすら銀シャリだけをかき込み始めたのだ。


  　桜子はいつものことだから気にしておらんかったが、沫まつ莉りは全力で引いておったぞ、本当に。


  「しかし桜子の味付けは好きだけどさぁ、ここんちの晩メシはタンパク質が足りなくていけないよな」


  　茶ちや碗わん三杯も銀シャリかき込んでおいて、今さら何をぬかす。まあ家庭で作れる正当な日本食が、十代の小娘には物足りんのは確かにそうなのだろうがな。


  　ちなみに桜子と沫莉はともに、後片づけのため台所にいっている。ゆえに吾輩はこのものぐさなタダ飯食らいに、ちょいと小声で反論してやることにした。


  「アホたれ。ちゃんと冷奴やつこがあったろう？　あれはれっきとしたタンパク質だぞ」


  「あぁん？　何言ってんだ。卑ひ賤せんな植物性タンパク質ごときを、動物性タンパク質様と同類にすんなよ。そんなものは胃袋への欺ぎ瞞まんだ。偉い人がなんといっても、動物性と植物性との間には越えられない壁があんだよ」


  　……とりあえずおまえは、世のすべての農家様に謝れ。


  「はん、そもそも豆腐なんてもんはだな……豆腐なんて……。待て、とう……腐……だと？」


  「？　どうした？」


  「おかしい！　あの角ばってるのに壊れやすく、つるっとしてるあれは……腐ってないっ!!　なのに腐の字がついてやがるんだ……これはひょっとして、豆腐を発明した奴やつは、私の同類だったんじゃないのか！　もしかしたら豆の後に腐をつけたのは〝豆×にがり〟の萌もえを歴史を超えてまで伝えたかった、そういう尊とうといメッセージが込められているんじゃないのか、あれにはっ!!」


  「…………もういい、命。頼むから、吾輩の目の前から消えてくれ」


  　──一応、誤解のなきよういっておくと、豆腐の名に命を喜ばせるような謎なぞのメッセージは込められていない。あれは〝納豆〟と名が入れ違っているのだ。


  　豆を腐らせて作るのが──豆腐。


  　豆を箱に納め作るのが──納豆。


  　本来はこのように今と逆の名であったものが、大陸よりこの二品が伝来した際、勘違いから名を反対にしてしまったのである。それがそのまま定着し、現代にまで至っているのだ。


  「くぅ……これはなんという過去からの試練。にがりは……にがりの擬ぎ人じん化かは、まだ私の妄もう想そう力りよくでは早すぎるというのか……」


  　とりあえず豆腐を思い浮かべ、妄想に浸ひたる命みことは放っておく。早すぎるというより、もはや何かが終わっていた。まあ豆腐の名の真実は、当面の間は闇やみに葬ほうむっておくとしよう。


  　そんなこんなで、くだらん理由から居間の床ゆかで命が悶もだえていると、


  「あっ！　命ちゃん、なんで片づけしないで横になってんの！」


  　桜さくら子こから借りたエプロンで手を拭ふきながら、沫まつ莉りが戻ってきた。


  「ちっ……うるさいのが、来たよ」


  　命が舌を打ち、寝たままでそっぽを向く。


  「命ちゃんだって食べたんだからさ、少しは手伝いなよ」


  　そう言ってテーブルの上に残っていた茶ちや碗わんや小皿を沫莉が重ねていく。


  「やだ」


  「……なんで？」


  「めんどいから」


  「……太って豚みたいになるよ、命ちゃん」


  「豚だと？　……はんっ、人間が豚になるわけないだろ！」


  　ぐでんと大の字のだらしない姿勢のまま、プチ切れる命。それも小学生がせっせと夕飯の後片づけをしている、その目の前でだ。


  「……へぇ……いいのかなぁ、命ちゃん。私に向かって、そんなこと言って」


  「おまえが働けば働くほどな、まるで私がサボってるみたいなんだよぉ！」


  〝まるで〟と〝みたい〟はいらん。それ以外は、ただの真実だ。


  「命ちゃんを豚にするのは無理だけどね……でもね、嫌がることなら私にもできるんだよ」


  　手にした食器を乱暴にテーブルへ置き、唐突に沫莉が目を閉じる。


  　少しだけ首を前に傾け、額ひたいに手を添えて、それはまるで何かに向かって意識を集中させているようにも見えた。


  　……いったい何をしているのだ？　そう吾わが輩はいが心の中で疑問の声を上げ、横になったままの命も「ん？」と沫莉の様子に疑問の声を漏もらしたとき、沫莉の目がかっと見開いた。


  　そして沫莉は横になった命の頭上を通り、淀よどみなくまっすぐ仏壇へ向かい、しゃがみ込む。そうして仏壇の下、畳との間に僅わずかにできている隙すき間まに躊ちゆう躇ちよなく手を突っ込んだのだ。


  　命は行動の意味がわからず疑問符を浮かべ続けていたが、一方、吾輩は驚きで目を見開いていた。


  　──まさか！


  「…………へ、へぇ。これが、命ちゃんが嫌がるものなんだね」


  　自分が引き抜いたものを目にし、引きつった顔の沫まつ莉りが握っていたのは、


  　タイトル名『おまえのご子息が俺おれの中で暴れて、これはどうにもたまりません』


  　神かん波ば美琴先生著作の、同人誌だったのである。


  「う……うわぁぁっ!!　なんで、おまえがそれを……私が描かいた本持ってんだぁぁぁっ!!」


  　わけがわからず絶叫する命みことだが──いや、それは吾わが輩はいがな、そこに隠しておいたのだ。


  　短い脚のついた仏壇の下、普通ならば誰も気がつかない完全なデッドスペースである。命に反はん旗きを翻ひるがえされたときに備え、いつでも取り出せるそこへ切り札を一冊しまっておいたのだ。


  「ふぅん、そう……これ命ちゃんが描いた本なんだね。そっかぁ……そりゃそんなの見られたら、恥ずかしいねぇ。見られたくないよねぇ」


  　と、沫莉は実にいい邪じや悪あくな笑え顔がおを浮かべながら、冷静に薄い本の表紙へと指をかける。


  「おい、やめろっ！　読むなぁぁっ！」


  　……個人的にはまったくの同感である。基本的に美み琴こと先生の同人誌は、日本の未来を担になうまっとうなお子様に見せてはいけない代しろ物ものなのだ。


  　おまけに沫莉は腐っていない。そんな少女に自著のＢＬボーイズラブ同人誌を目の前で読まれるなど、命にとってこれはもう針のむしろに正座させられる以上の苦く行ぎようだろう。


  　自身の健全なる精神の危機に直面し電でん光こう石せつ火かで立ち上がり、そのまま沫莉に駆かけ寄ろうとして──そして吾輩が丸くなっている座布団で、足を滑らしおった。


  　──んなっ!!


  　吾輩の真上から、天井を覆おおうようにゆっくりと降ってくる命。


  　あまりにとっさのことで避けることもできずに次の瞬間、命は顔面からびたんとうつ伏せに転び、吾輩は命の胸に挟まれる形で押し潰つぶされていたのである。


  　……もし吾輩がライトノベルの主人公のような青少年であれば、ここはもういやーんあはーん確実なラッキースケベであろう。しかしな……吾輩は猫ねこ又またなのである。残念ながら人間様の脂肪に挟まれそびえ立つフラグなど、持ち合わせておらんのだ。


  　──いいから、どけ！　馬ば鹿かたれがっ！


  　猫又とはいえ普通の猫と体格は変わらん。人間一人にのしかかられ、動けるはずがないのだ。


  　命はというと鼻を打ったらしく、胸の間でもがく吾輩など気にもせず痛みに震えるだけだ。


  　その間、沫莉はゆうゆうと正気を疑う書名の薄い本のページをめくっていく。


  　一ページ進むたびに、目を白黒させては口をパクパク動かし、赤くなっては次に青くなる。


  　そして最後のページをめくり終えたとき、沫莉は一切の感情を含まない冷たい顔で、裏表紙を閉じたのだ。そのままいまだ痛みを堪こらえている命の顔の横へしゃがみこむと、今度は小動物を慈いつくしむような目で見下ろしたのである。


  「や、やめろっ！　そんな優しさに満ちた目で私を見るなぁぁっ！」


  「ふぅ……とりあえず、命ちゃんが『ご子息』を好きなのはわかったよ。『ご子息』と『ご子息』で、息子ができちゃう漫画がとっても好きなんだねぇ」


  「いっ…………いやああぁぁぁっっ!!」


  「でもね、命みことちゃん。知ってる？　男の人と男の人だとね……赤ちゃんって生まれないんだよ」


  「知ってるっ！　知ってるよっ！　んなこと、わかってるから、もう話すなあぁぁぁっ!!」


  「あっ！　あれかな？　ひょっとしたらさ、コウノトリさんが間違っちゃったのかなぁ？　でもね──どうやっても、男の人は妊娠しないから。大きなおなか抱えた男の人が二人で手をつないで歩いていたら、それは微笑ほほえましいとは思わないから」


  「……うぅ……いっそ殺して、ください…………」


  　瞳どう孔こうの開ききった命の目から、だだ漏もれした涙が畳を濡ぬらすのを確認し、沫まつ莉りは立ち上がる。


  「わかった？　これに懲こりたら、次からはちゃんと後片づけしようね」


  　そうしてまるで札束でもたたきつけるかのように、沫莉は命の顔の上に薄い本を放り投げ、それからすっきりした顔で居間を去っていったのである。


  　後には、すんすんと命がしゃくり上げる音だけが居間に響いていた。


  　まったく……まあ吾わが輩はいがおまえの同人誌を居間に隠しておいたことが原因でもあるが、なんでおまえはこうもたやすく小学生に泣かされるのだ。情けないにもほどがある。


  [image: ]


  　しかし……どうして隠したあった命の同人誌の場所が沫莉にわかったのか。


  　吾輩は猫の姿を利用して沫莉の仕草を観察し、不審な点はないと判断した。ゆえに家や捜さがしなんぞしていないのは知っているし、仏壇の下にあんなものがあるなどわかるはずがないのだ。


  　まして沫まつ莉りは『これ命みことちゃんが描かいた本なんだね』と、みつけた後から口にしたのである。


  　すなわち命が自みずから暴ばく露ろするまで、沫莉は手にしていた本が命の描いたものだとは知らなかったということだ。


  『でもね、嫌がることなら私にもできるんだよ』


  　命の同人誌を引っぱりだす直前に、沫莉が口にした言葉──それが命の本だとすら知らなかったのに、どうして沫莉は仏壇の下に命の嫌がるものがあると見抜けたのか？


  　……偶然か？　いや、そんな都合のいい偶然などあってたまるか。


  　いやはや……なんだか雲くも行ゆきが微妙だな。いろいろと考えをまとめてみたいのだが──、


  「化け猫……頼む。後ご生しようだから、介かい錯しやくを…………せめてもの情けで、介錯をっ!!」


  　知るかっ！　おまえの生命いのちなんぞ、どうでもいいが、いい加減に吾わが輩はいの上からどけっ！


  巻ノ三　鬼が出るか、鬼が出るか


  



  　暗い廊下の中、私は手を頭の後ろで組んでぼぉっとしながら、ただ土壁にもたれかかっていた。背にしている壁の向こう側である居間からは桜さくら子こと沫莉の声が聞こえる。桜子が何か指示するたび沫莉が「はい」と応こたえ、物音がした。


  　夕飯を終えてかれこれ二時間、今桜子は居間に結けつ界かいを張っているのだそうだ。


  　それはもちろんを鬼を祓はらうための準備であり、沫莉もその手伝いをしていた。


  　ちなみに私は「邪魔だから外で待ってて」と桜子に追い出されたのであって今度は別にサボっているわけじゃないからな。


  　ついでにいうと、私のほかに追い出された奴やつがもう一人──いや、もう一匹か。


  　胡座あぐらをかく私の太ももの上で、のんきに丸くなっていた。


  「……おい」


  　少し苛いら立だちを込めて呼んだ声に、特徴的な虎とら縞じまの入った耳がピクリと動く。どうやら寝ているわけではなく、ちゃんと起きているらしい。


  　まったく……なんでこんなことになっているんだよ。


  　今日きようは金曜日で、明日あしたは土曜日だ。今夜は徹夜で原稿描かいちゃうぜヒャッハー、なんてワクワクしてたのはどこの午前中ですか？


  　それがどうして、暗い廊下で化け猫を膝ひざに乗せながら天井を眺めるはめになってるんだか。


  　それというのもすべての元げん凶きようはさ──、


  「なぁ……沫まつ莉りって、いったい何者なんだ？」


  「そんなもの、吾わが輩はいが知るか」


  　何気なく口にした問いかけに、膝の上から小声が返ってくる。


  　……そりゃそうだ。いきなり連れてきたんだもんな、化け猫だって知るわけねぇわな。


  　──国くに東さき沫莉。


  　廃はい屋おくの中で出会った、何な故ぜか一人押し入れに潜ひそんでいた不思議な、そして不気味な少女。


  　それにしてもあんな廃屋に生身の女の子が一人で隠れていたことがありえなくてさ、おまけに押し入れから飛び出して抱きついてくるとか、誰も予想できねぇよ。そんなのびびって当然であってさ、むしろ気を失ったりしなかっただけ私をほめろよ。


  　だからさ、その……ちょびっとぐらいはさ…………しようがねぇんだよっ！


  「……急に耳まで真っ赤かにして、何を涙目になっとんだ、おまえは」


  「うるせぇ、黙れ」


  　化け猫からそっぽを向いて顔が赤くなるのをごまかす。


  　……とにかく、まっとうじゃないのさ。あんなおぞましい場所に一人で潜んでいたなんて。普通の人間なら、とてもとても怖くていられやしないよ。


  　まして沫莉は桜さくら子こに言ったんだぜ、『お姉ちゃん、鬼を祓はらえるの!?』ってな。


  　つまりだ、沫莉には、子ども部屋を揺ゆらしていたあの小さな鬼が見えていたってことだよ。


  　あんなもんが見えたら、私なら一いち目もく散さんに逃げるぞ。なのに沫莉は逃げるどころかさ、見えてなおたった一人であの部屋の押し入れの中にいたんだ。


  　それって要はさ『あんな鬼も廃屋も少しも気にならない』か、もしくは『どうしてもあの押し入れの中にいたいわけがあったか』ってことだろ？　……あるいは、どっちもか。


  　まあどちらにしたって、それをできるのはまともな理由じゃないし、神経でもないね。


  　そんな不審が満載、不思議な沫莉ちゃんが、詳しいことは言えないけどこれから現れる『鬼を祓ってください』なんて桜子にお願いしてやがる。


  　──そんなのさ、何かが決定的におかしいじゃねぇかよ。


  　なんだかボタンを掛け違えさせられてるような、そんな違和感がつきまとってるんだよ。


  「……そういえば沫莉の奴、親とかに連絡しなくていいのかね？」


  　暗い中でもの思いにふけり、私はふと思いついたしごく当然の疑問を口にしてみる。


  　間もなく夜更けだ。連絡もせずこんな時間に帰ったら、高校生の私だってすげぇ怒られる。おまけに鬼を祓うのはこれからで、もはや沫莉が藤ふじ里さと邸ていに泊まらざるをえないのは確定的だ。


  　──なのに、


  「必要ないそうだ。おまえが来る前に桜さくら子こが確認したよ。『家には連絡しなくてだいじょうぶです。桜子さんにも迷惑はかけません』だそうだ。まったく最近のガキと親のモラルってのはどうなっとるのだ？」


  　普通に考えたら、小学生が無断外泊なんてのは警察沙ざ汰たな話さ。あいつの言うことを信じて、明日あしたの朝には大量の警官に押しかけられたら、たまったもんじゃねぇぞ、本当に。


  　でもさ……たぶん、だいじょうぶなんだろうなぁ。


  　沫まつ莉りがそういうのなら、きっと問題ないんだと思う。──そんな気がするんだ。


  　無駄話以外に、ほとんど事情を喋しやべろうとしない沫莉だが、逆に話さないからこそ、口にした僅わずかな情報は無条件で信用していい気がする。


  　それというのも沫莉が大事なことを何も話さないのは〝喋らなかったことは、嘘うそをついて騙だましたことにはならない〟という意味合いが強い気がするんだよ。


  　もしそれが本当なら、そして私は本当だと思っているんだけど──なんだろうな、その老ろう獪かいな誠実さと保身っぷりはさ。


  　さっきも食事中に敬意とか人生経験とかくだらねぇことぬかしてやがったけど、そんな話だってどうなんだ？　あえて何も触れずにおいてやったけどさ、はっきり言ってそんなことを口にする十歳の小娘なんぞ──もう普通に、気持ち悪い。


  　国くに東さき沫莉って少女と会話をしていると、隠そうとしても隠せないドロリとした重い何かが、ときどき笑え顔がおの後ろからにじんでくるような、そんな感じがするんだよ。


  　そしてその感覚はきっとさ、


  「どうせ、おまえも沫莉には同じこと感じてんだろ？」


  　訊きいても、膝ひざの上から動かない化け猫。あえていきなり質問してやったが、こいつはそれでも間違いなく、何を私が訊いたかわかってるはずだ。そのうえで、この無反応ですよ。


  　……クレバーな老獪さみたいなのは、この化け猫一匹で十分余ってるよ。このうえ、ロリババアみたいな本物の小学生なんざいらん。


  　さらには、桜子だ。あいつだって、たぶん沫莉には私と同じことを感じているはずだ。


  　でも、桜子だからなあ……、きっとそれを気にしていないんだろうな。


  　いや、気にしていないというと語ご弊へいがあるか。


  　たぶん沫莉のもつ違和感とか異常さとかちゃんとわかっていて、そのうえで全部をまるごと呑のみ込み、なお普段と同じ態度なんだろうな、あいつはさ。


  　私が着替えに家に帰っていた間に、沫莉は信じられないくらい桜子に懐なついてやがった。詳しくは訊いてないが、まあそれだけで桜子とどんな会話がされたのか想像がつく。


  　やっぱり桜子は、春はる子こさんの孫だよなぁ。小物の私には、桜子の真ま似ねはできねぇよ。


  　だからまあ代わりにさ、了りよう見けんの狭い私がいろいろと疑ってやろうと思うのさ。


  　そんな不ふ埒らちなことを考えていると、居間のふすまがすっと開いて沫莉が廊下に出てきた。


  「準備できたみたいだよ、命みことちゃん」


  　そのまま私のほうへとっとこ寄ってきて、くりっとした大きな目で見下ろしてくる。


  　こうやって見ると、その仕草も口く調ちようもまるっきり普通の少女のそれなんだけど。


  「わかった。すぐいくって、桜さくら子こに伝えてくれ」


  「は～い」


  　含みのないはっきりとした返事をして、踵きびすを返す沫まつ莉り。


  　そうして「よっこいしょ」と言いつつ化け猫を太ももの上から追い払おうとした矢先。


  　去りかけていた沫莉が、くるりと振り向いたんだ。


  　ん？　と動きを止めて注意を向けるが、見上げる沫莉の顔は居間から差し込んだ蛍光灯の明かりで逆光となり、薄暗い闇やみに覆おおわれて少しも表情が見えなかった。


  　一瞬、異様な雰囲気を感じて固まる。


  　その直後、いきなり沫莉はその場に正座して両手をつき、深々と頭を下げたんだ。


  　私の目の前で、小学生の少女が何を思ってか、床板に額ひたいを擦すりつけて土下座をしていた。


  「申しわけありません。ご迷惑なのは承知していますが、どうかよろしくお願いいたします」


  　厳おごそかな沫莉の声が静寂につつまれた廊下に響き、それからしばしの沈黙。


  　しかしそれは決して長いことではなくて、


  「お、おい……沫莉」


  　あまりに突とつ拍ぴよう子しもない行動に、うわずった声で私が名前を呼んだとたん、がばっと沫莉が顔を上がった。


  　気持ち悪いほどに満面の嘘うそくさい笑え顔がおを浮かべ、沫莉はすぐさま立ち上がると「んじゃ、待ってるからね」と何もなかったようにぱたぱた居間へと戻っていく。


  　少しの間、私はそのまま呆ぼう然ぜんとしてから、こめかみを指でぐりぐりと押した。


  　──本当に得え体たいが知れない。正直いうともう嫌いとかでなくて、私はあいつが少し怖いよ。


  　正体の知れない、不気味さゆえの怖さだよ。


  　いまだ私の膝ひざの上に乗っていやがった化け猫を、無理やり下ろす。


  　見れば化け猫の顔も、渋い表情を浮かべたまま固まっていた。


  　……なんだかなぁ。でもまあ桜子が決めたことだからな、一応は手伝ってやりますか。


  



  
    ◆ ◆ ◆

  


  



  「うわっ……すげぇな、これ」


  「えへへっ、凄すごいでしょ」


  　吾輩を抱えて居間に入った命を、桜子が得意顔で迎える。


  　そんなドヤ顔の桜子の横「桜子さん、凄いです」と沫莉が小さな拍手をしていた。


  　……なんだその自画自賛、おまけに沫まつ莉りの太たい鼓こ持ちみたいな立ち位置は。


  　まあそれはさておき命みことが「凄すごい」と評したもの、それは四辺を糊のりでつなぎとんでもなく大きな一枚となった和紙だった。それが二十畳もある居間の床ゆかを覆おおい尽くしていたのである。


  　もちろん、ただつなぎ合わせただけではない。和紙にはその大きさに準じた、巨大で複雑な図形が描えがいてあった。


  　居間の横幅いっぱいに描かれた巨大な六ろく芒ぼう星せい──陰おん陽みよう道どうでは籠かご目め紋もんと呼ばれる図の中に、正方形が描かれている。さらにその正方形には八はつ卦けが書かれ、十じつ干かんに十じゆう二に支しも描かれ、さらには安倍あべの晴せい明めいが使し役えきしたと伝える十二神しん将しようの名までもが記してあった。


  　……いや、逆か。かの晴明の十二神将は、この図からその名をとったといわれるものだ。


  　この図を、式ちよく盤ばんと呼ぶ。


  　本来ならば占せん術じゆつに用いられるものなのだが、今は違う。床に描かれたこれは結けつ界かいなのだ。


  　式盤の中心に描かれた北ほく斗と七しち星せい。天の運行に合わせ回転させる北斗は、いわば運命の羅ら針しん盤ばんの針だ。


  　それというのも、北斗は人の死を司つかさどる本ほん命めい星せいだからである。


  　故ゆえにもし星の動きを思いのままに操作できれば、あらゆる災さい禍かから逃のがれることが可能となろう。吾わが輩はいたち陰陽師にとって、それは死を自在に決められることと同義だからだ。


  　だが、それはただの妄もう想そうだ。


  　決して人には届かぬ天の星を、どうして思いのままに操あやつれようか。


  　故に──藤ふじ里さとの陰陽師は北斗の位置を見るのではなく、描くのである。


  　北斗が人に支配できぬものであるならば、人の自由になる仮想の北斗を統すべるのみ。


  　はっきりいって、それはいかさまだ。


  　インチキなディーラーが勝手に運命をでっち上げただけの、ただの虚きよ構こうだ。


  　しかし──いかさま上等。人の運命なんぞ、いくらでも騙だましてやる。そうして本来の運命を惑わし誑たぶらかし、たとえ死する未来であっても欺あざむいて、出し抜いてやるのである。


  　占術の本義は、未来を知って一いつ喜き一いち憂ゆうすることではない。占いとは己おのれが望む運命を、己が望む未来へと近づける努力をするためにあるのだ。


  　ならばその逆も然しかり。式盤の結果を操作し、運命を思う側へと呼び寄せてやるのである。


  　これぞ天てん命めいすらも誑かす、藤里の陰陽師に伝えられし秘ひ儀ぎ──『式盤結界法』。


  　式盤の記された鬼き門もんの位置には、鬼を見張る門番の神しん荼だと鬱うつ塁るいの二神を盤面に追記してある。


  　よって今この瞬間、中心に描かれた仮想の北斗の周囲は、鬼によって害される未来が惑わされた、改変された運命に支配された空間と化しているのである。


  「しかし、本当にすげぇなこれ。こんなのよく描けたもんだよ」


  　命は勘がいい。今、吾輩がした説明など何も知らずとも、この結界がもつ潜せん在ざい的てきな力を感じているのだろう。


  「でしょでしょ！　頑張ったんだよ、ちゃんとこれに載ってたのを写したんだから」


  　としたり顔で桜さくら子こが袂たもとから取りだしたのは『なれる！　陰おん陽みよう師じ』──それも二巻目。サブタイトルは『結けつ界かい師にもなろう！』という、いろいろな意味でギリギリのタイトルの本だった。


  「いやぁ、ほんというと、どうしたらいいのか悩みながらこれをめくってたらさ、最初に読んだときは気がつかなかったんだけど、いつの間にか巻末にテープで袋ふくろ綴とじがついててね、開けたらなんと『鬼を入れない結界の図』が描かいてあったんだよ、ほんとラッキーだよね！」


  「へ、へぇ……あ、そう」


  　……痛い！　痛い！　痛い！　抱きかかえながら、吾わが輩はいの腹をつねるなっ！


  　頭上から小さく「……過保護」という冷めた声が聞こえる。


  　──そうはいっても、しかたなかろう。これほど大きな結界は吾輩一人ではこっそり用意できん。鬼と対決するのは吾輩でも、おまえも沫まつ莉りも桜子もいるからには守りは固めておかねばならんのだ。


  　まったく、吾輩の苦労も知らんでこいつは。


  　と、心中でため息をついたところ、不意に沫莉と目が合った。


  　とたんにはっとした顔で、沫莉が目を逸そらす。


  　……ふん、わざとらしい。ただの飼い猫相手に、なぜあわてて目を逸らすのだ？


  　さきほどの廊下での土下座、命はあれを自分に向けられたものだとでも思っとるんだろうな。


  　だが、それは違う。


  　あのとき、暗い廊下の中でも猫である吾輩の目には見えていたのだ、沫莉の視線の先がな。


  　命みことにではない、沫莉は吾輩を見み据すえて「よろしくお願いします」と懇こん願がんしたのである。


  　思わず苦笑しそうになるのを堪こらえる。ただの猫に向かって、本気で嘆願するバカはおらん。


  　そんなバカがいないのならば、結論は一つだ。


  　沫莉は、吾輩がただの猫ではないと、気がついているのである。


  　しかしだ、吾輩は正体のばれるようなヘマはしていない。バレているはずがないのだ。


  「命ちゃん、今のうちにトイレに行っておいたほうがいいんじゃない？」


  「……な、何を言っているんだ？　ははっ……私が、まさか粗そ相そうをするとでも？」


  「沫莉ちゃん、いくら命だって一応は高校生なんだよ、さすがにかわいそうだよ、そんなのさ。ちっちゃい子じゃないんだから……口にするのだってバカらしいよね？　命」


  「アハハハハッ……ソウダネ、ソウデスヨネ……」


  「なぜに、かたことっ!?」


  　桜子と命に混じり談笑している沫莉の横顔を盗み見る。それは何の変哲もない少女の顔だ。


  　だが……まあ今はいい、としようか。今は目の前のことに集中すべきときだろう。


  「とにかくだ、桜子さんや。この結界が凄すごそうなのはなんとなくわかったんだが、でも肝かん心じんの鬼を祓はらう方法はどうすんだよ」


  「へへっ、それはねぇ……これ！」


  　と、桜さくら子こが二人の目の前に差しだしたのは升ますだった。


  　そしてその升には山となった──煎いり豆が盛られていたのである。


  「おまえ、まさか……」


  　──鬼と豆。


  　こうきたら日本人なら思いつく連想は一つだろう。そのあまりの陳ちん腐ぷさに命みことだけでなく、沫まつ莉りまでもがみるみるげんなりとしていく。


  「桜子さん、さすがにそれはちょっとどうかと思いますけど……」


  「というかさ、本当にそんなので鬼なんか祓はらえんのか？　子どもの遊びってイメージなんだが」


  　二人に言われ、桜子がぷくっと頬ほおをふくらませた。


  「なによぉ！　まったく信用してないね。いい？　豆ってのはね、昔は『魔ま滅め』ともされた由ゆい緒しよ正しい魔ま除よけの道具なんだよ。豆は投げつけることで魔物を追い払う力があるんだからね。二人が勝手に思い描えがいてる節分だって、もとは追つい儺な式しきって鬼を祓う儀式だったんだからね！」


  　語気を荒らげる桜子に、お願いしている立場の沫莉は困ったように「たはははっ……」と笑う。


  　そんな二人から命は一歩下がると「……で、どうなんだ実際」とこっそり吾わが輩はいに耳打ちした。


  　……まぁ豆が魔滅で魔除けなのは合ってはいるが……しかし、追儺式は鬼祓いの役に扮ふんした陰おん陽みよう師じが、矛ほこで疫えき鬼きを追い祓う儀式だ。あれと豆撒まきを同一視するのは短絡的すぎる。


  　それでも節分の豆撒きが、鬼を祓う五ご行ぎようの呪じゆ術じゆつの一つなのは間違いないがな。


  　桜子は一切触れとらんかったが、鬼は金きん気きであるため、煎って火か気きを付与した豆を鬼に投げ、火か剋こく金きんの法則を用いて鬼を追い祓うのである。


  　だから、鬼に対して豆を撒くのが効果がないというわけではない。


  　ただしそれはおまけ。最も大事な点は豆撒きが節分に行おこなわれるということにある。節目で分けると書く節分が分かつのは、冬と春。つまり節分とは、冬が終わる日のことなのだ。


  　そして冬というのもまた、鬼と同じく金気に属する。「鬼は外」と叫びながら投げる豆だが、その鬼の正体は、実はつらい寒さをもたらす「冬」そのものなのだ。


  　つまり豆撒きの真の意味は鬼祓いではなく、早く春になれ、と願いの込もった古来からの儀式なのだ。よって──、


  「……20点。鬼を祓うに豆撒きなど余裕の落第、論外だ」


  　と、辛しん辣らつな評価を命に向けて返し、命もまた引きつったような苦笑いを浮かべた。


  　ちなみに20点だって贔屓ひいき目めの混じった、我ながら甘い点数だと思う。実際に鬼が現れ豆を撒いても、カラスを避けるのにＣＤを吊つるすほどの効果だってあるか怪しいものだ。


  　まあ──閑かん話わ休きゆう題だい。


  「さて、それじゃどうしようか？　この輪の中だったら安全らしいから……お菓子でもとってきて、待つ？」


  　無論、桜さくら子こが言った「待つ」相手は、夜よごとに沫まつ莉りの前へ現れるという鬼のことだ。そいつが出現するまでここで待とうかと、そういうことである。


  　きわめて非生産的な意見だが、沫莉が鬼の正体を語らない以上はどうにも手が打ちにくい。賛同はしかねるが、確かに待つしか方法はあるまいな。


  「ところで気になってたんだけどさ……なんで命みことはずっとタマを抱えてんの？　あんなに嫌ってるのに急に抱きかかえて、タマもタマで妙におとなしいし……なんか、おかしくない？」


  　鋭するどいというか、むしろ普段の吾わが輩はいたちの関係を見ていた桜子からの当然の指摘に、命がビクッと反応する。


  　ジト目を向ける桜子から視線を逸そらし、なんとかごまかそうと命が口を開いた。


  「……い、いやぁ？　なんでなのかなぁ？　これには深い事情があるっていうか、どうしようもないっていうか──その私は頼まれただけ、というかだな」


  「頼まれた？　……誰によ？」


  　瞬間、命が石化した。……アホ、完全な失言ではないか。


  　まったく……さて、どうごまかそうかと吾輩が脳をフル回転させていると、


  「私が頼んだんですよ」


  　吾輩と命の前に立ち、沫莉がにんまりと桜子に向かって笑っていた。


  「え？　沫莉ちゃんが頼んだの？」


  「はい、そうです。猫って、人間には見えないものを目で追いかけてるって、よくいうじゃないですかぁ。だからタマちゃんがいたら、ひょっとして何か見つけてくれたり助けてくれたりするかもと思って、命ちゃんにお願いしたんですよ」


  　当然ながら、そんなことを沫莉が頼んでいない。頼まれた覚えのない命が、野や暮ぼの極みで何かを言おうとするが、喋しやべろうとしたその顎あごを吾輩が頭を上げて押し返した。


  　歯と歯がぶつかる音がして、軽く舌を噛かんだらしい命が涙目で唇くちびるを引き結ぶ。


  　……いいから、そのまま黙ってろ。嘘うそをつきたがらなかった沫莉の、その厚意を邪魔するな。


  「ふ～ん、そっか」


  　淀よどみなく微笑ほほえむ沫莉の頭ごしに、命に抱えられた吾輩の顔を桜子がまじまじと見つめる。


  「だったら、鬼が出てきたら教えてね、タマ」


  　すぐそこにある見慣れきった桜子の顔。吾輩は、にゃーと適当な鳴き声を返そうとして、


  　──細く長い猫の目を、ビー玉のように丸くしていた。


  　いや、吾輩だけではない。命も沫莉も、桜子を除く皆が目を皿のようにしていたのである。


  　吾輩の視点からすれば、視界を半分埋めた桜子の背後。開け放たれたままだった暗い廊下つながる居間への入り口に、不気味な小さな顔が浮かび上がっていたのである。


  　肉が落ちくぼんで飛びださんばかりになった眼球、髪は皮ごとごっそりと落ち、痩やせこけた頬ほおと合わせて頭ず蓋がい骨こつの形がくっきりとわかる。


  　目を剥むいた吾わが輩はいの視線を追い、桜さくら子こも振り返った。


  　同時に闇やみに浮かぶ顔の、歯ならびの悪い口が卑いやしく笑う。そして骨と皮だけとなった手足をガサゴソと昆こん虫ちゆうのように動かし、四つん這ばいで居間へと入ってきたのである。


  　その醜しゆう悪あくな姿に命みことが「うげっ」と声を漏もらし、沫まつ莉りも「きゃあ」と命の足に抱きついた。


  　肋ろつ骨こつの透すけた肋あばら、風船が詰まっているのではないかと錯さつ覚かくするほどにふくれた腹。


  　──餓が鬼き。それがこの醜悪な鬼の名で飽ほう食しよくを尽くして死んだ人の魂たましいの、なれの果てである。


  　とりあえず、こいつも鬼の名がつく妖よう異いだ。ならば沫莉の言う、毎夜現れる鬼とはこいつか？


  　そう疑うも、どうもそれは間違いらしい。


  「なんですか……あれは」


  　ぽろりと声を漏らした沫莉の顔は、恐怖もさることながら驚きの混じった表情。自分で祓はらってくれと頼んでおいて、いざ現れたら驚くような奴やつはおらんだろう。


  　だったらこの餓鬼はいったい──と思った直後、もう一匹ぴき別の餓鬼が居間を覗のぞき込んでいることに気がついた。


  　…………いや違う。なんだこれは。もう一匹なんて、そんな生やさしい数ではない。


  「……な、なんだよ、こいつら。なんで……なんでこんなにいんだよっ！」


  　ガタガタと奥歯を震わせながら、命が叫ぶ。まさに同じことを吾輩も言いたい。


  　廊下側だけではない。土壁に開いた円窓から、天袋のふすまの向こうから、気がつけば無数の餓鬼がこの居間を取り囲み、覗き込んでいたのである。


  　まるで砂糖に群がる蟻ありの大群──無論、居間の中の吾輩たちが砂糖で、餓鬼が蟻だ。


  　おいおい、冗談ではないぞ。そもそもこの藤ふじ里さと邸ていには、幾重もの魔ま除よけが施ほどこされているのだ。


  　その魔除けは強力な妖異ならいざ知らず、こんな餓鬼ごときが簡単に突破できるような代しろ物ものではない。


  　不可能だ、この程度の低級な鬼が、この藤里邸に大挙して押し入るなど。ましてや今は、鬼の害を避ける結けつ界かいまでもが張られている状態なのである。


  　と、そこまで考え、吾輩は、はっとあることに思い当たった。


  　命の腕からするりと抜けて肩へと登り、自由になった首で四方の床を確認する。


  　それでようやく気がついた。


  「……なんてこった……」


  　命の耳元で、ぽろりと漏れた小さな声。


  　吾輩の顔に自分の頬を寄せ、ほかの二人には聞こえぬようささやくように命が返してくる。


  「……どうした？」


  「……あまりに初歩的なミスで、今まで気がつかんかった。式ちよく盤ばんの北と南が逆に描えがかれている。……鬼き門もんの仕掛けが、実際には裏うら鬼門の方角に描かれているのだ」


  　──鬼き門もんとは北東のこと。鬼はここからくるとされるため、この方角を鬼門と呼ぶ。


  　鬼き難なんを避けるにはこの鬼門を制御することこそが最も重要であり、ゆえに結けつ界かいは北東──艮うしとらの位置に鬼を見張る二神の名が描えがくことで力を発揮する。


  　それなのに方位を制すことこそが肝かん心じんなこの結界において、描く方角を間違えているのだ。それも南北が真逆という大失態、すなわち鬼門までもが正反対なのである。


  「……つまり？」


  「こいつは、鬼からの害を避ける結界ではない。反対だ、鬼からの害を受けやすくすなる結界になってしまっておる。つまりこの餓が鬼きどもは、この結界が呼び寄せた鬼なのだ」


  　──仮に吾わが輩はいが同じものを描いても、こうは集まってこなかったろうがな。


  　藤ふじ里さとの七代目としての呪じゆ力りよくをもつ桜さくら子こだからこそ、鬼に襲おそわれる運命を生むこの結界は藤里邸ていの守りさえも破り、無む尽じん蔵ぞうと疑うほどの餓鬼を呼び寄せたのだ。


  　いくらなんでも、陰おん陽みよう師じを目指す者が方角を間違えるなど不勉強が過ぎるぞ、桜子。


  「……アホか！　どうすんだよ、こんなの！」


  「……知るか！　吾輩が訊ききたいぐらいだ！」


  　正直、餓鬼自体はたいしたことのない妖よう異いだ。名だたる鬼でもなく、対処法も山とある。相手をするのは決して難しくはない。


  　しかし、この数はどうにもならんかった。


  　吾輩が想定していたのは一対一だ。沫まつ莉りの口ぶりから、それなりに強力な鬼が出てくるだろうと考え、吾輩はサシで鬼とやり合うための用意しかしておらんのである。


  　今現在でいったい何十……いや、ひょっとしたら何百鬼、集まっているのやら。


  　加えてなおもどんどん増え続けているようで、ところてんのように押し出された餓鬼が次々と居間に入ってくる。


  　結界の中央にいる我々を早くも取り囲むように、餓鬼があふれ返っている。


  　そのどいつもこいつもが口からは涎よだれを垂らし、息も荒い。もはや襲いかかる機を狙ねらっている状態だった。


  　この状況に、命みことは完全に青ざめて言葉を失い、沫莉も気丈にしようとはしているものの、その膝ひざはガクガクと震えていた。


  　これだけの数にいっせいに襲いかかられたら、桜子どころか誰一人として守ることはできん。


  　はっきりいって、まったく思いもよらなかったかたちで、万ばん事じ休きゆうすだった。


  　と、こんな窮地だというのに、我々の中でただ一人だけ変わらぬ様子の人物がいた。


  「どうしたの、二人とも？　……ひょっとして、もう鬼がいるの？」


  　桜子である。顔がん色しよくを失った命と沫莉を見て、桜子がのんきな声で訊いていた。


  「……桜子さん、まさか……この状況が見えていないんですか？」


  　言われて桜子は、近視の人間が遠くを見る仕草で眉み間けんに皺しわを寄せ、室内を見渡す。


  「……どのへんに、いるの？」


  「い……いや、いるじゃねぇかよ、もうそこらじゅうに、うじゃうじゃとさ！」


  　むぅと唸うなって桜さくら子こはいっそう目を細めて部屋中を見まわすも、しまいには諦あきらめたように「まぁいいや」と言い、例の升ますから手で豆を一つかみした。


  　そしてこの切せつ羽ぱ詰まった状況で、何なに故ゆえか知らんが桜子は吾わが輩はいの顔を間近で凝ぎよう視しし始めたのだ。


  　な、なんだぁ？　と、思うも、深く考えるような余裕はない。


  　餓が鬼きはじりじりと吾輩たちを囲む輪を狭め、もうすぐ人肉がしゃぶれる喜びに卑いやしく笑う。


  　──どうする？　どうすればいい？　どうしたら、この危機を逃のがれられる？


  　結けつ界かいを潰つぶすにしても、既にここまで迫ってしまった窮きゆう地ちを切り抜けねばどうにもならん。


  　せめて桜子と命みことと沫まつ莉りの三人の身だけでも守ってやるには、ここからどんな手が打てる？


  　必死に思考を巡めぐらすも、何も思いつかない。急すぎる、用意も足らん。


  　いかん……このままでは！


  　いよいよ我慢しきれなくなった一匹が、緊張を破る。


  　飛びかかってきたそいつをまざまざと吾輩は目で追い、


  「そこかっ！　──鬼は外っ！」


  　振り向いた桜子が、手に握っていた豆を吾輩の視線の先へと投げつけた。


  　そして────、


  　次の瞬間、室内は目も眩くらむばかりの閃せん光こうに包まれたのである。


  　…………これをどう表現すればいいのかな。


  　この光は普通の人間の目には見えんので、少し説明が難しい。というのも部屋を包んだのは、浄化の光なのである。


  　桜子の手から放たれた一握りの豆は、飛びかかってきた餓鬼に当たるなり、また近くの床ゆかへと落ちるなり、まるで閃光弾だんのように強烈な光を放ったのだ。


  　あまりのことに命も沫莉も、そして吾輩ですらも口を開けたまま、ただ唖あ然ぜんとしていた。


  　そしてその白い光が鎮しずまり、色彩のもどった吾輩たちの目に部屋の様子が映る。


  　……直撃した餓鬼はおろか、吾輩たちを囲んでいた集団が、豆が墜おちた周囲だけ跡あと形かたもなくなっていた。


  　そんな状況なのに再び、今度は何匹もの飢えた餓鬼が桜子に向かって飛びかかる。


  「鬼は外っ！」


  　またしても吾輩の視線を追い、桜子が豆を撒まく。


  　吾輩の目を見てから投げるのは、「猫は見えないものを目で追う」という沫莉のごまかしを真に受けてのことなのだろうが……しかしそんなやり方で簡単に的に当たるはずがない。次に桜子が投げた方向は、飛びかかってきた餓鬼たちとはまるで違う明後日あさつての方角だったのだ。


  　歯を剥むき出した餓鬼が、今度こそ桜子の体に喰くらいつかんとして迫る。


  　だが、それりよも先に放った豆が壁へとぶつかり、またしても爆発的な光が放たれた。


  　──再び白一色に染まる吾わが輩はいたちの視界。


  　その光が晴れたとき、命中していなかったにもかかわらず、桜さくら子こに迫る餓が鬼きはいなかった。それどころか今の一発で、居間に密集していた餓鬼の半数近くが煙のように消えていたのだ。


  　…………。


  　──ああ、あれだ。ヤクモがたまにパソコンで遊んでおるシミュレーションゲーム。


  　そういえば、あれでこんなシーンを見たことがあったなぁ。


  　…………ＭＡＰマツプ兵器かよっ!!


  「……マジかよ、すげぇな!!　この光、昼間の廃はい屋おくのときと同じだぞ」


  　泡あわを食いつつもこっそり吾輩に告げる命みこと。それで超展開に自じ失しつしていた吾輩も、気がついた。


  　──あの符を使って、これと同じ光が出ただと？　付録に偽ぎ装そうした符から桜子が使ったというのは、おそらく『怪かい音おん鳴めい動どう鎮ちん御ご秘ひ符ふ』だろう。しかしあれは怪音を鎮しずめるためのものであって、別に妖よう異いを祓はらうための符ではないのである。


  　……命からざっくりと話を聞いたとき、おかしいとは思ったのだ、あの符で『鳴や屋なり』が逃げることはあっても、消しよう滅めつするなんてのはな。それならば本来の領域を超えた力が発動している。符に籠こもった力とは別の、べらぼうな呪じゆ力りよくが働いていたとしか考えられんのだ。


  　つまり、それと今の状況は同じことだ。


  　今、桜子が投げておるのは豆──魔ま滅めである。弱いながらも、決して魔ま除よけの効果がないわけではない。魔を退しりぞける力は確かに存在しているのだ。


  　本来、術というのはそれに見合う呪力を用いて行おこなうものだ。それは自分のもちうる限られた呪力で、最大限の効果を発揮させるためでもある。


  　だがもし呪術の基礎をまるで知らん、しかし強大すぎるほどの呪力を秘めた術者がいたら？


  　何もわからぬ素しろ人うとみたいな術に、あふれんばかりの呪力を全力で注ぎ込む術者がいたら？


  　──結果は、こうなるのである。


  「沫まつ莉りちゃんを苛いじめる鬼なんか、いなくなれっ！」


  　思索にふけって吾輩の視点が動かなくなったのに業ごうを煮やしたのか、桜子が部屋中にいきわたるよう天井に向けて気合いの籠った大量の豆を放り投げる。そうして散らばった豆は放ほう物ぶつ線せんを描えがいて落下してきて、あとは焼しよう夷い弾だんのごとく居間の至るところで閃せん光こうを炸さく裂れつさせたのだ。


  　もはや豆撒まきなんてかわいいものではなく、ただの絨じゆう毯たん爆ばく撃げきだった。


  　先ほど豆の効果を『カラスを避けるためのＣＤみたいなもの』と称したが、この状況は吊つるしたＣＤが太陽光を集めてレーザー光線を発射し、近づくカラスを一いち網もう打だ尽じんに焼き払っているようなものだ。……あまりにでたらめが過ぎる。


  　もしこの部屋を傍はたから普通の人間が見れば、少女たちによる微笑ほほえましい季節外れの豆撒きが行われているようにでも映るのだろうが……しかしその実、吾輩たちの目には一撒きされるごとに閃せん光こうが走り、そしてそのたびに無数の餓が鬼きが断だん末まつ魔まを上げながら消えていくのである。


  「沫まつ莉りちゃん、だいじょうぶだからね。鬼なんか、みんな私が祓はらってあげるからねっ！」


  　ポカンとした沫莉が、無言でコクコクうなずく。


  　ついでに命みことも吾わが輩はいも、唖あ然ぜんと無駄に首を縦に振っていた。


  「それ！　もう一丁！」


  　奇声を上げて逃げ惑う餓鬼ども。桜さくら子この間違った結けつ界かいによって呼び寄せられた連中が、その桜子の手によって次々と葬り去られていく。


  　そんな地じ獄ごく絵え図ずがしばらく続いてから、


  「あれ？　もうなくなっちゃった」


  　と、空からになった升ますを桜子が引っくり返した。


  「……も、もうさすがにいいんじゃないかな？　桜子さんや」


  　なぜか物足りなそうな顔の桜子に、さっきまでの光景を見ていた命が引きつった声で返す。


  　ちなみに餓鬼は、とうに全ぜん滅めつしていた。いくら数が多かろうと、所しよ詮せんは三さん下したの鬼。あんな凶悪な豆爆弾に降り注がれては、餓鬼程度が残っていられようはずがないのだ。


  　ちなみに猫ねこ又またも妖よう異いではあるのだが、特殊な出しゆつ生しようの吾輩は魔物というよりも中立といった感じの存在だ。猫の身から成り上がった吾輩に、魔を滅ほろぼす浄光は効果がない。


  　……まあ、少しは熱かったのだが、それはそれ。やせ我慢もときには必要である。
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  　とにかく命みことの言葉を受け「うーん」と腕を組んだ桜さくら子こが、ちらりと沫まつ莉りに目を向ける。


  　沫莉は不安げな顔で桜子を見上げていた。……まあ、そうであろうな。


  　餓が鬼きは桜子が呼び寄せた鬼だ。沫莉の前に現れる、という鬼ではない。


  　いうなれば桜子は盛大なマッチポンプをしただけだ。問題は解決どころか、何一つとして進展さえしていないのである。


  　沫莉としてはいかんともしがたかろうよ。


  「やっぱり、もうちょっと煎いってくるよ」


  「さ、桜子さん……」


  「うん。すぐ戻ってくるから、沫莉ちゃんは命と一緒に待っててね」


  　沫莉の表情から何かを察した桜子が、ひらひらと手を振りながら台所へと向かう。


  　そして桜子が廊下の向こうに消えるのを待ってから、吾わが輩はいは命の肩から跳び降りた。


  　あれだけの餓鬼を呼び寄せた後だ。しばらくは運命を変える効果も打ち止めだとは思うのだが、しかしこいつは桜子が描えがいたものである。


  　豆といい、符といい、桜子が何かをするたびに常に想像の斜め上から結果が襲おそってくるのだ。用心に越したことはない。


  　結けつ界かいの中央に降り立った吾輩は、和紙に爪つめを立ててびりりと破く。二つに裂ける北ほく斗と七しち星せい、これでこの結界は力を失ったはずだ。とにもかくにも、これで一安心だろう。


  　吾輩のしていることを覗のぞき込んでいた命に、ぼそっとつぶやく。


  「これ、とりあえずおまえが破ったことにしといてくれ」


  「おいおい！　なんで、私が」


  　ちなみに桜子はこの結界の図を会かい心しんの作と思っている。破いたと知ったら怒られるのを、命もわかっているのだ。


  　ぶーと文句を垂れる命の声にかぶる、クスクスと笑う声────沫莉だった。


  　つい普段どおりに吾輩に文句を返してしまった命がぎょっとする。


  　対して、思わず笑ってしまったらしい沫莉は口を閉じてあわてて目を逸そらした。


  　ちなみに吾輩は命に声をかけたとき、もう声のトーンを落としてはいなかった。それはもはや無意味なことだと、そう判断したからである。


  　……まったくもって今さらすぎだぞ、沫莉。ただの飼い猫の吾輩がこの場に残れるよう桜子に嘘うその弁明までしておいて、その態度はあまりに白しら々じらしいではないか。


  　さて桜子がいないうちにいろいろと沫莉に訊たずねてみるかな、と心中でニヤリとしたとき、


  　──室内の空気が、激変した。


  　まるでこの居間が氷ひ室むろにでもなってしまったかと思うほどの、肌はだに刺さる冷気。


  　本当にピンという音がしたのではないかと錯さつ覚かくするほどの、張り詰めた気配。


  　…………ようやく……来おったか。


  



  　気がつけば、いつの間にか居間の入り口に人影が立っていた。


  



  　桜さくら子こではない。いや、それ以前に胸から下が透すき通っているような存在は人ですらない。


  　人の形をしていながらも、明らかに人間ならざる影。


  　顔をうなだれ、腕もだらりと垂らした、吾わが輩はいたちに向かってすっと近づいてくる。


  　とたんに命みことが無言のまま、しかし旋つむじ毛げから爪つま先さきまでの全身でもって身震いした。


  　餓が鬼きのときとはあまりに違う反応。──本当、センサーみたいに便利な奴やつだ。


  　さっきまでの雑ざ魚ことは気配が違う、格が違う。こいつが、本ほん命めいだ。


  　沫まつ莉りの顔を見ると、こちらもさっきまでとは明らかに違う。


  　額ひたいに汗を浮かべ泣きそうな表情なのに、視線はただまっすぐにその妖異に向かっていた。


  　訊たずねるまでもない。沫莉が言う〝鬼〟とは、こいつのことだ。


  　音もなくすべるように、その妖異は吾輩たちに迫りくる。──吾輩たちとはいったが、しかしそのまっすぐな動きからわかる。そいつは吾輩にも、命にも興味はない。


  　沫莉なのだ、ただ沫莉に向かって近づいていた。


  　そしていよいよ沫莉の目の前にまで至ると、その妖異は千ち々ぢに乱れた長い黒髪を振り上げ、ゆっくりと顔を上げたのである。


  　体型から予想はついていたが、案の定そいつは女だった。女の鬼──すなわち鬼き女じよ。


  　眉み間けんに刻まれた皺しわは谷のように深く、閉じた口からは鋭するどい牙きばを覗のぞかせ、額の生え際からは小さな角つのが二本、鬼のしるしとしてきっちりと生えていた。


  　その鬼が、彼女を睨にらみつける。


  　膜の張ったように白く濁にごった三さん白ぱく眼がんで、見るだけでも刺さりそうな、怨うらみの籠こもった視線をひたすら沫莉へと注ぐのだ。


  　睨まれた沫莉はぎっと歯を噛かみ、自分の前に立つ鬼と正面から向き合っていた。まるで目を逸そらせば蛇へびに呑のまれるとでも思っているかのように、ただ無言で睨み返しているのである。


  「……うぁっ……」


  　あまりのおぞましさに、声を漏もらしたのは命だった。


  　そんな命が、足下の吾輩へ「早くっ！」と目で訴えた。


  　ああ、わかっとる。わかっとるさ。本命の鬼が来たのだ、ここからが本番だよ。


  　──でもな。


  　しかし、こいつは駄目だ！


  　無理なのだ、こいつは。これには、手が出せんのだよ！


  　この鬼を一目見たときから、吾輩のざらついた舌がからからに乾くのを感じていた。


  　……まいった。この鬼とは思わなかった。鬼という語ご彙いからもっと鬼らしい、生きつ粋すいの本物の鬼が出てくると、吾わが輩はいは勝手に思い込んでいたのだ。


  　この鬼の名は〝生なま成なり〟という。


  　──生きながら成る鬼。


  　すなわち、この鬼の正体は生きた人間なのだ。体から抜けた人の魂たましいだけが鬼と化したものなのである。


  　日本語は本当によくできていると思う。


  　殺人鬼というのは、あれはそういう名の鬼か？　鬼き畜ちくというのも獣けもののような鬼のことか？


  　──違う、どちらも人だ。人間への呼称なのだ。


  　人というのは心の闇やみが深くなりすぎたとき、どうやら鬼と化すのだ。


  　怨うらみ、妬ねたみ、憎しみが過ぎて〝鬼〟と呼ばれるようになってしまった、人の魂。


  　肉体は人のままであっても、心と魂が鬼と化しているのである。


  　故ゆえにこいつを祓はらえば、人が死ぬ。


  　魂は鬼でも、生成りの体は人間のままなのだ。生きた魂を祓われてしまえば、抜け殻がらとなった体はもはや死ぬしかないのである。


  『……なけ……ば……』


  　低く重い怨えん嗟さの声が頭の中に木こ霊だました。


  『……さえ……いな……ば……』


  　女を鬼と化した元げん凶きようの、どす黒い念が吾輩たちの頭の中にまで流れ込む。


  『おまえさえ、いなければぁぁっ！』


  　ヒステリーのような金かな切きり声が、吾輩たちの脳のう幹かんにまで突き刺さった。


  「いやぁ」と悲鳴を上げ、命みことが頭を抱えてその場にしゃがみ込む。


  　むせ返りそうなほどの凄すさまじい悪意が、怒ど濤とうとなって頭ず蓋がいへ流れ込んでくる。


  　こいつを前にしているだけで、胃が裏返りそうなほどの気分の悪さに襲おそわれていた。


  　……念が強い。憎悪によって人が鬼と化す生成りは、憎しみの強さがそのまま妖よう異いとしての強さにも直結する。


  　故にこの生成りは、さぞ手て強ごわかろう。


  　まき散らされる殺意が、一触即発な緊張感をどんどん高めていく。


  　なのに──生成りは、ただ沫まつ莉りの前に立つだけだった。


  　こんな凶悪な鬼なのに、生成りは視線に殺意を込めながらも手を出すことなく、ただ沫莉を睨にらみ続けるだけなのだ。


  「もう……やめて………………さん……」


  　今にも泣き出しそうな顔の沫莉が、蚊かの鳴くような声を上げる。


  　そうして生成りから顔を逸そらし、縋すがるように吾輩へと目を向けた。


  　吾輩ももう目を泳がせない。涙でにじむ沫莉の目を、じっと見返す。


  　……できんのだ。できないのだよ、沫まつ莉り。


  　おまえは言っていたな。「鬼を祓はらって」と。


  　そう──おまえは「私から鬼を祓って」とは決して言わなかった。


  　どうしてそんな中途半端な言い方をしていたのか、生なま成なりを前にした今ならばわかる。


  　おまえは憚はばかったのだろう？　この事実を、この状況を他人に聞かせることを。


  　そして、どうしても人には言えなかったのだ。


  　形ぎよう相そうは変わっていようが、どことなくおまえと面影の似た、この生成りの正体をな。


  　確かにな、吾わが輩はいならこいつをおまえから祓うことはできる。楽ではないが、手を尽くせばこの生成りの鬼を滅ほろぼすことは可能だよ。


  　だがな、生成りから──生成りという生霊から、鬼だけを祓うことはできんのだ。


  　生成りは人に憑つく鬼の妖よう異いではない。人が鬼と化した妖異なのだ。


  　憎悪が深すぎたせいで、鬼の心を持ってしまった人間の魂たましい、そのものなのだ。


  　いかに陰おん陽みよう道どうとはいえ、人の心から憎しみだけを取り除くような術はない。


  　そんなものは術に頼ることではないのだ。人と人が互いの関係の中から生み出すべきものだ。


  　それとも…………いいのか？　祓ってしまっても。


  　おまえが口を噤つぐんだ、その大事な相手の魂を。


  　この現世から本当に祓ってしまっていいのか、沫莉よっ！


  　声はなくとも、そう万ばん感かんの思いを込めて、吾輩は沫莉の目を見返す。


  　そして──沫莉は、ふと悟ったように微笑ほほえんだのだ。苦く悲しそうに、子どもらしからぬ諦てい観かんの憂うれいを瞳ひとみに宿したまま。


  　きっと沫莉は吾輩に一いち縷るの望みを託していたのだろう。


  　だが……吾輩には、何もしてやれんのだよ……許してくれ。


  　──やがて、廊下の向こうから桜さくら子この鼻歌と足音が聞こえてきた。


  　その陽気な声を引き金に室内の緊張が揺ゆらぎ、同時の生成りの輪りん郭かくがぼやけ始める。


  　もともと半分透すけていた体はいっそう色みが薄くなり、それはすぐに人型の靄もやとなって。


  「おまたせぇ！」


  　と、豆を盛った升ますを片手に、桜子が居間へと戻ってきたとき。


  　タイミングを合わせるように、生成りはすぅーと足元から消え去った。


  　緊張の糸が切れた命みことがすとんと腰を落とす。ははっと乾いた笑いを浮かべ、額ひたいからはどっと冷や汗がにじみだしていた。


  「ん？　どうしたの命……って、あぁっ！　破いたねぇ!!」


  　命が腰を抜かしてついた尻しりの下、吾輩が和紙を引き裂いた箇所があった。


  「いや……違うって！　これは私じゃなくてさ」


  「命じゃなかったら、誰がこんなずぼらなことするのよ！」


  　あわてふためき怒鳴る桜さくら子こと、濡ぬれ衣ぎぬなのに言い返せず涙目の命みこと。


  　当然、吾わが輩はいはこっっそり命みことの背後に避難ずみである。


  「って、どうすんのよ、これ！　こんなの今からじゃもう描かき直せないのに！」


  「──だいじょうぶですよ」


  　あわてる桜子に声をかけたのは、いつの間にか普段どおりの顔に戻った沫まつ莉りだった。


  「……えっ？　でも、これがないと」


  「ですから、それがもうだいじょうぶなんですよぉ、桜子さん」


  「だって……沫莉ちゃんを睨にらむっていう鬼は？」


  　桜子のそんな怪け訝げんな声を打ち消すように、まるで汚れのない笑え顔がおを茉莉が浮かべる。


  「そんなのはさっきの桜子さんの豆撒まきで、み～んな消えちゃいましたぁ！」


  「……ほんとに？」


  「はい！　もうどこにも鬼なんかいませんよ。ありがとうございます！」


  　両手を膝ひざに添え、子ども以上に子どもらしい動きで沫莉が深々と頭を下げる。


  　桜子はしばし沫莉の表情を凝ぎよう視しし、それから諦めとも安あん堵どともとれる息を吐いた。


  「そう……よかったぁ。だいじょうぶ、お礼を言われるようなことはしてないよ」


  「いいえ、とんでもないです。事情を聞かずに鬼を祓はらってくれると言ってくださったとき、私は本当に嬉うれしかったんですよ。全部、桜子さんのおかげです」


  　桜子に向けた沫莉の笑顔は、背後に花でも咲きそうなほどに満面だった。


  　桜子と違い、生なま成なりを見ていた命が、沫莉のその顔と言葉に目を見張る。


  　それでも口を出さなかった。命なりに何かを感じとってのことなのだろう。


  　……本当は何も解決していない。


  　沫莉の事情は、何一つとして変化していない。


  　なのに沫莉は桜子に礼を言って感謝の笑みを浮かべる。


  　茶番だよ。……己おのれの無力さに臍ほぞすら噛かみたくなるほどの、とんだ茶番だ。


  　この場の誰よりも長生きしておる我が身が情けない。


  　春はる子こから陰おん陽みよう道どうを学んだ身として、今日きようほど恥ずかしいと思ったことはない。


  　──己の感情を欺ぎ瞞まんに満ちた笑顔の下へと隠し、そして生成りに睨まれ続ける少女。


  　……この少女は今日まで、その目でもって何を見てきたのだろうな。


  巻ノ四　沫莉が語る、昔の話


  



  　夜は既に更けるのを終え、明け方に向かいつつある時刻。


  　今ごろ桜さくら子こは一仕事を終えた満足感の中、すやすや寝息を立てているはずだ。


  　本当は桜子の初仕事は大失敗であって、何も終わってなどいないのだがな。


  　なのにそんなことは露つゆほども知らず、桜子はきっと楽しい夢を見ているだろう。


  　……こんな結末でいいとは思っとらんさ。


  　しかし今回の件の真実は、今の桜子にはまだ荷が重すぎる。


  　他意のない純粋な善意から始めた事件の顛てん末としては、あんまりな幕切れなのだ。


  　結果として桜子はおろか、吾わが輩はいでさえも何もしてやれんかったのだからな。


  　最後は何も救われてなどいない当事者の少女に、お礼まで言わせてしまった。


  　……少しでも期待をしていたならば、さぞその心は絶望に陥おちいったことだろう。


  　沫まつ莉りはこれからも夜よな夜な身も凍るあのおぞましい目に睨まれ続けるのだ。


  　そしてその目を向ける鬼の、生なま成なりの正体は──。


  　吾輩はそれを確かめたくて、沫莉が寝ている客間のふすまを開けた。


  　常夜灯のうっすらとした光に照らされた和室。しかしこんな時間だというのに、部屋の中央に敷かれた布団はもぬけの殻からだった。


  　代わりに、障しよう子じを開け放した縁側に小さな人影があった。


  　──涼しい風が吹き抜けていく縁側。桜子から借りた子ども用の浴衣ゆかたを着て、裏山の上に昇った大きな白い月を眺める沫莉が、そこにいた。


  　反射的に「にゃあ」と一鳴きしようとして、やめる。


  　それは、あまりに今さらではないか。


  　吾輩は何食わぬ顔で縁側まで進むと、そのままちょこんと沫莉の横に座り、


  「今夜はいい月だな、沫莉」


  「うん。ほんと綺き麗れいだよね、タマちゃん」


  　何のとまどいもためらいもない沫莉の声が返ってきた。


  　それはあまりに予想どおりなのだが、それでもなお口の端を歪ゆがめて苦笑してしまった。


  「なぁ……いつから、わかっておった？」


  「うーん、いつからって言われると……最初から、かなぁ」


  「最初？」


  「そう。タマちゃんを初めて見たときからね、普通の猫じゃないってわかっていたんだよ」


  「……ほぉ」


  　何度も言うが吾輩、正体がばれるようなヘマは踏んどらん。


  　実際それを証しよう左さするように、沫まつ莉りは「最初から」だと言う。ならそれで納得がいくのかというと、むしろ逆。何もしていないうちから吾わが輩はいの正体がばれるなど、どういうからくりかとますます疑問が深まるだけだ。


  　そんな納得のいかない返答に目を細める吾輩を見て、沫莉がクスクスと笑った。


  「タマちゃんはさ、一いつ生しよう懸けん命めい尻尾しつぽを合わせてたけど、私には最初から二本に見えてたの。……他にもね、タマちゃんが春はる子こっていう人と格好よく妖よう怪かいを退治していた姿も、私には見えちゃった。ごめんね、そこまで見るつもりはなかったんだけど、許してね」


  　──なんだと？


  　吾輩の正体もさることながら、春子の名など誰も沫莉に向かって口にしていない。なのに……なぜか沫莉は知っている。


  「だから、最初からわかっちゃってたの。本当はタマちゃんなんだって。お願いはちゃんと桜さくら子こさんにしなくちゃいけないけど、実際に鬼を祓はらってくれるのは、春子さんから技を習って経験を積んだタマちゃんのほうなんだって」


  　──言葉が出ない。完全な筒抜け、もはや隠す隠さない以前の問題だった。


  「ごめんね……私ね、見えちゃうの。普通の人には見えないことがね、いろんなことが見えちゃうの。タマちゃんが秘密にしようとしてたこともね、最初から全部見えてたんだよ。でも──そんなの、気持ち悪いよね」


  　……どうやら、吾輩は勘違いをしていたらしい。


  　吾輩の正体を見抜いた沫莉もまた、命みこと同様に見けん鬼きの力があるのではないかと思っていた。


  　しかし──そんな、甘いものではなかったのだ。


  　思えば沫莉は、藤ふじ里さと邸ていに来てからもいろいろなことを見み透すかしていた。命の同人誌だってそうだ。一目ですべてを見抜くのであれば、それはもう見鬼の範はん疇ちゆうなどではない。


  　沫莉は──千せん里り眼がんなのだ。


  　見鬼はこの世ならざる存在を見る目だが、千里眼は違う。


  　千里先をも見通すかのごとく、あらぬるものを見抜く目が、千里眼なのである。


  　無論、千里眼とはいえ万能ではない。同じ千里眼だってトランプ一枚透視するのがやっとの者もおれば、見るだけで過去も未来も見透かす強力な者もおる。


  　そしてたった一目で吾輩の正体を見抜いた沫莉の千里眼は、おそらく後者に近い。


  「黙ってて、ごめんね……こんな私が家に入ってきて、本当に迷惑だったでしょ……」


  　悪事が露見した幼おさな子ごのように、沫莉がどこまでも目を伏せ、ひたすら口を引き結ぶ。


  　──千里眼は、異い端たんの力だ。


  　世界の条じよう理りを尻しり目めに因いん果がさえ無視し、千里眼はいきなり真実に到達する。吾輩が必死に尻尾をくっつけても無駄だったように、過程などまるで歯し牙がにもかけず正解へとたどり着くのだ。


  　故ゆえに周囲の人間は、千里眼を煙けむたがる。……当然だろうな、どれほどひた隠しにしても簡単に自分の本ほん音ねを見抜くような相手と、いったいどうすれば手をとりあえるというのか。


  　人が心をもつ限り、それはきっと無理なことなのだろう。


  　自分が千せん里り眼がんというだけで沫まつ莉りはただ謝る。


  　──この少女は、この年でいったい何を見てきたのだろうかな。


  　その千里眼に、そして生身の網もう膜まくに、どんな世界を焼き付けてきたというのか。


  　吾わが輩はいには、わからんよ。


  　だけど、ただ言えるのはな──、


  「なめるなよ、沫莉。吾輩は陰おん陽みよう師じだぞ。千里眼ごときにびびっていたら商売あがったりだ。だから──自分のことを気持ち悪いだなんて言うな」


  「…………タマちゃん」


  「よく見ろ。吾輩など尻尾しつぽが二ふた叉またなのだぞ。普通の人間が見ればさぞ不気味だろうよ。だがな、吾輩は尾の二つに分かれていることを誇りには思えど、一度として気持ち悪いなどと卑下したことはない。そんなことはな、気にすることさえ、馬ば鹿からしいことなのだ」


  　無論、吾輩の尾と千里眼とはまるで違うものだ。


  　とはいえ、それで伝えたいことの本質が変わるわけではない。


  　沫莉の口がほんの少しだけ、笑った。


  「そんなことより吾輩はな、おまえに訊たずねなければならんことがある」


  「……訊ねる？」


  「ああ。不ぶ躾しつけを許せよ──あの生なま成なりは、おまえの母親か？」


  　核心をつく一言に、沫莉の顔が固まる。


  　何も答えずとも、その表情が正解だと語っていた。


  　……期待はしておらんかったが、やっぱりか、という諦てい念ねんが吾輩の心中を席せつ巻けんする。


  　つまり沫莉は、生成りの鬼となった母親に、夜よごと『おまえさえ、いなければ！』と叫ばれ、睨にらまれ続けているということだ。


  　それがどれほどの傷をこの少女の心に刻んでいるのか、想像したくもない。


  　そんな状況で鬼を祓はらえる人間と出会ってしまえば、それは縋すがりつきたくもなろう。


  　千里眼は自身の未来に大きく関わることは極きよく端たんに見えにくくなる。一いつ説せつには自身の死を見て、平へい静せいを保てる者などおらぬため、無意識にセーブしているといわれている。


  　まだ少女である沫莉にとって、母の未来は自身の未来に近しいもの。千里眼で見えなくとも何ら不思議はない。


  　母のことであるが故、何も話せない、何も語れない。その非礼と無礼を承知で、それでもどうしても母親の魂たましいが人に戻る可能性に、賭かけずにはおられなかったのだろう。


  「すまんな、沫莉。だが、わかってくれ。こればかりはどうにもならんのだ」


  「……謝らないで。本当はね、それもわかっていたの。お母さんのことは、どうにもならないことなんだって知ってた。でもね……ごめんね。私、誰かに甘えたかったみたい。できなくても、誰かに手を差し伸べてもらいたかったんだと思う。……ごめんね、子どもだね、私」


  　──子どもが、自分を子どもだと嘲あざける。


  　まだ大人の力を借りねば生きられぬ子どもが、自分が子どもであることを責めるのだ。


  　何もできんかったことが、これほど悲しくなることはない。我が身が恥ずかしくなる。


  「ねぇ、タマちゃん。あの鬼は、お母さんの心が元に戻ったら、消えるんだよね？」


  「そうだ。あの鬼はおまえの母親の魂たましいが変へん化げしたもの。ならば怨おん念ねんが消えたとき、その魂も元の母親の姿に戻ろう」


  「それはお母さんが鬼から人に戻ることもある、ってそういうことなんだよね？」


  「そうだ、できるさ。あの、自身を鬼とするほどの憎悪さえ消すことができればな」


  　──そう。あの鬼を消すには、沫まつ莉りへの憎悪を消さねばならぬ。


  　だが、それが吾わが輩はいにはできん。妖よう異いを祓はらう陰おん陽みよう師じなどと見栄を切ろうが、所しよ詮せんはその程度。吾輩はこの少女を苦しめる鬼一匹、まともに祓ってやることはできんのだ。


  「ありがとう。それが聞けただけでもう十分だよ。だって私ね、お母さんのことが大好きだからっ!!」


  　…………なに？


  「いつか元に戻ってくれる日が来るかもしれない。それがわかっただけでもね、今私は涙が出そうなぐらいに嬉うれしいの。私ね、お母さんが好き。大好き。たとえお母さんの魂が鬼のままだって構わない。元に戻る日は一生来ないって言われたって、こればっかりは変えられない。私は、お母さんがこの世の誰よりも大好きなんだよっ!!」


  　そして月を見上げ、本当に嬉しそうに、極上の笑みを浮かべたのだ。


  　その横顔を見ながら……おまえは何を言っているのだと、正直そう思った。


  　いかに母親とはいえど、あれほどのおぞましい目で睨にらまれ続け、心が引き裂かれそうなほどの憎ぞう悪おをたたきつけられて、それでいてなおまだ『大好き』などと……どうして言えるのだ？


  　しかし、すぐに気がついた。


  　いや、気がついたという表現はおかしいな。思い違いをしていたのは、吾輩だ。


  　やはり吾輩はただの猫ねこ又また、本当の意味では人の心を慮おもんぱかれぬということなのだろう。


  　──子が、母を慕したう。ただそれだけのことなのだ。


  　そこに理由などいらん。理由などただ無ぶ粋すいなだけだ。


  「……そうか……おまえは、そんなに母親が好きなのか」


  「うん！　だって私のお母さんはね、世界で一番優しい、最高のお母さんなんだよ！」


  　胸を張る沫莉の表情には少しの曇りもない。本当に沫莉はそう思っているのだ。


  　あの生なま成なりとなった母親を、最高の優しい母親だと心の底から自負している。


  　不ふ謹きん慎しんなのはわかっている……だが、吾輩は知りたいと思ってしまったのだ。沫莉がどうしてこんなにも母を誇るのかをな。だから、問うた。


  「なあ沫まつ莉り、よかったら教えてくれないか？　……おまえの、その自慢の母親のことをな」


  　沫莉が少しだけ驚いて目を見開く。


  「……長い話だよ。面白くもないよ」


  「構わんさ」


  　ふぅ、と沫莉がため息をつき、ぶらつかせていた足を縁側に乗せて両手で抱える。


  「あの日もね、こんな綺き麗れいな月だったんだ」


  　そうして沫莉はゆっくりと語り出した。


  「私ね、いろんなものが見えるでしょ？　小さいころ、それがどういうことかわからなくて、私はいろんなことを毎日喋しやべっては周りのみんなから冷たい目で見られてたの。特にお父さんは、それが嫌で嫌でしようがなかったみたいで、私は口を開くたびにお父さんにたたかれていたの。──タマちゃんも、命みことちゃんから聞いているでしょ？」


  「……何をだ？」


  「私が廃はい屋おくの押し入れに隠れていたこと。あの家ね、実は私の元の家なんだ」


  　……それはまるで知らなかった事実だ。あの廃屋が、かつての沫莉の家だったとはな。


  「今でこそあんなだけど、でもね、昔はあそこにお母さんとお父さんと、私の三人で住んでいたの。それでね……私が変なことを言ってお父さんが怒り出すと、いつもお母さんはつらそうなのに笑え顔がおで、私をあの押し入れの中へと隠してくれたんだ。『今からかくれんぼだよ、〝もういいよ〟って、お母さんが言うまで絶対に出てきちゃダメだからね』って言ってね」


  「なるほど」


  「おかしいよね？　かくれんぼ、って隠れたほうが『もういいよ』っていう遊びなのに、私を隠したはずのお母さんが『もういいよ』って言うんだよ。そんな、かくれんぼ──でもね、私はそれに救われたの」


  　自分で言いながら、沫莉が苦笑する。


  　吾わが輩はいも何かを言おうとするも、それよりも早く沫莉が再び語り出した。


  「押し入れの外ではいつも、お父さんの怒鳴り声と、お母さんが殴られる音がしてね、それが怖くて怖くて、小さかった私は隠れんぼしているから出られないんだって、お母さんに言われたから出ちゃいけないんだって、ずっと自分に言い聞かせながら自分を騙だましてた。そして腫はれた顔のお母さんが押し入れを開けてくれて、ようやくね、その遊びは終わるの」


  　あの生なま成なりと化した母親の話だ。生成りと化す前なのだから、これは当然なのだろう。だが……その母親は、本当に同一人物なのかと疑いたくなる？


  「でもねある日、お父さんがいろんな書類を持って私のとこにやってきたの。それで『どれがいいんだ？』って恐ろしい顔で訊きいてきて、私はお父さんのその顔が怖くて、適当に答えた。そうしたらそれからしばらくして、私がいつものように押し入れの中に隠された後、お父さんは包丁を持ってやってきたの」


  　察するに、沫まつ莉りの父親は千せん里り眼がんで金かね儲もうけをしようとしたわけか。……そいつは駄目だ。この手の先さき見みの力は欲に走ると、とたんに惑う。


  　いかに沫莉が無心でも欲にまみれた父親の問いでは、沫莉の千里眼も力を発揮しなかったのだろう。すべて、欲に走った父親が悪い。


  「このときお母さんは『もういいよ』って言わなかったの。私を無理やり押し入れから引っぱり出し、そのまま私を抱えて玄関から飛び出した。何も持たず、靴くつすらも履かず、お母さんは夜の街をどこまでも走って逃げてくれたの。そして押し入れに隠れる私の生活はそこで終わった。お母さんは家も、お金もすべてをなくしたけど、でもね……それでもこんな私を選んでくれたの。こんな気持ち悪い私とでも、二人で生活することを選んでくれたんだよ」


  　そして、沫莉は月を見上げる。


  「……私はね、白い月に照らされたあのときのお母さんの顔を、きっと死ぬまで忘れない。お母さんだってきっと泣きたかったのに必死で堪こらえ、抱きかかえた私にずっと向けてくれた、あの微笑ほほえみを、私は絶対に忘れたりなんかしない」


  　……もはや言葉は出なかった。吾わが輩はいはただ沫莉に向かってうなずく。


  「だから、ありがとうね、タマちゃん。私は待つよ、お母さんがちゃんと元に戻ってくれる日をね。優しかったお母さんを思い出したくて、あの押し入れの中に逃げたけど……これからはもう逃げない」


  　語り終えたとき、沫莉の目め尻じりには涙がたまっていた。


  　……沫莉の話が本当であれば、沫莉の母は紛まがうことなく生命いのちを賭として沫莉を守ったことになる。そしてそれはきっと、嘘うそ偽いつわりのないことなのだろう。


  　だが何なに故ゆえか今は、その母親が鬼になるほど、沫莉を憎んでいるのだ。


  　そこに何があったのか、それがわかれば何かが見えてくるかもしれない。


  　しかし何も訊きかないでおいてやることも優しさだと理解していた。


  　確かなことは一つ──人の心は、悲しいほどにうつろいやすい。


  　沫莉を愛した母が、鬼と化したように。


  　だがそれは鬼と化した母が、再び沫莉を愛する母へと戻る日があることも示し唆さしている。


  　沫莉はそれを待ち続けるつもりなのだ、優しかった母に戻るその日まで。


  　……ただじっと耐え忍びながら。


  「沫莉よ。誰よりも母を慕したうおまえだ、心配はせん。だがな、もしもだ。もしもどうしてもつらくなったらな……そのときは、いつでも藤ふじ里さと邸ていに来い。ここには気味の悪い猫ねこ又またのほかにも、天井裏にはもう一匹変なのもおる。千里眼だからといって気兼ねすることはない。吾輩たちが、いつだっておまえの話ぐらいは聞いてやる」


  　眦まなじりにたまっていた沫莉の涙がつぅと一筋流れた。


  　それを見届けてから、


  「なあ、そうだろう、命みことっ！　おまえも半分ぐらいはこの家の居い候そうろうみたいなもんだからな、沫まつ莉りが来たときぐらい釜かまのメシを半分分けてやっても構わんだろ？」


  　と、後ろを向いて大声でがなり立ててやる。


  　同時に客間の入り口の陰からドタッという音がして、それから観念したように命がゆっくりと室内に入ってきた。


  　まったく……盗み聞きをするなら、気配くらい消しておけというのだ。


  　気まずそうに、不機嫌そうに頭を掻かきむしりながら、ジャージ姿の命が沫莉の隣に胡座あぐらで座った。


  「あぁ……その、まあなんだ。……見えるのはおまえだけじゃなくて、私も毎日変なのが見えて怖くてさ、気持ち悪くって、でも人に言えなくて。だからおまえだけが変なわけじゃなくてさ、私もおかしくて、おまえの気持ちも少しはわからなくもなくて……」


  　言葉に詰まった命は、ごまかすようにポンと沫莉の頭に手を乗せる。　　


  「……とにかくつらくなったら、いつでもここに来い。こまっしゃくれた小学生一人ぐらい、どうにだって面倒みてやるさ」


  　そこが我慢の限界だったのか、命がずずずっと垂れかけた洟はなをすする。


  「命ちゃん、目が赤いよ」
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  「うるせぇ、だまれっ！」


  　ぐずぐずと目と鼻を袖そでで拭ぬぐう命みことに、沫まつ莉りが困ったように「たははっ」と苦笑した。


  「ありがとう、タマちゃん、命ちゃん。二人とも……ううん、桜さくら子こさんを入れて三人とも、優しいね。優しくて、とってもいい人たちだね」


  　吾わが輩はいは人ではないがな、とそう思うも、今それを言うのは野や暮ぼというものだ。


  「でも、私はだいじょうぶだよ。お母さんがいるから。ちゃんといざとなったら、私を匿かくまって怖いものから、ちゃんと隠してくれるからね」


  　遠くを見つめながら言う沫莉に、吾輩はそっと訊たずねる。


  「それは、おまえの千せん里り眼がんか？」


  「ん？　……違うよ。これは私の願い。でもね、信じてるんだ。今は怖いけどね、でもまたあの日のように、ちゃんとお母さんが私を助けてくれるんだよ」


  「そうか……叶かなうといいな、その願い」


  「うん、きっと叶うよ」


  　そう言って、屈くつ託たくなく笑う沫莉。


  　その笑え顔がおを前にして、吾輩は沫莉が口にしたとおりの未来となることを、心底願わずにはいられなかった。


  



  「それで結局、何にもしてやれなかったってのかい？」


  「仕方なかろうが……それより、あんまり大声を出すな」


  　朝を迎えた藤ふじ里さと邸ていの天井裏で、寝不足の吾輩をヤクモが責め立てる。


  　猫は夜行性、一晩寝ないぐらいでなんだと思われるかもしれんが、こちとら昨日きのうの昼間から起きっぱなしなのだ、大声が頭に響くのである。


  「旦だん那ながいながらなんてざまだい。まったく親方さまが生きていてくれればねぇ……きっと、女の子一人ぐらいどうにでも助けてくれただろうに」


  　それはどうだろうな。春はる子こが生きておったにしても、結果は変わらんかったと思うぞ。


  　今回の件は、単純な妖よう異い絡みの厄やつ介かい事ごとではない。


  　鬼を祓はらって倒してそれでおしまいとなるような、単純な問題ではないのだ。


  　いかに春子とはいえ、人間の心の闇やみを拭って、生なま成なりから人へ戻すことなどできん。それはもう陰おん陽みよう師じの領域ではないのである。


  「まったく少しは不ふ甲が斐いないとか思わないのかい？　旦那といいお嬢といい、雁がん首くびそろえてどうして小さな女の子一人、助けてやれないもんかねぇ。本当に情けないったらないよ」


  　なんだろうな、こいつのこの食いつき方は。「どうしておまえがそんなにこだわるのだ？」と訊きいてみたい気もするが、やめておこう。


  「少女だぞ！　ニーソックス履いた小学生の女の子だぞ、旦那よ！　……なあ、助けてやんなって」


  　……ここでツッコミをすると、それだけで日が暮れるまで反論が返ってくる気する。よって何も言わぬのが吉なのである。


  　まあそんなこんなで眠気覚ましのモーニングコーヒーを湯飲みですすっていると、藤ふじ里さと邸ていの玄関が内側から開く音がした。沫まつ莉りが家に帰るのである。


  　吾わが輩はいとヤクモは壁に寄り、玄関が見える戸板の隙すき間まから覗のぞく。


  「……ねぇ、本当に玄関まででいいの？　なんなら家にまで送っていくよ。昨日きのう泊まったことも、私からおうちの人に説明してあげようか？」


  「いいえ、だいじょうぶですよ。ありがとうございます」


  「でも……」


  「沫莉がいいって言ってんだから、いいじゃねぇかよ」


  　と、割って入る命みこと。


  　命は沫莉の家の事情をわかっている。助け船のつもりなのだろう。


  　二人に言われ口籠ごもった桜さくら子こに向かい、すかさず沫莉が深々と頭を下げた。


  「桜子さん、このご恩は一生忘れませんから」


  「い、いや……頭を上げて、沫莉ちゃん」


  　頭を戻した沫莉は、にこっという音が聞こえそうなほど屈くつ託たくのない笑え顔がおを浮かべる。


  　……沫莉の事情を知った今、その笑顔を見るだけで胸中に苦い思いがよぎる。


  　極端にいえば、沫莉はこれから闘いに赴おもむくのだ。


  　あの押し入れの中へ隠れることをやめ、思い出に浸ひたることなく、母が人へと戻る日をひたすらに待ち続ける闘いだ。


  　それはきっと苦しかろう、悲しかろう。


  　だが、沫莉は笑う。


  　今の吾輩にとって、沫莉の笑顔は強がりにしか見えなかった。


  「わかったよ、わかりました。もう沫莉ちゃんのおうちのことでとやかく言いません。……でもね、これだけは約束して」


  「約束ですか？」


  「そうだよ、いい？　──つらくて耐えきれなくなったときは、必ずうちに来なさい。そんなふうに無理して笑わなくていいし、言いたくないことは言わなくていいから。だから気兼ねなく遠慮なく、いつだって来たくなったら、来なさい。いいね？」


  　桜子が言い終えたとき、沫莉も命も目を丸くしていた。


  　吾輩でさえも、天井裏で思わず失笑してしまう。


  　……まったく笑える話ではないか。桜子は、何も事情など知らんさ。見抜いてもいないし、見み透すかしてもいない。強いていうなれば、今の桜子の言げん動どうの正体は〝なんとなく〟だろう。


  　笑う沫まつ莉りの心の陰りを察して、そしていつでも頼れと、桜さくら子こはなんとなく言ったのだ。


  　結局、吾わが輩はいや命みことが言わずとも、桜子は同じことを沫莉に言ったわけである。


  「三人そろって、示し合わせたように同じことを言うんですね」


  「……三人？」


  　と、親友と自分を足しても計算の合わない数字に桜子が小首を傾かしげる。


  　その横で、ぎょっとして引きつった顔の命に向かい、沫莉がちろりと舌を出した。


  　これは沫莉の些さ細さいな悪いた戯ずらだ。


  　しかしその小さな悪戯が妙に笑いたくなるほど、吾輩は嬉うれしかったのである。


  　……そんな子どもらしい顔も、やろうと思えばできるのではないか、沫莉よ。


  「それじゃ、お世話になりました」


  　沫莉は最後にもう一度ぺこりとお辞儀をすると、踵きびすを返して竹林の一本道を走っていく。


  　桜子と命は小さく手を振りながらそれを見送り──、途中で振り返った沫莉は遠くから大きく手を振った。


  　桜子と命にではなく、誰も人などいやしない藤ふじ里さと邸ていの天井裏に向けてである。


  　それを最後に沫莉の姿は、竹林の向こうへと消えていった。


  「はぁ……いっちまったねぇ、旦だん那なよ」


  　ため息をつくヤクモの横、吾輩は虎とらの子の紫し煙えんを一本、燻くゆらせた。


  　──母が子を憎む。確かに、この世は非情であふれたひどいところではあるがな。


  　だがそれでも絶望しきるほどには、くそったれでもない。


  　この世界には時間がある。時間は必ず、世界を変えていくのだ。


  　だから今がいくらつらくとも、きっといつか母親と笑って過ごせる日々を取り戻せるさ。


  「……それまでがんばれよ、沫莉」


  　天井に向けて煙を吐き出しながら、ついぽろりと漏もれてしまった、らしくない言葉。


  　ヤクモが目を丸くして「ほんと、俺おれも切実にそう願うよ」と、しししっと嗤わらった。


  　ふん……勝手に嗤っておればいいさ。


  　そういえば──鬼き子し母も神じん。あれは自分の子しか愛せぬ鬼が、他人の子への愛も知って神となった存在だったな。


  　だとしたら元は人であった程度の半端な鬼が、もう一度自分の子を愛せぬ道理はない。


  　むしろ他人の子と比べたら、それは造ぞう作さもないことであろう。


  　──なあに、人の思いというのは、通じるようになっているものだ。


  　ましてや他人ではなく、子と母。かつては臍へその緒おでつながった同じ存在だったのである。


  　あれだけ母を慕したう沫莉の、その思いが通じないことなどあろうはずがないのである。


  　　　そしてこの日の夕方、国くに東さき沫まつ莉りは神隠しにあった。
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  巻ノ五　緋乃香は大きくて、かわいそうなお友達？


  



  　いつもの藤ふじ里さと邸ていの天井裏、毎度ながら吾わが輩はいとヤクモは電熱式囲い炉ろ裏りを囲み座っている。


  　しかし、ここからがちょいと普段とは違うのだ。


  　それというのも、ヤクモの尖とがった鼻先を、吾輩が札束ではたいていた。


  「……のう、悲しいとは思わんか、ヤクモよ。どうしてこう、いつの時代も金というのは無意味な上下関係を生むのだろうな。金は天下の回りものというが、畢ひつ竟きようそれは栄えい枯こ盛せい衰すいと同義だとは思わんか？」


  　虫けらを哀れんでやる目をした吾輩から視線を逸そらし、ヤクモがしゅんとうなだれる。


  「やはり……土地か？　だろうな。おまえが金を稼かせぐ目的は、人に獲とられた山を買い戻すためだ。土地にはひとかたならぬ思い入れもあろう？　なら吾輩も鬼ではない、猫ねこ又まただ。なんなら吾輩が所有しておる土地を、譲ゆずってやってもよいのだぞ？」


  「……いや、だからな、旦だん那なよ」


  　と、むくりと面おもてを上げたヤクモに、吾輩はすかさず手を擦こすり合わせる。


  「どうだ、ヤクモ！　たったタバコ一箱で、吾輩のもっている土地はすべてくれてやる！」


  「……あのなぁ、ボードゲームの土地と現実のタバコとじゃ、交換なんざする気にもならねぇよ。これはゲームだ。俺おれはこの勝負このまま負けたままでもまったく構わねよ」


  「あきらめたらそこでゲーム終了だぞ！　だったら一箱なんて言わん！　……十本、いや五本でも構わんぞ」


  　必死の形ぎよう相そうになって唾つばまで飛ばす吾輩に向かい、ヤクモは「はぁ」と盛大に重い息を吐く。


  「さっき旦那が自分で言ってたろ？　俺が金を稼いでんのは天井裏をヤニで黄色くするためでも、無駄な税金を納めるためでもねぇんだよ。とはいえ俺も鬼じゃない、狢むじなだ。無職の旦那にも、週に一箱は買ってやるっていってんだから、それで納得しなって」


  「週に一箱では、三食後に一本吸うだけでも足りんのだよ……」


  　涙目の吾輩の手から、安い色をしたゲーム用のドル札がずざざと盤上にこぼれる。


  　まさに諸しよ行ぎよう無む常じよう──ついさっきまで、ボードゲームの中ではフリーメーソン、もしくは吾輩か、という勢いで世界を牛ぎゆう耳じっておったのだがなぁ。


  「なのに現実は、灰皿からシケモクすらなくなるほど貧ひん窮きゆうしてるってんだから、哀かなしいねぇ」


  「まったくだ。まさに、かの偉大な名言どおり──現実などクソゲー、ということだな」


  　こんな悲しい気分のときにこそタバコを吸いたいが、まさに皮肉なものである。


  　そうして猫特有のなで肩を吾輩が落としていると、ヤクモが玄関の見える板の隙すき間まを覗のぞき込んだ。


  「……う～ん。旦那が言ってたとおり、まだいるぜ、あの嬢ちゃんよ」


  　ヤクモが嬢ちゃんと称した人物──それは腰まで届きそうな黒髪ロングな、大人の女だった。


  　年のころは二十代後半か。まあ仮に三十を越えていようが、吾わが輩はいとヤクモの年齢からすればまだまだ立派な洟はな垂れだ。嬢ちゃんと称したヤクモの表現に、間違いはない。


  　ベージュのスカートスーツを着込み、手にはそろいの色のハンドバッグ、顔には大きめのサングラスをかけている。


  　どれもこれもが誰でも名前を知っているブランドの高級品だった。


  　こと外見で印象深いのはウエストのくびれだ。キュッと引き締まったウエストは細く、思わず砂時計を連想したほどである。昨さつ今こんの人間のオスはああいうのをスタイルがいいと思うのか？　一昔前はトランジスタグラマーとか騒いでおったと思うのだが……わからんものである。


  　それはともかく、そんな女がもう一時間以上、藤ふじ里さと邸ていの玄関の前でじっと立ち尽くしているのだ。


  「なあ、旦だん那なよ。あの嬢ちゃんと知り合いなんだろ？　とりあえず家に上げてやったらどうだい？」


  「勘違いするな。吾輩は決してあの女と知り合いなどではないぞ。吾輩が一方的に顔を知っておるだけだ」


  　──そう。実は吾輩、あの女を見知っているのだ。見知っているだけではない、その素す性じようさえも知っていた。


  「……そりゃ、どういうことだい？」


  「どういうことでもない、あの女は同業だよ。藤里家が陰おん陽みよう師じを生なり業わいとしているように、あいつは怨おん霊りようや妖よう異いを祓はらう〝憑つき物落とし〟を家か業ぎようとする荒あら津つ家けの一人娘だよ」


  　あの女の名は、荒津緋ひ乃の香か。


  「駅前の秋あき葉ば神社は知っておろう？　荒津家は代々そこの宮ぐう司じを表の顔として世せ襲しゆうしている一族だ。専門は違っても妖異を相手にする同業のよしみでな、春はる子こは荒津家と交流があったのだ。吾輩も何度か供ともで、秋葉神社にまでついていったことがある。──ただし、吾輩の正体は隠して、だったがな」


  　……こういうときこの体は不便で、不要なトラブルをさけるには、みだりに正体を明かさぬのが肝要なのだ。


  「そのときにな、春子が宮司からあの女──緋乃香を紹介されていたのを覚えていただけだ。もっともそれがもう十何年前だったか、あれからだいぶ年をくっておるがな」


  　……そういえば風の噂うわさで、荒津家も当主の体調不良で、代替わりをしたと聞いた気がするな。もっとも古い慣習で女性が宮司となるのはまだ難があるから、とりあえずは裏だけらしいがな。


  「まあなんにしろ、あんなふうに藤里家の玄関で待ち続ける人間の用件なんざ、決まってんだろうがね」


  　ヤクモの言うとおりだ。妖異を祓うことを生業とした荒津の者が、陰陽師たる藤里の家の前でじっと待ち、その用件がただ茶を飲みにきただけのはずがないのである。


  　そして、


  「──あれっ？　もしかして、うちに何かご用ですか？」


  　ちょうど学校から帰ってきた桜さくら子こが、自分の家の前で鉢はち合あわせした女性に声をかける。


  　ちなみに桜子の後ろには、見ず知らずの緋ひ乃の香かを見て、警戒する命みことが立っていた。


  　ようやく帰ってきた藤ふじ里さとの当主を前に、緋乃香はサングラスを外して一歩前へ出る。


  「あなたが、藤里桜子さん、かしら？」


  　あっさりとしつつ口も鼻も小さくまとまった和風の顔立ち。ほんの少しだけ吊つり上がった切れ長の目が、品定めをするように桜子を爪つま先さきから頭のてっぺんまで眺め回した。


  「はい、そうですけど……何かご用ですか？」


  「失礼──私の名前は荒あら津つ緋乃香。先代の春はる子こさんとは一度面識があるわ。荒津家の長女として、藤里の陰おん陽みよう師じに協力を求めにきたのよ」


  　……さて、とりあえず、吾わが輩はいも話を聞いてくるかな。


  



  　先回りして居間で待っていると、桜子、緋乃香、命の順に中へと入ってきた。


  　緋乃香は座布団に丸くなった吾輩を見つけるも、すぐに興味なさそうに視線を外す。


  　──甘い、甘い。まだまだ半人前だ。吾輩のことを何も見抜けんとはな。


  「ささ、座ってくださぁい」


  　と、桜子がいつも以上ににこやかな声で緋乃香に座布団を勧める。


  　にへら、と体たい面めんもなく頬ほおを緩ゆるませまくる桜子。沫まつ莉りのときと違い正式に〝藤里の陰陽師〟に依頼が入ってきたということが、嬉うれしくてしようがないのだろう。


  　命はいつのまにか吾輩の真横へと座っていた。普段は小憎らしい悪あく態たいしかつかんくせに、こういうイレギュラーな状況になるとすぐに頼ろうとするのだ。まったく吾輩のことを困ったら助けてくれる、猫型の何かと勘違いしておるのではないか？


  　ちなみに緋乃香は、桜子を前にしたまま座らず、立ったままだった。その表情は険けわしい。


  　吾輩からすれば半人前でも、それでも緋乃香は荒津家の憑つき物落としである。そんな緋乃香から桜子を見たとき、その目にはどう藤里の当主が映っておるのか？　だいたいの予想はついておるさ。


  　……桜子には、いい経験となるだろうよ。


  「とりあえず、お茶いれてきますね」


  　跳ねるような足取りで台所へ向かおうとする桜子の目の前、緋乃香がすっと腕を突き出した。


  　緋乃香に通せんぼうされる形になり、桜子がつんのめる。


  「……なんです、か？」


  「結構よ、藤里の陰陽師さん。私のほうから頼みにきたけど……このまま、おいとまするわ」


  「えっ？」


  「悪いけど、あなたじゃダメだわ。私一人じゃ持て余すぐらい強力な妖よう異いだから、恥を忍んで藤ふじ里さと家けに助力を頼みにきたけど──ただの邪魔にしかならない素しろ人うとは、必要ないのよね」


  　毒を吐きながら緋ひ乃の香かの切れ長の目が、桜さくら子こをまっすぐに見み据すえる。


  　桜子も徐々に緋乃香の言葉の意味がわかり、険の籠こもったその目を正面から受け止めた。


  「私じゃ、足手まといになるって……そういうことですか？」


  「あら？　聞き返すまでもなく理解しているじゃない。そのとおりよ。──あなた、あの藤里の七代目だったわよね？　そうね、確かに呪じゆ力りよくはかなりのものを感じるけど、そもそもあなたはその力の使い方を、ちゃんと誰かから学んだことがないんじゃない？」


  　桜子はただ緋乃香の目を見つめ返す。図星なので、言い返しようもないのだろう。


  　ちなみに針のむしろとなった雰ふん囲い気きを前に、命みことはおたおたするだけである。ちっとは落ち着け、それと吾わが輩はいの尻尾しつぽを汗ばんだ手で握るな気持ち悪い。


  　そんな外野の様子などお構いなしに、当事者の二人に漂ただよう剣けん呑のんな雰囲気が加速する。


  「この仕事をしているとわかるのよ、言葉の受け答えとか立ち居振る舞いだけで相手の力量がね。──この世界に身を置く人間は、常にこの世ならざる力に対し備えている。それは身を守るためでもあり、いつでも応戦できるようにでもある。でもその構えが、あなたからはまるで感じない」


  「……私は藤里家の当主です。おばあちゃんの跡を継いだ、陰おん陽みよう師じです」


  　反論になっていない反論を、桜子は口にする。


  　その心意気は正直、涙が出そうなほどに嬉うれしい。しかし──悲しいかな。


  　それは何の意味もない返答だ。緋乃香の意見のほうが圧倒的に正しかった。


  「納得がいかないのなら、テストがわりに簡単な問答をしましょう。そうねぇ……そう、もし今この場で、私がいきなり大おお祓はらい祝のり詞とを逆に読み出したら？　つまりあなたを逆さか祝ほぎしたら、陰陽師さんはどう対処してくれるのかしら？　──ねぇ、藤里桜子さん」


  　……いやらしい。最後に名を読んで締めるあたりが、なかなかに緋乃香の根性の悪さを露ろ呈ていしている。


  　──名を知られれば、それだけで呪じゆ詛そが通る。


  　何なに故ゆえに吾輩が〝タマ〟なんていう面白みのない呼び名に甘んじているのか、それはひとえに真ま名なを隠すためにほかならん。呪術者にとって名はそれほどに重要なものであり、今の緋乃香の問い方は、鼻先に銃じゆう口こうを突きつけ「さあ、どうする？」と聞いているようなものである。


  　こうして場が緊迫するなか──、


  「あのぉ！　すいません！　…………逆祝ぎって、なんですか？」


  　桜子が軽く頬ほおを染め、緋乃香に言葉の意味を訊たずねていた。


  　これにはさすがの緋乃香も切れ長の目を見開いて、呆あきれ顔をする。


  「……驚いた。あなた……こんな初歩的な言葉さえ知らないの？　これまでいったい、何をしてきたの？　本当に……本当に、誰も何も教えてくれなかったわけ？」


  　……いや、その……面めん目ぼくない。


  　気まずそうに下した唇くちびるを噛かむ桜さくら子こを前に、緋ひ乃の香かが小さく咳せき払ばらいして気を取り直す。


  「逆さか祝ほぎというのは言こと祝ほぎの逆。言祝ぎが〝祝い〟を意味するからには、つまりあなたを呪のろう、って言ったのよ」


  「呪いですか……だったら、私は祝い直します。呪じゆ詛そはすべて、私が祝い直します！」


  　祝い直し──呪詛そのものを消してしまう、究極の呪詛の対処法。


  　だろうな。桜子が知る、呪詛への対処法は祝い直しだけだ。それは怨おん念ねんから生まれる呪いを消すには、文句のつけようもない最高の解決法だ。


  　──だが。


  「そう。祝い直しができるのね、あなたには。それは素直に凄すごいと思うわ。でもね……ここから先は親切で言ってあげる。そんな生なま兵びよう法ほうを得意気に振りかざしていると────死ぬわよ」


  　緋乃香の目に一瞬だけ宿った殺さつ気き。目の前の桜子は愚おろか、命みことでさえもびくりと体を震わせた。


  　それにしても「死ぬわよ」か──まったくの正論だな。


  　吾わが輩はいがいる限り、絶対にそうはさせんが、緋乃香の言うことに理があるのは明白だった。


  　祝い直しという最高の手段があるのに、呪詛の対処法は一つではない。


  　それには、やはり意味があるのである。


  「祝い直しは憎ぞう悪おによって生まれた呪詛を消す秘術。私が殺したいほどあなたを憎んでいると、そう思ったの？　たった今、会ったばかりなのに、仕事を頼めそうになかったぐらいで、殺したいほど私があなたを憎んでいると、本当にそう感じたわけ？」


  「いえ……でも、呪詛は祝い直さないと。呪詛するって言ったのは緋乃香さんです」


  「そうよ、呪うわよ。──ただし、私自身の怨念なんか少しも使わずにね。この家の周辺に漂ただよっている、澱よどんだ念や気の歪ゆがみを利用して、立派にあなたを逆祝ぎしてあげるわよ。だから祝い直しで消されたって、何も問題ない。いくらだってできるわよ。何度でも何度でも、あなたが祝い直しを失敗するそのときまで、いつまででも逆祝ぎし続けてあげる」


  「そんな……こと……」


  「できるのよ。これができるから、私はあなたと違って呪術者なの。呪いのかけ方だけじゃない、防ぎ方も、返し方もわかる。だから迂う闊かつに手は出さない。そうやって、私たちは均きん衡こうを保つの。なのに──何、あなたは？　あなたは無防備すぎる。初めて会った人間をあっさりと家の中にまで入れて、もし私が藤ふじ里さと家けに恨うらみをもった術者だったら、どうするつもりだったのかしら？」


  　それを言い返せる言葉が、桜子にあろうはずもなかった。


  「悪いことは言わない、〝藤里の陰おん陽みよう師じ〟という看板はまだ下ろしておきなさい。そのほうが身のためよ」


  　最後に緋ひ乃の香かは桜さくら子この肩を気軽にたたくと、そのまま居間を出ていった。


  　その場には下を向いて必死で唇くちびるを噛かみしめ堪こらえる、桜子が立ち尽くしていた。


  　そんな桜子に命みことが声をかけようとするのを、痺しびれているだろう足を尻尾しつぽでたたき邪魔をする。


  「ひぎぃ…………って、何すんだよ！」


  　吾わが輩はいにしか聞こえない程度の小声で命が返してくるのを、一睨にらみして黙らせる。


  「……いいのだ、このままにしておいてくれ。本当ならこれは、身のほどをわきまえずに沫まつ莉りの頼みを引き受けたときに味わっておかねばならなかった屈くつ辱じよくだ」


  　圧倒的に知識が足らぬ素しろ人うと。経験も技術もない、半人前にすら届かぬただの門もん外がい漢かん。


  　緋乃香が言ったように、まさにそれが今の桜子の術者としての本当の立ち位置だ。


  　もし桜子が一歩を踏み出そうと思えば、己おのれの力量を知るのは避けて通れぬ試練である。本当なら春はる子こが課さねばならなかったことを、何の関係もない緋乃香が代わりにしてくれたのだ。


  「悪いことは言わない」という緋乃香の言葉は生論だ。あれは紛まがうことなく慈じ悲ひから出た、未熟すぎる後輩へのアドバイスだった。


  「……なんだよ、それ」


  　つらそうな桜子を前に、意味もわからず睨まれた命は不満の声を出す。


  　……正直、吾輩だって命と同じ気持ちはある。おまけに桜子に向かって、部外者が言いたい放題してくれたことに苛いら立だちがないといえば、嘘になる。


  　しかしそれでもなお、吾輩の緋乃香への思いは〝感謝〟なのだ。


  　だが、それはそれ。


  　ここで舐なめられたままでは、藤ふじ里さとの名がすたるというものだ。


  　どれ、さんざん桜子を貶けなしてくれたお礼も少しばかり込めて、ここはやはり、びしりと吾輩が一つ鼻を明かしてやるかな。


  



  　吾輩は、敷地の外へつながる竹林の一本道に先回りして、緋乃香を待つ。


  　すぐにヒールの音を床石に響かせて、緋乃香が玄関から出てきた。


  　勝ち誇ったすまし顔で、後ろ手のまま玄関の引き戸を閉め────ん？　なんだ？


  　藤里邸ていを一歩出た瞬間、緋乃香はきょろきょろと周囲を確認すると玄関の横、木々の茂った物陰へと素早く身を滑り込ませたのである。


  　あからさまにもほどがある、不審な動き。


  　完全に視界から消えてしまったので、やむなく竹林を出て吾輩も玄関へと向かう。


  　足音を殺して進み、そうして玄関横の枝葉の隙すき間まから見えてきたのは、


  「ウソっ！　このぉ、っと……ねぇ、ウソでしょ？　どうして、こんなに……きついのよ。……ありえない、去年まではもう半穴は余裕があったはずよ……っと……なのに、なのに……こんなの、こんなの絶対おかしいよ！」


  　立ったままスカートと全力格闘をする、アラサー女の後ろ姿だった。


  「……何をしておる？」


  　声をかけているのに、緋ひ乃の香かはまるで振り向く気配がない。


  「わかんない？　なんでも藤ふじ里さとの陰おん陽みよう師じを継いだのは女子高生だとかいうじゃない。何よそれ、若さで売るっていうわけ？　それだったら、こっちだって負けてらんないでしょ。だから私のウエストの細さを見せつけてやろうと、ベルトの穴を二つばかりきつく締めておいたのよ」


  「……そうか」


  「そしたら、少しもバックルが動かなくなってて……スカートまで私をバカにしてるのよ。……あの子と同じよ。自分は二十代のうちに駆かけ込んだからってさ、あんな消費期限切れてそうなあんな男、ちっとも羨うらやましくないのよ！」


  「…………おい」


  「冗談じゃないわよ。私はね、荒あら津つ家けに婿むこをとらなくちゃいけない立場なのよ。あんなつまんなそうな男つかまえて、へらへら笑っていられるような人とは立場が違うの。ウエディングドレスですって？　バカじゃないの、日本人なら神社でしょ、神社。神しん前ぜんに、角つの隠かくしよ。結婚した後も親友だよ、なんて上から目線でぬかしてんだから、結婚式ぐらいはその親友の神社でやったらいいじゃない。なのに無駄に小こ洒じや落れた横文字の教会の招待状なんぞ送ってきて──ちっ！　三さん三さん九く度どに一いつ服ぷく盛ってやるつもりだったのに、察しやがったか、あいつめ………、──って、あんた誰よっ!!」


  「遅いわぁぁっ!!」


  　……遅すぎて、もう少しで途方に暮れるところだったわ。


  　とにもかくにも、ようやく振り向いた緋乃香を前に二本足でにょきりと仁に王おう立だちの吾わが輩はい。


  　藤里家に喧けん嘩かを売った荒津家の長女相手に、もう正体を偽ぎ装そうする気はない。尻尾しつぽを二ふた叉またにして背中でうねうねとくねらせてやった。


  　あんぐりと口を開けたまま、緋乃香の動きが止まる。


  　同時にあれほど外すのに苦戦していた緋乃香のスカートが、ばさりと落ちた。


  　高級なスーツにまるでそぐわない、ずんぐりした、色気の欠片かけらもない子どもみたいな白パンツが、白昼の下でまるだしとなる。


  　その様に、吾輩のひげの生えた口元が思わず引きつった。


  「な……なんで、吾輩が正体を晒さらすと、そろいもそろってパンツまる出しにするのだっ!!　バカにしとんのかっ！」


  「なっ、いつのまに！　私のスカートなんか脱がして……この……こんな私をいったいどうしちゃうつもりなのよぉっ!?」


  「恥じらうなっ！　どうもせんし、何もせん。それ以前に、おまえが勝手に脱いだのだろうが。そもそも三み十そ路じ手前の子どもパンツなど、誰得だっ!!　いいからスカートをはけっ！」


  　言われたからではなかろうが、緋ひ乃の香かが足下に落ちたスカートを拾い上げる。しかしホックが壊れたようでまともにはくことができない。両手で左右から押さえ、かろうじて落下を防ぐ情けないありさまだった。


  　そんな及び腰の間抜けな姿で、緋乃香がきっと吾わが輩はいを睨にらむ。


  「ってよく見たら……あなた、さっき居間の座布団で丸くなっていた猫じゃない」


  「ようやく気がついたか」


  　……まったく、注意力の足りん半人前がよくもあんな偉そうなことを言えたもんだ。


  「こんの……妖よう異いがっ！　猫をかぶっていやがったのね！」


  「……まぁ、かぶるというか猫ねこ又またなんだがな」


  「許さないわよ！　居間に妖異を飼っておいて私を監視、さらにはちょっとだけ服装を整えていた私の隙すきをついて驚かせ、こんな辱はずかしめを与えるなんて……これは藤ふじ里さと家けから、荒あら津つ家けへの侮ぶ辱じよくよ。抗議させてもらうわっ！」


  　怒りを込め、びしりと吾輩を指さす緋乃香。


  　しかし……残念。その立ち姿はまるで決まることなく、再び子どもみたいな安物のパンツがまる見えとなった。


  　スカート、スカート！　手を放すなっ！　また落ちてんぞ、おい！


  　カッコつけるのなら見えないところまでも、ちゃんと気を配っとけ。


  「……なあ？　吾輩の正体以前に、パンツまる出しで抗議しているほうが、よっぽど失礼極まると思うんだが、どうだ？」


  　赤くなった緋乃香が再びスカートを拾う。


  　吾輩はふぅと大きく息を吐き出すと、眉み間けんに肉球を当てた。


  　……本当にまあ、どいつもこいつもである。なんで吾輩と関わりをもつ人間のメスどもはそろいもそろって、こんな連中ばかりなのだ。


  　桜さくら子この件で文句の三つや四つ、言ってやろうかと思ったが、そんな気も失せたわ。


  　吾輩が泣かせるまでもなく、勝手に涙目になっておるしな。


  　……もういい、本題に入るか。


  「まあ落ち着け、荒津緋乃香。吾輩は藤里家の先代の助手をしていた猫又のタマ。先ほどは現当主──桜子が失礼をした。だが、いかに現当主が素しろ人うとでも、当家を頼った荒津家の長女をこのまま手ぶらで帰しては藤里の名折れだ。そこでこうして正体を明かしてでも、吾輩は提案に出てきたのだ」


  「……提案？」


  　不審げに眉を寄せた緋乃香に、吾輩はここぞとばかりに猫の口をしたりと歪ゆがめてやった。


  「どうだ？　桜子の代わりに、吾輩を雇ってみんか？」


  「はぁ？　……あなたを、ですって？　なんでこんな祓はらわれる側のちんけな猫ねこ又またを、冗談」


  「冗談ではない。言ったろう、吾わが輩はいはあの先代、藤ふじ里さと春はる子この助手だったと」


  　一瞬で、緋ひ乃の香かの表情が変わる。さすがは春子、その名の効果は覿てき面めんである。


  「困っておるのだろう？　まだ憑つき物落としを継いで一年足らずと聞くぞ。本当は、桜さくら子こに向かってあんな偉そうなことが言えるほど、経験も行ぎようも積んでおらん半人前なのだろう？」


  　これには痛いところを突かれたのか、うっと緋乃香が声を呑のむ。


  「なあに、藤里の名にかけて後悔はさせんよ。それにな吾輩もちと、こっちに困っておるのだ。どうだ、猫の手を借りてみんか？」


  　爪つめを伸ばして丸を作る吾輩の手を見て、緋乃香が悩むように細い目をさらに細める。


  　しかし、悩んだって答えなんぞ決まっている。代替わりしたばかりという噂うわさの藤里を頼っている段階で、既にこいつにはまともな選択肢などないのだ。


  　まあこの業界には天引きという概念がないからな。一〇％ぐらいなら納税した気で割安にしといてやるさ。


  



  
    ◇ ◇ ◇

  


  



  　化け猫からの急な呼び出しのメールが入って、私は家への帰り道からトンボ返りする。


  　とはいっても戻る先は藤里邸ていじゃない。その近くにある自然公園だ。


  　そこの駐車場が、化け猫からの指定の待ち合わせ場所だった。


  　なんだよ、久しぶりに原稿やろうと思っていたのにさ。だけどあいつの呼び出しを無視すると、後が面倒くさいんだよなぁ。せめてもの救いは場所が藤里邸じゃないってことか……。


  　あの後──緋乃香と名乗った女が出ていって、桜子はぺたんと座ったきり立たなくなった。


  　同じ姿勢のまま春子さんの仏壇に目をやっては、それからまた俯うつむいてしばらくじっとする。


  　私がなんとなく声をかけあぐねていると、


  「へへっ……さんざんに言われちゃったけどさ、せめてスタイルぐらいはあの人にも負けないようダイエットしようと思うの。だから今夜は夕飯作らないから、さっさと帰ってね」


  　なんて私より一回りも細いウエストを撫なでながら、桜子は言いやがった。


  　今にも喉のどとか震えそうなのによ、口く調ちようだけはいつもと同じで。


  　そりゃいくら私にだって……悔くやし泣きの顔なんてのは、見られたくないよな。


  　本当はさ、私がごはんでも作って励ましてやれたらいいんだけど、もし私が米をといだらとぎ汁ごと生米もすべて排水溝へ流し込み、逆にたいそうなご迷惑をおかけする自信がある。


  　だから言われたとおりに、私は藤里邸を出てきた。


  　──正直、あの年とし増まが言ってたことが正論なのはわかってる。自分でも変なのを見たり感じたりするようになって、桜子が進もうとしている道が決して遊びじゃないって、なんとなく理解している。たぶん足を踏み入れるのなら、それは本気でだ。生なま半はん可かにはしないほうがいい。


  　それがわかっているから、桜さくら子こに下へ手たな慰なぐさめの言葉はかけられない。


  　確かに理り不ふ尽じんな言われ方だったけど、これはいい機会だと思ったのも事実なんだ。桜子はもう一度、自分が目指す先を見つめ直したほうがいい。


  　自分の将来と家か業ぎようと、そして春はる子こさんの生き様と、いろんなものを天てん秤びんにかけながらさ。


  　それには私が一緒にいたって、何の役にも立たない。なんだか、やるせないけどさ。


  　だから待ち合わせ場所が藤ふじ里さと邸ていでないというのは、今はとても助かる。


  　このままあそこに戻ったら、どんな顔して桜子と会えばいいのかわかんねぇしな。


  　──にしたって、なんでこんな場所を。


  　休日ならともかく平日の公園の駐車場だ、止まっている車なんて多くはない。


  　だから物陰もほとんどないのに、周囲を見まわしてもどこにも化け猫の姿はなかった。


  　やむなく私は携帯電話を取りだし、ポチポチとメールを化け猫に送ろうとしたとき、


  「おい、命みこと！　こっちだ」という声がすぐ近くから聞こえた。


  　反射的に声のしたほうへと首を向け──私はぶーとその場で盛大に噴き出していた。


  「おまえ……何やってんだ？」


  　日本の公道ではあまりに無意味なスペックを真っ赤かなボディから漲みなぎらせるスポーツカー。それはどう見たって近所の公園に出向くような車ではない、場にあまりにそぐわない異物。


  　だから私も、あえて近づかないようにしていたのだけれど──。


  　その車の窓から身を乗り出した化け猫が、私に向かって前足を振っていた。


  「遅いぞ、命」


  「はぁ!?　なんだ、おまえ……まさか、車に乗れたのか？　免許もってんのかよっ！」


  「アホ。免許はともかく、いかに吾わが輩はいの足がすらりと長くとも、アクセルに届くと思うか？」


  　……ですよねぇ。あと、免許はともかくとかぬかすな。


  「いいから、おまえも早く乗れ。後部シートだ」


  　面食らいすぎて半分思考が停止していた私は、たいして疑問ももたずに言われたまま後部シートへと乗り込む──そして次の瞬間、私の全身は固まった。


  　……あ、あぁ……こ、この状況をどれから説明したらいいのかな……うん、誰がこんな車の中にさ、よもやこんな世界が──いやさ、小宇宙が広がっているなんて思うんだよ。


  　──そうだな、まずは車内に流れてるこのＢＧＭ。あからさまに人間には不可能な息継ぎで歌うそれは、ネギをぶん回すあの女のものだ。大音量で流れるテクノのサウンドに乗って、やかましいぐらいに高音の歌声が車内に充満している。


  　そんななか、私は背後を四人の男性に囲まれていた。もちろん背はい後ご霊れいとかそんなんじゃない。肩を並べた四人のネオロマンスな執事が、リアシートの白いカバーに等身大でプリントされてんだよ。完全に囲まれています。入ったことないけどあえて言うさ……どこのホストクラブだっ！


  　さらには、そんなゴージャスなシートには先客がいた。そいつは艶つやのある黒髪に、宝石のような瞳ひとみ──正確には、本物のサラン繊せん維いの髪にガラスのビスクアイ。人間様の二分の一サイズのスーパーなドール様がゴシックな衣装を身にまとって、低い天井をじっと一心に見上げていた。


  　そのドール様の横、ちょんと置かれている赤いリュックはたぶん化け猫のだ。かつてはポスターを差してやろうかと嘲あざ笑わらってやった魔法少女の踊るリュックだが、この車内ではそのプリントはチープすぎて、むしろ萌もえずに癒いやされる普通のお子様商品という印象に陥おちいっていた。


  　な、なんだこれ……頭おかしいだろっ、この内装にした奴やつはさ！


  　いや、わかるよ。私だってこの手のものは好物さ、それなりに興味はある。でもさ──サイドブレーキ周りに飾られた無数のミニサイズのフィギュアからも察せられる。八頭身から二頭身、萌え系から本格的な二・五次元まで、統一感がまるで皆かい無むなんだよ。


  　シートカバーといい、スーパーなドール様といいさ、この手のものは決して安くない。親からの小遣いを元手に、同人イベントの印刷代を自転車操業する私には、とうてい手が出ないほどのお値段ですとも。


  　もし仮に私が同額のものを作れるとなったら、きっと一晩中悩む。矛む盾じゆんしてるけど、これが一番好きだと愛を注ぐいくつもの作品の中から、どのグッズを作ろうか、ってね。


  　その迷いが、この車内には一切ないんだよ。要は手当たりしだい、完全に節せつ操そうがないのさ。


  　こんなのはもうたじろぐよ。いろいろな意味で、怖いだけですよ！


  「……うーむ、さすがのおまえでもそういう反応になるのだな」


  　と、のたまったのはフロントシートに座った化け猫だった。


  　今気がついた、化け猫が座っている右のシートが助手席、つまりこの車は左ハンドル。


  　そしてその運転席に座っている人物をよく見れば──なんと、あの荒あら津つ緋ひ乃の香かだったんだ。


  　よく見れば、というのはその印象があまりに違ったからだ。なんというか、さっきまでの触れたら刺されるような雰ふん囲い気きがない。


  　それどころかむしろ触りたくないような、まったくもって近づきたくないような……緋乃香は目を血走らせて鼻息を荒くして、何かをひたすら読みふけっていたんだ。人相まで変わっちまうほどに、一心不乱にさ。


  　ついさっき桜さくら子こをけちょんけちょんにやりこめた相手、そんな奴がいったい何をそんなに我を忘れるほど読んでいるのかと、その本の表紙をまじまじと見てみると──、


  「いっ！　いやぁぁぁぁっっっ!!」


  　Ａ４のフルカラーの表紙に描かかれたタイトルは『おまえのご子息が俺おれの中で暴れて、これはどうにもたまりません。』──すなわち、私の本だった。


  「これっ、おまえの仕し業わざだろぉっ!!」


  　緋乃香の持っている本を指さしながら、身を乗り出して化け猫に対し怒鳴る。


  　化け猫は小うるさそうに眉み間けんに皺しわを寄せながら、


  「すまん。おまえが言うことを聞かなかったときのために持ってきたのだが、緋ひ乃の香かに見つかってとりあげられた」


  「……なあ頼むから、もう返せよ。今すぐ全部返してくれよ」


  「あははは……御ご免めんこうむる」


  「だったらせめて持ち歩くなよ……あと、居間の仏壇の下とかにも隠すなよ……」


  　エロ本じゃないんだから……というか、一般のエロ本よりも遙はるかに危険物なんだからさぁ。


  　仏壇の下とか、春はる子こさんが草くさ葉ばの陰からどんな顔してるのか想像しろって……扱いには厳重の注意をお願いしますよ……うぅ……。


  「まあ、今回は申し訳なかったと思う。さすがにちと反省している」


  「その反省は沫まつ莉りに見つけられたときにしておいてほしかった……」


  　車の中なのに、後部シートで膝ひざから崩れ落ちる私。


  　緋乃香がバタンと本を閉じた。そして沫莉のときの再現ような冷たい視線が、まもなく私の全身をくまなく凍らせるだろうと身構えたのに──。


  　緋乃香は「むっはぁー」とためにためた鼻息を噴き、私の両手をいきなり握り締めたんだ。


  　…………あれ？


  「この本を書いたのは、あなただって猫ねこ又またから聞いたんだけど…………本当？」
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  「──はぁ、そうだけど」


  　いきなりの質問に、ついうっかりと本当のことを答えてしまう。


  　瞬間、緋ひ乃の香かの目がキラキラと煌きらめいた。そして──、


  「先生っ!!」


  「…………はい？」


  「美み琴こと先生っ!!　今、私の心のご子息がおっきしまくりですっ！」


  「…………はぁぁっ!?　な、何言ってんだ、あんたぁ！」


  　驚いたのは私だけじゃない。化け猫もまた緋乃香のこの言葉には目をひん剥むいていた。


  「こんなにも胸熱なＢＬボーイズラブ本を読んだの久しぶりですよ！　特にご子息とご子息でチャンバラしてるこのページ、ご子息に対するあふれんばかりの先生の愛を堪たん能のうさせていただきました」


  「ないよ、ない！　そんなやばそうな愛はないよっ！」


  　……いや、本当はたっぷりあるけど……でも、こんなかたちでこんな勢いで顔を突き出されて言われたら怖くて、ないって否定するしかないでしょうよ！


  「またこのエンディングが秀しゆう逸いつですよね！　ご子息とご子息でご子息できちゃうこの終わりは、もうアハ体験──いや、勇気をもってあえて言います！　アヘ体験ですっ!!　そう、作中におけるすべてのご子息は、この終わりへの伏線だったわけですね」


  　……いや、まあ嬉うれしいよ。自分が描かいたもので、こんなに喜んでくれればさ、そりゃ作者冥みよう利りに尽きるってもんだよ。


  　でもさ、それ以前の問題でさ…………もう怖いんだよ！　この人、本気で怖いんだってぇ！


  　沫まつ莉りのときも大ダメージだったけど、あのときとは違う意味で心が抉えぐられてるよっ！


  「もうこれはきちゃうんじゃないですか、世間を席せつ巻けんするほどのご子息ブームが！」


  「こねぇよっ！　そんなブーム来たら、この国終わるよ！」


  　今、はっきりとわかった。……ダメだ、この人はいろいろな意味で、ダメすぎるっ！


  　できる女的な外そと面づらに騙だまされていたけど、内面が完全に腐ってやがる。


  　……そうか！　この女、まるっきりこの車と同じなんだ。外見はいいのに、中身の節せつ操そうがなさすぎる。ガキのまんまなんだ！　そんなの、大人としてどうなんだよ！


  「……おまえも五ご十じつ歩ぽ百ひやつ歩ぽだろうが」


  　私の心を読んだような化け猫のツッコミに反論したいが、私の手を握ったままぐいぐい迫ってくる緋乃香を押し返すのに精いっぱいで、いろいろと追いつかなすぎる。


  　というか、早くこいつをなんとかしろっ！　そして私と一緒にすんなっ！


  　私は人前でご子息なんて連呼しねぇよ、ちゃんと自じ重ちようできるよい腐ふ女じよ子しだよっ!!


  「……もういいから、さっさと車を出せ、緋乃香」


  　私の言い分は無視かっ！　私を呼び出した理由を少しは説明しろっ！


  巻ノ六　神隠しと隠し神


  



  「──神隠しぃ!?」


  　後部座席から上がった命みことの素すっ頓とん狂きような声に、運転中の緋ひ乃の香かが気持ち悪いくらいの笑みで振り返る。


  「そうなんですよぉ。ほんと困っちゃいますよねぇ、先生」


  「って、ハンドル握りながら振り向くなっ！　それと先生って呼ぶなぁ！」


  　──神隠しは、極めて見えにくい怪かい異いだ。誤解を恐れずあえて極端にいうのなら、神隠しは不ふ可か視しの怪異といってもいい。


  　故ゆえに、緋乃香の口から神隠しの単語を聞いたとき、吾わが輩はいは命を引っぱり込むことにしたのだ。命の優秀な見けん鬼きの目は、神隠しに対抗するうえできっと役に立つだろうと思ったのである。


  　しかし……なんだか、妙な関係になっとるな、この二人。まあ吾輩の知ったことじゃないが。


  「怖いんだよ、あんた。本気で怖すぎるからっ！」


  「そんな意地悪言わないで、次に出るイベントの日にち教えてくださいって。私、買いにいきますから！　もう既刊全部まとめての、大人買いしにいっちゃいますからぁ！」


  「いいから、今は前を見ろ！　というか、お願いだから前を見てくださいぃぃっ！」


  　反対車線に半分出ていた車体を、前に向き直った緋乃香がハンドルを切って戻す。


  　とたんにクラクションを鳴らした対向車とぎりぎりのところですれ違った。


  　……緋乃香がなんでこんな高そうな車に乗っておるのかわかった気がする。周りが積極的に避けてくれるこの車でなければ、今日きようだけで確実に三度は事故っておるだろう。


  「で、いい加減に話を先に進めてくれんか」


  「……わかったわよ」


  　ふん、と鼻を鳴らし、不機嫌そうに長い黒髪をかき上げる。


  　それから気を入れ直すように、緩ゆるみまくっていた目め尻じりを引き締め、緋乃香が語り出した。


  「私のところに舞い込んできた話の発ほつ端たんは、今から四日前。市内の住宅街のとある小学校の生徒が四人、ほぼ同時刻に〝神隠し〟にあったところから始まるの」


  「四人もか？　そいつはなかなかに大おお事ごとだな」


  「そう。その消えた子たちは学校帰りの夕方、近くの公園で〝かくれんぼ〟していたらしいの。鬼役の子を一人決め、それからほかの子は一斉に隠れて『もういいよ』と同時に声を上げたとき──忽こつ然ぜんと消えてしまったらしいのよ」


  「かくれんぼの遊び方から鬼役の子は見られんだろう？」


  「いい質問ね。そう、鬼役の子は見ていないわ。──というよりもね、その子も消えた四人の一人なの。そのあとすぐ隠されているのよ」


  「なんだと？」


  「突如、一転した公園の空気。『もうやめよう』とどんなに叫んでも、友達の気配すらしない異常な雰囲気に、鬼役の子は怖くなって自分の家に向かって逃げ出したらしいの。そしてその道の途中、その子もまた消えてしまった。──帰れていないのよ、公園からたかだか数百メートルしか離れていない自分の家にね」


  　……公園で隠された子はともかく、逃げ出した鬼役の子の行動は突発的なものだ。もしこれが悪意ある人間が仕組んだ拉ら致ちと仮定すれば、脈みやく絡らくのない行動をとった子どもまで、誰にも見られず道ばたで攫さらうというのは無理がある。


  　故にまず人の手ならざる異常な事件──本物の神隠しとみて間違いなかろう。


  「でもさ、それだと鬼役の子も消えたってだけで、やっぱり誰も見てないままじゃね？」


  　運転席と助手席の間から、ひょっこり顔を突き出した命みことが話に加わる。


  「ですよねぇ。さすが先生、私もそう思いますぅ」


  　とたんに眦まなじりを下げまくって、デレる緋ひ乃の香か。……やりにくいこと、この上ない。


  「いいから話の腰を折るな、命」


  　吾わが輩はいに睨にらまれ、命はふて腐れながらも再び後部シートにもたれかかる。


  　命が下がって真剣な顔に戻った緋乃香が、


  「それで、ここからが本題。実はね──もう一人、その場にいた子がいるのよ。鬼ではなくて、隠れていた側の子がね」


  「つまり消えたその四人のほかに、もう一人。かくれんぼに参加していたにもかかわらず、消えなかった子がいるというわけだな？」


  「そういうこと。これまで私が話したことは、すべてはその子が体験したことなの。その子はね、よくいえばマイペース、悪くいえばどんくさいのよ。だからほかの三人が足並みそろえて隠れるなか、一人遅れてしまった。そしてまだ隠れていなかったため『まあだだよ』と言ったの」


  「……なるほど、少し見えてきたぞ」


  「そうして彼がほかの三人を追って近くの木陰にたどり着いたとき、そこには自分以外にもう誰もいなかった。たった数秒遅れただけなのに、今しがたすぐそこから『もういいよ』といっせいに叫ぶ声が聞こえたのに、隠れた少年たちはまるで煙のように木陰から消えていたのよ」


  　背後から命が「うわぁ……」という声をぽろりと漏もらす。


  　今、そこにいたはずの人間がいきなり消える、ぞくりとする典型的な神隠し譚たんだった。


  「すぐにかくれんぼをやめて鬼役の子と一緒に捜したけど、少年たちは見つからない。そのうちに鬼役の子は怖くなって──というわけなのよ。彼が見つけたのは、友達が履いていた靴くつだけ。それも隠れていたと思える場所にそれぞれ一足ずつ、綺き麗れいにそろえて置かれていた」


  「靴だと？　……それはいよいよ間違いないな。鬼役の少年のも、靴は残っていたのか？」


  「あったそうよ。公園から彼の家までの、最後の曲がり角。その角のマンホールの上に、綺麗にそろえられた一足の靴くつがぽつんと置かれていた」


  「？　……靴って、なんで靴なんかをそんなに気にしてんだよ」


  　疑問に思った命みことが、またしても吾わが輩はいと緋ひ乃の香かの話し合いに口を挟んでくる。


  「いちいちと……面倒くさい奴やつだな。──そろえられた靴というのはな、神隠しの痕こん跡せきだ。昔から、誰かが神隠しにあうとその場に靴が残されていることが多いのだ。濁だく流りゆうの川のほとり、断だん崖がいの手前、人が神隠しされた場所には靴だけが残っているのだ」


  　言われて顎あごに手を添え「ふーん」と僅わずかに思案する命。それから、


  「って、おい！　待てよ。川のほとりや断崖にそろえた靴ってさ、おまえそれは──」


  「みなまで言わんでいい。飛び込んだ、と言いたいのだろう？　まあ普通はそう思うだろうな。だがな、もしその遺体があがらんかったらどうだ？　消えたまま出てこなかったら？」


  「そんなの出てこなくてもよ……」


  「遺体が出てこない状況で、残った家族があいつは川にすむ龍りゆう神じんに連れていかれたんだと、あの子は天てん狗ぐに攫さらわれて断崖から飛んでいったんだと、主張し始めたらおまえはどうする？」


  「はぁ？　なんだ、そのむちゃくちゃは」


  「むちゃくちゃか……しかしな、誰も見ておらんのだぞ。そいつが消えたところを誰も見ていない限り、おまえはどう否定する？　──悪魔の証明と同じだ、否定のしようがないのだよ。遺体が出ない以上、確証がないのだから、おまえの常識的意見とはどこまでも平行線だ。よって天狗に攫われた、すなわち神隠しにあった、という可能性は絶対に消すことができんのだ」


  「で、でもさ……」


  「でも、はない。まさに有名なシュレーディンガーの猫又だ。箱を開けられなければ吾輩の生死はわからん。見ていない神隠しの否定はできんのだよ」


  　不満そうにまだ何か言いたげな命だが、邪魔なのでぐいと後部シートに押しのける。


  「それで、そのすべてを見ていたという少年は、今どうしている？」


  　緋乃香が前を見ながら、ぴくりと眉まゆを顰ひそめた。


  「いるわよ。ちゃんと、まだ──私が張った結界の中にね」


  「……そうか」


  　結けつ界かいの中ということは、神隠しを起こす禍まが々まがしい何かがまだ少年の近くにいるということだ。


  　緋乃香の話の中で、すべてを見ていた彼は『もういいよ』と答えていない。すなわちまだ〝かくれんぼ〟の途中なのである。隠れて『もういいよ』と叫んだ子どもたちと、かくれんぼに参加したのにまだ消されていない彼との違いは、そこである。


  　つまりその魔物なり妖よう異いなりの何かはまだ狙ねらっているのだ、隠す機会をな。


  「その少年を守る──それが、おまえが受けた依頼なのだな？」


  「そういうことよ。彼の様子がおかしいことに気がついた両親がね、ほかの子が消えたその日の晩にはいろんなツテを頼って、私のところにまで少年を連れてきたの。そしてその子の背後には間違いなく妖よう異いの気配があったから、私は憑つき物落としを試みた。でも──駄目だったのよ。私では憑いている存在が何なのか、それを見極めることさえ無理だった」


  　神隠しを起こす何か──伝承では、それは天てん狗ぐであり、狐きつねであり、河童かつぱでありと多た岐きにわたる。だからその正体は別にして、神隠しを起こす妖異は一ひと括くくりにこう呼ぶのだ。


  　──隠し神、とな。


  「少年たちが消えた日から、もう三日。そろそろ限界なの。昨日きのうから、その子にはね『もういいかい？』と自分に訊たずねかける声が延々と聞こえているみたいなの。──周りに誰もいないのにね」


  　緋ひ乃の香かの話を聞いていた命みことが、ぶるりと身を震わせるのがバックミラー越しに見えた。……おまえ、本当にこの手の話に弱いなぁ。


  　しかし『もういいかい？』と呼ぶ声か。


  　その声に『もういいよ』と定番どおりに答えたらどうなるのか、そんなのは試したくもないことだな。


  　鬼役の子が消えたのは、さしずめ役目を放棄したからだろう。かくれんぼを放り出して逃げたときから鬼ではなくその子は人──すなわち隠される側へと転じていたのだ。


  　きっと何かのタイミングで口にしてしまったのだろう、『もういいよ』とな。


  「正直に言っておくわ。もう私にはどうしていいかわからない。その子の背中からにじみだし始めた濃密な気配、あれは私の手には負えない。結けつ界かいが破られるのも、もはや時間の問題よ」


  「──ほかにはおるのか？　ほかに、かくれんぼをしていた隠された連中は」


  「手に負えないってわかったとき、興信所を使ってそれも調べさせたわ。答えは──いる、よ。決して数は多くないけど、一週間ほど前から市内で何人かの子どもたちが消えている。想像だけどその子たちもきっと、かくれんぼをしていたのだと思うわ」


  　だろうな。そういう妖異、怪異の類たぐいなのだろう。


  　──夕暮れにかくれんぼをすると〝隠し神〟に隠される。


  　こんな言い伝えのある地は多い。まさに相手は生きつ粋すいの隠し神ということか。


  「警察はどうしている？」


  「聞いた話では、困惑しているみたいね。理由がわからない、原因も不明。まさに神隠しだって──そう噂うわさしているみたい」


  「はん？　なんだ、ちゃんと真実にたどり着いておるではないか」


  　思わず苦笑する吾わが輩はい。しかし解決できないからには、だからどうしたという話なのだが。


  「誘ゆう拐かいという線を考慮して、まだ発表は控えているみたいね。でも最初に消えた子からもう一週間、そろそろ公開捜査に切り替えるころよ。救いは三日前の事例が最後、というところかしら。神隠しを起こしている妖異が、私の結界の中にいるのだから当然といえば当然なのだけど。でも──」


  「ここで失敗すれば、また神隠しを起こす妖よう異いが野放しになるというわけか」


  　そういうことよ、とは緋ひ乃の香かは言わず、ただ沈黙で答えた。


  　なるほどな。いやはや、蓋ふたを開けてみればなかなかに手応えのありそうな事件ではないか。


  「どう？　臆おくしたかしら？」


  「ん？　馬ば鹿かにするなよ、このぐらいの怪事件は春はる子こといくらでも解決してきたわ」


  　……まあ、その春子がもういないのだが。


  　吾わが輩はいはちらりと後部シートへと目を移す。耳に手をあてたまま「もう怖いとこ終わったか？」と訊たずねる命みことがそこにいた。


  　こいつを春子の代わりにするのは力不足にもほどがあるが、まあなんとかなるだろうよ。


  



  　秋あき葉ば神社の社しや務む所しよ内。


  　タイトスーツを畳の上に脱ぎ捨て、緋乃香は既に吊つるしてあった小こ袖そでと緋ひ袴ばかまに着替えている。


  　そして最後の締めとばかりに白い水みず引ひきで、黒髪をきゅっとうなじの後ろで縛った。


  　一本にまとめた髪がふさりと背の半ばにまで垂れ、同時に緋乃香のまとう気配が一変する。


  　凜りんとした眼まな差ざしに、涼すず風かぜのように清せい廉れんな表情。


  　鼻の下を伸ばしゲヘゲヘしていたさっきまでの雰ふん囲い気きはどこへやら、今は緋乃香を前にするだけで粛しゆく々しゆくとした気分に駆かられそうになる。


  　もはや緋乃香は完全に、清浄を旨むねとする一人の巫み女こと化していた。


  　その豹ひよう変へんぶりに、思わず吾輩も「ほぉ」と声を漏もらす。


  　──この切り替えが桜さくら子こにはできんのだ。これが己おのが使命と役目を意識している荒あら津つ家け長女と、遊びの延長との違いがまだ見えきっていない現藤ふじ里さと当主との一番の差なのである。


  　やはり緋乃香は、荒津の憑つき物落としだということだ。


  　せっかくの高級外車の内装を無駄にオタク仕様に改造する、そんな喪も女じよであっても──いざ自分の役目を果たすとなれば、自然と意識が切り替わる。これでこそ本職というものである。


  「いや、見事に化けるもんだね……それはどこのキャラのコスプレ？」


  「先生、本物に向かってコスプレはないでしょ、コスプレは。いくらなんでも怒りますよ」


  　両手を腰の前で合わせた姿勢のまま、緋乃香が苦笑する。


  　まああの車の中を見た後では、命でもなくともそう言いたくなるわな。


  「それじゃ、案内しましょう」


  　そう言って吾輩と命を従え社務所を出た緋乃香は、社しや殿でんへつながる渡り廊下をまっすぐに進んでいく。


  「おい……まさか、社殿におるのか？　その憑かれた少年は」


  「……そのまさかよ。さすがに本ほん殿でんは無理だから、今は幣へい殿でんに結けつ界かいを張っているの。もう私の結界でも、神しん前ぜんでしか防ぎようがないのよ」


  　それを聞いて「うーむ」と唸うなる吾わが輩はいの首根っこを、ひょいと命みことがつまみあげた。


  「おい、なんだその本ほん殿でんとか幣へい殿でんってのは？」


  「ああん？　ググれ、カス」


  「こんな場所でどうやってグーグル先生に教えを請うんだよ。いいから教えろって」


  「本当に面倒くさい奴やつだな……簡単にいえばだな、社しや殿でんは社やしろ全体のこと。その中でご神体を祀まつる場所が本殿、本殿に向かって幣へい帛はく──つまり供く物もつを捧ささげる場所が幣殿だ」


  「さらに補足すると、神社でもっとも清浄なのが神様の降りる本殿で、その次が神様に捧げ物をする幣殿、と思ってください。本殿なんて論外ですけど、本当は幣殿にだって不浄な妖よう異いを入れることはあってはならない屈くつ辱じよくなんです。それぐらい切せつ羽ぱ詰まってるんですよ」


  　だろうな……神職が自社の弊殿をそんな目的で使うなど緊急事態そのものだ。それぐらい、今の少年の状況は危ういのだろう。


  　さすがの命も、吾輩と緋ひ乃の香かの目つきからやばいと感づいたのか、口を閉じる。


  　そして緋乃香は拝殿と幣殿がつながった社殿の引き戸を開け、


  「ここからは神しん前ぜんです、どうぞお謹みください」


  　そう言って中へと入っていった。


  「……おい、つつしむって何をだ？」


  「とりあえずおまえは、妄想でも慎んでおけ」


  　適当にあしらわれ、ふて腐れた命を放ったまま、吾輩も社殿の中へと入る。


  　とたんに、真冬の朝のようなピンと張り詰めた空気が吾輩を包んだ。これぞ不浄を厭いとう社殿の、淀よどみのない澄み切った気配である。


  　本来ならば心が洗われるような、そんな空気であるはずなのだが、


  　──緋乃香が屈辱と言ったのがよくわかる。粘ねん着ちやく質しつのどろりと濁にごった、まさに妖よう気きとでも呼ぶべき凝こごった気配が、この神前の場に混じりこんでいたのだ。


  「……あれか」


  　本殿入り口の手前、秋葉神あきばのかみが御おん前まえに神しん道とう式しきの結けつ界かいが張られていたのだ。


  　青く葉の繁った身の丈ほどの榊さかきを四よ隅すみに立て、それぞれを注し連め縄なわで結び紙し垂でを下げている。


  　──榊は境さか木き、神の空間を穢けがれた人の世界と分かつための徴しるしである。清浄である社殿に、さらに清浄を保つべく張られた結界。


  　その中で血の気の失せた顔の少年が、膝ひざを抱えたままガタガタと震えていた。


  　目の色も、動きも尋じん常じようではない。絶えず目玉を動かしては、自身の死角を見ようと本殿中を見まわし続ける。その様はいもしない羽は虫むしを追っているかのようにさえ見えた。


  　緋乃香は結界が破られるのも時間の問題と言っていたが、それより先にこの少年の精神がもたんのではないかと吾輩は思う。


  　どちらにしろ、もはやいくばくの猶ゆう予よもなかろう。


  　吾わが輩はいを追って社しや殿でんへと入ってきた命みことも「うわっ」という声を上げた。


  　異常な気配に当てられたようで、身を縮こまらせながら何もない周囲の空間を見渡している。


  「すごいなここ。それで……結けつ界かいって、あれか？　問題なのはどっちの子なんだ？」


  「──ん？　どっち、だと？」


  「だからさ、あの注し連め縄なわの中にいる二人の子どものうち、どっちの子が憑つかれてるのか、って訊きいてんだろうがよ」


  　そう言って命が指さした結界の中では、変わらず例の少年が一人で震えていたのだ。


  「おまえ……ひょっとして、見えとるのか！　そこに何かがいるのだな？」


  「信じられない、本当に神隠しを起こす妖よう異いが見えるなんて……」


  　立て続けにまくしたてた吾輩と緋ひ乃の香かを前に、疑問符を頭に浮かべて命が首を傾かしげる。吾輩が提案したことながら、毎度こいつの目には驚かされる。


  　そのときだ──神しん前ぜんの場の中に混じる凝こごった空気が、その密度を増した。


  　注連縄で結ばれた四本の榊さかきが同時に、ガザガサと音を立てて揺ゆれる。


  「まぁだだよっ!!」


  　嗚お咽えつの混じった少年の叫び声が、天井の高い社殿中に響き渡る。


  「……また始まったわ」


  『もういいかい？』という声が少年には聞こえ続けている──緋乃香が言っていたのはこのことか。


  　再び、榊が激しく揺れた。


  　それに応じて血走った目玉をひん剥むいた少年が「まぁだだよっ！」と泣き叫ぶ。歯の根が合わず、いつ舌を深く噛かむかもわからんほど震えていた。


  「……命、何が起きておるのか説明しろっ！」


  「な、何がって……震えている男の子と、隣に俯うつむいた女の子がいて、それから『もういいかい？』って声が遠くから聞こえてきてさ」


  「待て……声まで聞こえておるのか、おまえはっ！」


  「えっ？　えっ？　いや聞こえるだろ、こんなにはっきりとさ…………あっ！」


  　命が最後に意味のわからぬ声をぽろりと零こぼしたとき、社殿の中の気配が急激に変質した。


  　それはまるでふくらみすぎた水風船が破裂でもしたかのごとく、ぶしゅっという鈍にぶい手て応ごたえと同時に、腐り爛ただれたような空気が緋乃香の張った結界の中からあふれ出したのだ。


  　そして──、


  『もう……いいでしょう？』


  　今度は、吾輩にも聞こえた。


  　暗い歓喜と情念が染みた、か細い少女のささやきが、吾輩の尖とがった耳の中から聞こえたのだ。


  　その声の気配は外がい耳じからするりと侵入して内ない耳じを満たし、ゆっくりじわじわと首筋の内側を伝い全身を侵おかしていく。皮一枚下を怖おぞ気けが伝でん播ぱし、爪つめの先まで至ったその恐怖は震えとなって再び四し肢しから頭へと上がってきた。


  　吾わが輩はいでさえも金かな縛しばりに囚とらわれそうになるような、そんなおぞましい声。


  　命みことは当然ながら、それは緋ひ乃の香かにも聞こえたのだろう。


  　あぁ、と声を絞ると命はその場で腰砕けに尻しり餅もちをつき、緋乃香は両耳を押さえて何かを振り払うように必死で頭を振っていた。


  　それから、気がつく──『まぁだだよ』の声が、まだ返っていない。


  　次の瞬間、少年が悲鳴を上げながら緋乃香の結けつ界かいから飛び出していた。完全に錯さく乱らんし、声から逃げるように社しや殿でんの外へつながる引き戸に向かってまっすぐ走る。


  「も……もう、いやだぁ！　　もう……もういいよっ!!」


  　少年の口から出た決っして言ってはいけない言葉──ささやいた少女の含み笑いが聞こえたような、そんな気がした。


  　……なんてこった。止めようにも、吾輩はこの体である。子どもとはいえ、全力で駆かけ抜ける人間一人を止めることなどとうてい不可能だ。


  　命は完全に茫ぼう然ぜん自じ失しつで、やむなく吾輩は緋乃香の肩に跳び乗ると、まだ両手で塞いだままの耳へ向け叫んだ。


  「おい、緋乃香！　しっかりせんか！　このままでは少年が隠されるぞ！」


  　その声に応じて、緋乃香がようやく我を取り戻す。


  　すぐに状況を把握するも、しかしもう遅い。


  　少年は緋乃香と命の間を駆け抜け、引き戸を乱暴に開け放したまま、外へと飛び出した。


  「追え、緋乃香！」


  「わかってるわよ！」


  　吾輩も緋乃香の肩から飛び降り、そして緋乃香を従えて外へと出る。


  　瞬間──何もない空から、一足の靴くつが降ってきた。


  　その子ども用の靴は吾輩と緋乃香の目前をゆっくりと落下し、地面に落ちる。そして鞠まりのようにころころ石畳の上を転がると、まるで脱ぎそろえたかのごとく綺き麗れいに左右が並んだのだ。


  　──神隠しは、靴だけが残る。


  　少年が社殿の外に飛び出してから、ここまで数秒しかたっていない。


  　なのに夕暮れどきの神社の境内には、もはやどこにも少年の姿は見あたらなかったのだ。


  「……なんてこと」


  　外に出ようとしていた姿勢のまま、緋乃香が手を添えていた引き戸をぐっと握りしめる。


  　──吾輩たちの敗北だった。


  　その事実に思わず打ち震えそうになる。


  　しかし、思いにふけるよりも早く、背後から吾輩に怒鳴り声が浴びせられた。


  「おい、化け猫っ！　これは……どういうことだよ!?」


  　やっと我を取り戻した命みことが、色の失せた顔に目を吊つり上げて立っていた。


  「……どうもこうもない。吾わが輩はいたちの負けということだ、あの少年は隠されたんだよ」


  「あぁん？　誰がそんなこと訊きいた！　そうじゃねぇよ、そうじゃなくて、私が訊きたいのは、なんで──なんで、あいつがここにいたのかってことだよ!?」


  「……あいつ？」


  「そうだよ！　さっきの少年の隣にいた、俯うつむいた少女のことだよ!!」


  「おまえは何を言っておるのだ？　何を見たのだ、いったい？」


  「……どうして、どうしてだよ！　どうして、あんな鬼みたいな角つのを生やしてさ、あいつがこんな場所にいるんだよ！　なんであの少年の横で俯いていたんだよ！　それで、どうしてその後に煙みたいに消えちまうんだよ！　ありえねぇだろ、あんなのさ……まるで人間じゃなかったみたいじゃねぇかよ！」


  「落ち着け、命！　吾輩にもわかるようにちゃんと説明しろ」


  「わかんねぇのかよ！　だからさ、だからどうして──沫まつ莉りが、こんな場所にいんだよっ！」


  　…………沫莉、だと？


  「なんで沫莉が、あんな鬼みたいな顔と姿で『もういいでしょ』なんてささやいたのか、それを教えろって言ってんだよっ！　このバカ猫がっ！」


  　──馬ば鹿かな！　何を言っているのだ、命！　沫莉、だと？


  　──沫莉がささやいただと？


  　なら、あのおぞましい声は沫莉の声だった、というのか？


  　だったら……それではまるで沫莉が……沫莉が、隠し神ではないかっ！


  巻ノ七　千里眼と生成りの親子


  



  　やはり命みことを連れてきたのは正解だったと、つくづく感じる。


  　思ったとおり命の目は、吾わが輩はいと緋ひ乃の香かでは見えない多くのことを映してくれていたのだ。


  　落ち着きを取り戻した命に見たものを整理させ、それでいろいろな状況がわかってきた。


  　命が「どっちだよ？」と聞いたとき、その目には憑つかれた少年のほかにもう一人、白い服を着た少女が見えていたのだ。


  　最初、その少女は俯うつむいていたらしい。だからそれが誰なのか、わからなかった。


  　目を血走らせ膝ひざを抱えて震え続けている少年の横にぴたりと添い、少女は正座でうなだれる。


  　その姿はどちらも異常であり、異質な雰ふん囲い気きであり、はたしてどちらが憑かれた側の子どもなのか、命にはわからなかったそうだ。


  　だが俯いていた側の少女が面おもてを上げたとき、状況は一変した。


  　気配が変わり、空気が淀よどみ、それからあの身の毛もよだつ声が、その場の全員の耳元でささやかれたのだ。少年に向けてしかささやいていないのに、その場にいる全員が同調させられてしまった。


  　しかし命が震えた理由は、そのおどろおどろしい気配に当てられたことだけが原因ではない。


  　少女の妖よう異いが見せたその顔に、覚えがあったのである。


  　少年の横で俯き座っていた少女の姿の妖異は、国くに東さき沫まつ莉りだった。


  　面を上げた無表情な沫莉。少年が「もういいよ」と口にした瞬間に、その姿には角つのが生えて牙きばが生えた。それは鬼の面めん相そうだった──命は吾輩にそう語ったのだ。


  　その内容に吾輩が驚いたのは当然だが、しかし生なま成なりの件を知らぬ緋乃香までもが、命が口にした少女の名に反応したのは意外だった。


  　緋乃香は沫莉という名を聞き、その名前には覚えがある、と言ったのである。


  　沫莉の名に覚え、とはどういうことか？


  「それは説明するよりも見てもらったほうがいいわ」


  　そう言って緋乃香がもってきたのは十人近い氏名が連なった表であり、その表の一番上、そこには〝国東沫莉〟と書かれていたのだ。


  「車の中で話したわよね。かくれんぼをしていた例の子どもたちのほかに、消えた子どもがいないか興信所に調べさせた、って。この表はね、その調査結果なのよ。この名前は消えた子のもので、そして横の日付はその子が消えたと思われる日」


  　沫莉の名の横に書かれた日は、ちょうど一週間ほど前。


  　それは生成りとの一夜が明け、そして藤ふじ里さと邸ていから沫莉が帰っていった、あの日の日付だった。


  　つまり吾輩たちに手を振って母親のもとへと戻っていったその日に、沫莉は行方ゆくえをくらましていたと、そういうことになる。


  「おい……嘘うそだろ……」


  　命みことが無意識に声を漏もらす。吾わが輩はいとて何かの間違いだと思いたい。


  　しかし氏名の漢字も年齢も、あの沫まつ莉りとまったく同じなのだ。同じ市内でのこと、もしこれが本当に偶然で別人ならば、それはどれほど天文学的な確率だろうか。


  「時系列的に一番初めに消えた子だったから、何かあるかもしれないと名前を覚えていたのだけど……これは、やっぱりというべきかしらね」


  　ため息の混じった緋ひ乃の香かの声に、命がきっと目を吊つり上げる。


  「おい、やっぱりってなんだよっ！　やっぱり沫莉がどうしたってんだよ！　言ってみろよ！」


  　頭に血の上った命が詰め寄る。だが憑つき物落としの巫み女こに意識が切り替わっている緋乃香は、血けつ相そうの変わった命を前にしようが少しも怯ひるまない。


  「先生、怒っても何も結果は変わらないわ。どんなに怒ってもね……その国くに東さき沫莉という少女が神隠しを起こす妖よう異いと化している事実は、残念ながら変わらないのよ」


  「て、てめぇ!!」


  　緋乃香の胸ぐらに手を伸ばそうとした命の手を、吾輩は横から尻尾しつぽでたたき落とした。


  「やめんか、命」


  「止めんな、化け猫！」


  「今のは緋乃香が正論だっ！　緋乃香は沫莉を悪くいったのではない、教えてくれたのだ、沫莉の状況をな。この表がなければ、吾輩だって確証はもてなかった。むしろ緋乃香に礼を言わなければならんほどだ」


  「だけどよっ！」


  「黙れっ！　冷静に状況判断もできない子どもはもう喋しやべるな、耳みみ障ざわりだっ！」


  　いつにない吾輩の迫力に、目は三角のまま、しかし奥歯を噛かみ締めて命が黙る。言いたいことを無理やり我慢し、すべて胃の底へと沈み込ませた感じだ。命の眦まなじりに涙がたまっていく。


  　…………すまんな。


  　本当はな、吾輩だって認めたくはないのだ。あの沫莉がこんなことになっていたなんてな。


  　しかし状況証しよう拠こがここまでそろっているのなら、それはもう認めなければならんだろうよ。


  　認めなければ、解決させるための次の段階へ進めんのだ。


  　……子どもに向かって正面から子どもだなど、我ながらひどいにもほどがある言い草だよ。


  　むしろ大人げないのは吾輩のほうだな。


  　吾輩も、本当はおまえと同じなのさ。冷静さを欠いているのだよ。


  　だから、すまんが許してくれよ、命。


  「──緋乃香、幾つか訊ききたい」


  「答えられることなら」


  「だいじょうぶだ、ただの状況の確認だよ。──まずは一連の神隠しは、沫まつ莉りがいなくなった、その後から始まっている。それで間違いないと思うか？」


  　吾わが輩はいの言葉に、静かにうなずく緋ひ乃の香か。


  「その沫莉という少女の前に、神隠しと思われる事例は起きていない。そうね、普通なら最初の被害者という可能性もあるのだけど……でも、先生が見ているからねえ」


  　──そう、命みことは見ているのだ。沫莉が、神隠しを引き起こしたところを。


  「その子が隠し神と化したことで、そこからほかの子の神隠しが始まったと、そう考えるのが正しいでしょうね」


  　だろうな。沫莉がかくれんぼをする子どもたちを隠している、それでたぶん間違いない。


  「ではな、これだけの怪かい異いを起こす妖よう異い。おまえの目から見て消えた国くに東さき沫莉の状況はどうなっていると思う？」


  　それを私に言えというの？　──緋乃香が冷たい目で吾輩を非難した。


  　答えがたいことを訊たずねている自覚は吾輩にもあるが、それでも同業である緋乃香の意見をはっきりと聞いておきたいのだ。慎重に、見落としがないように判断するためにもな。


  　吾輩は、すまんと小さく頭を下げる。


  「先生が見た姿では角つのと牙きばが生えていた──つまり鬼になっていたということよね？　この国では、古くは死者を鬼きと呼ぶ。まさに文字どおりでしょうよ、鬼き籍せきに入っているのよ。あれだけのことを起こせる以上、生なま半はん可かな妖異ではないわ。まず間違いなく死んでいるでしょうね」


  　緋乃香の言葉に、バンと命が柱をたたいた。


  　それはただの八つ当たりだ。吾輩が黙れと言ったから、術者同士の話し合いに口を出せぬから、ものに当たることで命は感情を表現しているのだ。


  　鬼となっていた沫莉──命もそれが意味する不吉さを直感しているのだ。だから苛いら立だつ。


  　聞いた限り、緋乃香の推測はどれも正しい。それは傍観者としての立場から可能性が高いほうを、選択して出ている結論だからだ。


  　だから吾輩も、ここからは私情を消す。


  　事態を収束させるために、冷静に陰おん陽みよう師じとして思考しよう。


  　……それが鬼となってしまった、沫莉のためであると信じてな。


  「なあ緋乃香、これは吾輩からの嘆たん願がんだ。この件な、一つ吾輩に任せてはくれないか？　悪いようにするつもりはない、万が一のときはしくじったのは荒あら津つではなく、藤ふじ里さとだと吹ふい聴ちようしてくれていい。だから、頼む。吾輩の思うようにやらせてくれ」


  　テーブルに前足をついて深く頭を下げる吾輩。尖とがった耳を見ながら緋乃香は目を細め、


  「……いいわ。どうせもう私にはお手上げだもの。この神隠しの怪異、あなたに託しましょう。好きにしてみればいい。私は猫ねこ又またの指示に従う。お手並みを拝見させていただくわ」


  



  　神隠し、というのは決して消えた人間が帰ってこない怪かい異いではない。


  　無論、そのまま消えてしまって二度と戻ってこなかったという伝承も多い。だがそれでも帰りきては、再び日常の生活へと戻る、そういう昔語りもまた無数にあるのだ。


  　故ゆえに方法さえしくじらなければ、きっと子どもたちは帰ってくるはずだ。


  　それもおそらくは──かつて沫まつ莉りがかくれんぼで隠されていた、この押し入れからな。


  　──そう吾わが輩はいがいるのはあの廃はい屋おくの中。押し入れの前にまさに今、吾輩は立っていた。


  　かくれんぼをする子が次々と隠される怪異と、国くに東さき沫莉がつながったとき、吾輩がまっ先に思い出したのがこの押し入れである。


  　──縁側で沫莉が語ってくれた母との思い出。


  　幼おさなかった沫莉は父親の暴力から逃のがれるため、この押し入れに隠されていたのだ。


  　それは、母の扮ふんした鬼が「もういいよ」と声をかけるまで出てきてはいけない、鬼から隠れるのではなくて鬼によって隠される、そういう──特別な、かくれんぼ。


  　隠し神と化した沫莉が、この特殊なかくれんぼのルールに従い、子どもたちを隠しているのはまず間違いない。


  　それは秋葉神あきばのかみの神しん前ぜんで、少年が隠されたときのことを思い返せば明らかだ。


  「もういいよ」という声の直後に消された少年。


  　命みことの話ではそのとき沫莉の顔が、鬼へと変わっていたという。


  　すなわち沫莉は、そのかけ声で鬼と化したのだ──沫莉の遊ぶ、特殊なかくれんぼの鬼にな。


  　そんな馬ば鹿かな、と思うかもしれん。だが、鬼が巡めぐるのがかくれんぼという遊びの本質だ。


  「もういいよ」と声をかけられた沫莉が子を隠す。


  　──それで、辻つじ褄つまが合ってしまうのである。


  　だからこそ、子どもたちが帰ってくるのならば、ここなのだ。


  　鬼に扮した母によって沫莉が隠されていた押し入れ。


  　次に沫莉が鬼となったのなら、隠すべきはここであるべきなのだ。


  　件くだんの押し入れを開けてみる。そこは今は誰もいない、がらんどうの空間だった。


  　本物の妖よう異いによって隠されたのだ、そうはたやすく見つかるはずがない。


  　しかし、きっとこの押し入れが出入り口となるはずである。


  　──思えば桜子と出会ったとき、どうしてここに沫莉はいたのか？


  　訊たずねてはいないが、その理由に見当はついている。


  　たぶん沫莉は思い出していたのだ。生なま成なりとなってしまった母の、最も優しかったころをな。


  　この押し入れは、沫莉にとって母親からの愛情の象徴なのである。


  　だからこそつらいとき、沫莉はたった一人でこんなところに籠こもっていたのだ。


  　ここまで母を慕したう少女が、どうしてこんな目に遭あっているのだろうか？


  　……おそらく、沫莉は殺されて、その死体を隠されている。


  「たぶんそれが真実なのだが、命に説明したように、茉莉の死体がみつかるまではそれもまた神隠しなのである」


  　それは今起きている他の神隠しとは違う、引き金となる最初の神隠し。そこから後の神隠しはすべて本物の怪かい異いだが、沫まつ莉りが消えたその神隠しだけは違う。


  　まだ沫莉という隠し神がおらぬのだから、沫莉を隠した神隠しが本物のはずがないのだ。


  　故ゆえに生なま成なりとこの神隠しの件は、つながった一連の事件なのである。


  　思い返せば今回の件、すべては鬼の物語として解釈できるのだ。


  　どうして吾わが輩はいは、沫莉と縁側で語ったあのときに気がつかなかったのだろう。


  　もっと吾輩に洞どう察さつ力りよくがあれば、ひょっとしたら沫莉の身に起きた神隠しを、止めることができたかもしれんのにな。


  　命の見けん鬼きをも超える沫莉の目──千せん里り眼がん。


  　その千里眼という名の由来もまた実は鬼なのである。


  　媽ま祖そという道どう教きようの女神が使し役えきする目の優れた緑の鬼の名、それが千里眼の名の由来なのだ。


  　つまり千里眼とは鬼のこと。


  　沫莉とその母の親子は、互いに鬼だったということになる。


  　今にして思えば、千里眼をもつ沫莉の「鬼を祓はらって」という言葉──あの一言は、いったいどの鬼を示していたものだったのだろうかな？


  　吾輩は深読みをしてみたくなる。


  　ひょっとしたら、今のこの惨さん状じようを沫莉は千里眼でなんとなく予知していて、無意識にあんな曖あい昧まいな言葉を放っていたのではなかろうか。


  　鬼を祓ってと、桜さくら子こが頼まれたときから始まったこの事件。


  　それは鬼の母に睨にらまれた、鬼の力をもつ娘が本物の鬼と化し、そして次々と隠し鬼をしてまわる、こういう一つなぎの鬼の怪異譚たんなのだ。


  　だが、まだ──まだ役者がすべて出そろっていないのではないか、と吾輩は疑っている。


  　千里眼は生成りによって隠されて、隠し鬼となった。


  　とはいえ──それであの沫莉が、こうも他人に害をなす、本物の鬼と化すのだろうか？


  　生成りが憎しみから成るように、人が鬼と化すときは必ずそこに怨おん念ねんが絡む。


  　確かに……殺されればそこには怨念が生まれよう。それが普通の人間の心だ。


  　しかし、今回は沫莉なのである。


  　あの少女が、そこまで──母親を怨うらめるだろうか？


  　もちろん、沫莉の母とてあれほど沫莉を愛していたのに、鬼に変わるほどの憎ぞう悪おに囚とらわれた。


  　同じように、吾輩の思いも寄らぬほどのことがあって、沫莉もまた怨みに心を支配されているのかもしれない。


  　だがそれがどうにも、吾輩には腑ふに落ちないのだ。


  　これはただ吾わが輩はいの希望的観測かもしれん。けどな、あの沫まつ莉りならば、仮に母に殺されたって母を許してしまいそうな、そんな気がするのである。


  　だから、吾輩はこう考えている。


  　どこをどう切り開いても蛇じやは出ずに、鬼しか出てこない今回の怪事件。しかしそれでもまだその奧には、別の鬼が潜ひそんでいて、そしてその鬼こそが、沫莉を本物の鬼へと変えている真犯人ではないかと、感じているのである。


  　緋ひ乃の香かがこれを聞いたら、こんな話は一いつ蹴しゆうするかもしれん。


  　そんなとってつけたような推測はただの願望よ、と笑うかもしれん。


  　それでもな、吾輩は信じたいのだ。


  　──まあとにもかくにも、最初の神隠しを崩す、命みこととヤクモの報告待ちだ。


  　開けた押し入れを元のように閉める。


  　今はあの二人からの連絡を待つしかない。まだ早いが一応メールをチェックしておくか。


  　そう思い、部屋の隅すみに置いたカバンを開けようとしたところで、誰かが階段を軋きしませ上ってくるのに気がついた。


  　──たぶん、緋乃香だろう。


  　吾輩の指示に従うと言った緋乃香には、とある役目を与えてこの廃はい屋おくの一階で待機させている。何か確認したいことでもあって、上がってきたのだと思う。


  　動くなと言ってあったのだが……連絡が入る前だからまだいいがな。それでも持ち場を離れるな、と文句をつけてやろうと振り向き、そして吾輩は完全に固まった。


  　…………いや、吾輩だけではない。


  　四つ足で、首だけ入り口に振り向かせた吾輩を見て、階段を上ってきたその相手も同様に目を見開いたまま硬直していたのである。


  　まだスマホを手にしておらんかったのは、不幸中の幸いだ。胡座あぐらをかいてリュックを漁あさっている姿なぞ見られていたら、それこそごまかしがきかんところだった。


  　月明かりが入り込んでくる廃屋の廊下に立っていたのは誰であろう────桜さくら子こだったのである。


  　んなっ!!　と状況も鑑かんがみずに吾輩の喉のどから奇声が上がりそうになる。


  　それを打ち消してくれたのは、それより先に噴き出した桜子の仰ぎよう天てんの叫びだった。


  「えっ、うえぇぇぇっ!!　…………タ、タマ？　……タマ、だよねぇ!?」


  　制服姿のままの桜子が、子ども部屋へ入ってくるなり吾輩の前へぺたんと座る。それから吾輩を両手で持ち上げじっと股を凝視した。


  「うん、間違いない！　こいつは間違いなく…………うちのタマだよっ!!」


  　…………おいっ！　どこ見て、どこで判断しとんだ、おまえはっ！


  　抗議の意味も込めて低く「にゃあ」と一鳴きすると、少し落ち着きを取り戻した桜子は小さく咳払いをしてから吾わが輩はいを下ろした。


  「はぁ……それにしても、びっくりしたぁ。って、なんでこんなところにいるのよ、タマ。猫の縄なわ張ばり圏内ってこんなにも広いんだっけ？」


  　床ゆかに置いた吾輩を見み据すえながら、座ったままで桜さくら子こが首を傾かしげる。


  　……むしろ『なんでこんなところに』と[image: ]きたいのは、吾輩である。どうしておまえがこんなところにおるのだ？


  「……あっ、でもタマがいるならちょうどいいか。ねぇ、タマ。あそこに何かいたみたいだけど、あなたには見える？」


  　そう言って桜子が指さしたのは、吾輩が以前確認した『鳴や屋なり』のいた場所だった。


  「猫にはいろんなものが見えるんでしょ？　タマには何か見えない？」


  　……そうか、そういうことか。


  「って、そんなこと言われても困るよね。答えられないもんね」


  　最後に、たははと笑う桜子の顔を見上げ、吾輩はどうして桜子がこの廃はい屋おくに来たのかおおむねの事情を察した。


  「ふぅ……私さ、やっぱり才能ないのかな。これじゃ緋ひ乃の香かさんに、どんなことを言われたってしようがないよね。足手まといって……そんなの当たり前だよね」


  　──桜子がこの廃屋に来た理由、それはかつてここにいた妖よう異いを見にきたのだ。


  　いや、あわよくばまたいたならば再び祓はらってみよう、とさえ思っていたのかもしれん。


  　藤ふじ里さと邸ていを除けば、桜子が出会ったことがある妖異は裏山でのあの妖よう狐こと犬いぬ神がみと、それとほかにはこの廃屋だけだ。


  　さすがに裏山での件はすべてカタがついているとわかっているのだろう。


  　だからここに来た、自分が妖異に触れたことがあるこの廃屋にな。


  　──愚おろかだよ、桜子。現実はな、そんなＲＰＧロールプレイングゲームみたいに楽なもんじゃない。そうやって適当に妖異を祓えばどこかで経験値が上がるとでも思っていたのか？


  　そんなことよりも先に考えることも、思うべきことも、おまえにはあろう？


  「ここにも鬼がいたみたいなんだよね……命みことにも沫まつ莉りちゃんにも、それが見えていたみたいなんだけど。でも私には何も見えなかった。ただ部屋が揺ゆれていただけ。何がどうなっていたのか、さっぱりわからなかった」


  　吾輩が書いた符を一枚、桜子が懐ふところから取りだす。そしてそれをぺたりと壁に貼はる。


  　当然、何も起きない。


  　ここにはもう『鳴屋』もいなければ、符も間違っている。


  　いくら桜子の呪じゆ力りよくが強かろうが、それでは何も起きるはずがないのだ。


  　そして……仮に何かが起きていようとも、桜子にはそれさえわからないのである。


  「ねぇ？　どうしたらいいのかな？　私はどうすれば、本物の陰おん陽みよう師じになれるのかな？　どうすれば……命みことや沫まつ莉りちゃんみたいに見えるようになるのかな？」


  　──正直いえば、あの居間での件以来、吾わが輩はいは桜さくら子この今後に対して悩んでいた。


  　あの日、確信したのだが、桜子の霊的なものに対する見えなさは、異常なのだ。


  　力の弱い『鳴や屋なり』が見えないぐらいならばまだわかる。しかし桜子はあれほど大量にいた餓が鬼きも一匹として見えていない。たぶん生なま成なりを前にしても桜子には見えんかっただろう。


  　生身をもった吾輩を除けば、桜子に見えた妖よう異いは八はち尾びだけ。あの最強の妖よう狐こだけが、唯ゆい一いつ桜子の目に映った妖異なのである。


  　はっきりいおう、そんなのは一般人以下だ。命の逆で、まれに鈍感で見えにくい者もおるのだが、桜子の目と感覚はそんな域を遙はるかに下回っている。


  　おそらく昔からこうだったのだ。陰おん陽みよう師じにするつもりがなかったから、吾輩も春はる子こも気がつかなかっただけなのだ。


  　──誰よりも優れた術者として生まれたはずの、藤ふじ里さとの七代目。


  　桜子を跡あと目めにすることは諦あきらめていたから疑問を挟まぬようにしていたが、こうなってみれば、はたして〝藤里の七代目〟という縛りはいったいなんなのだろうか？


  　実は妖異が見えない桜子の目を知ってから、吾輩はある仮説を立てている。


  　ひょっとして七代目という縛りは、呪のろいだったのではないか、とな。


  　七代祟たたる、という言葉があるように、呪じゆ詛そにおいて七代目というのは特別な意味をもつ。


  　藤里家にとっては七代を重ねてようやくたどり着いた境地、しかしその絶大な力をもった七代目は宝を持ち腐れさせるように、まるで妖異が見えんのだ。


  　代を重ねて得た力が水すい泡ほうに帰きす、真ま綿わたでじわじわと締められるように、七代目で成じよう就じゆする藤里家にかけられた密ひそかな呪い。


  　ようやくの念願の七代目で、陰陽師としての藤里の名誉は逆に途絶えるのだ。


  　そう考えてみると、急にこの桜子の目と呪力のアンバランスさに得心がいくのである。


  　──いや、真相はわからんよ。これは吾輩の勝手な想像だ。そもそもそんな呪いがあったとして、それをどこの誰が、そもそも何なに故ゆえに藤里家にかけたのか。どうして当の藤里の家が、それを呪詛と見破れずに言い伝えてきたのか。矛む盾じゆんはいくらでもある。


  　だからこれは妄もう想そうといっていい、吾輩の勝手な憶おく測そくだ。


  　だが現実的に今の桜子の目は、普通に暮らすには何の遜そん色しよくもないが、しかし陰陽師としてやっていくには致命的な欠陥だった。


  　──故ゆえに、引き返させてやるならここだ、とも吾輩は思い始めている。


  　桜子は妖異の存在は知ってしまったが、見えないのだからまだ普通の生活に戻れないことはない。


  　妖異が跋ばつ扈こする裏の世界を忘れるのは無理でも、見えないからには気にせずに生きていく道を選ぶことは、まだ可能なはずである。


  　だからこそ、なおのこと吾わが輩はいは桜さくら子こに声をかけられんのだ。


  　通りすがりの猫の妖よう異いに脛すねを擦こすられたぐらいならともかく、居きよをともにする猫が本当は猫ねこ又まただとわかれば、それを気にせずに過ごせるものなどおらん。


  　吾輩の正体を知ってしまえば、世界に対する桜子の認識を、確実に固定させることになる。


  　それは進むか引くか、桜子の将来への道を狭めることになろう。


  　桜子がこんなに悩んでおるのだ、できるものなら助言の一つもしてやりたい。


  　しかし、吾輩と桜子の距離が近いが故ゆえに、それはできんのである。


  「私ね、悔くやしいよ。見えないことが悔しいんだよ」


  　吾輩に向けて桜子が独白する。その目にはいつのまにか涙がにじんでいた。


  「どこの誰かもしらない人にさ、あんな風に言われてさ、情けないんだよ」


  　桜子はやり場のない思いを吐き出し続ける。


  「これじゃ、私はおばあちゃんに顔向けできないよ。安心してねって言えないよ」


  　そして床ゆかに両手をつき、桜子がボロボロと涙を零こぼし始める。


  　今にも言葉を発してしまいそうになるのを、吾輩は必死に堪こらえていた。


  　悔しいぐらいがなんだというのだ？　苦く渋じゆうなんぞいくらでも飲み干せ。


  　つらく苦い思いを繰り返し、それでようやく指先が届く境地がある。


  　それは陰おん陽みよう師じだとかそんなこととは関係ない、もっと普ふ遍へんに近いものだ。


  　そんなつまらんことにこだわるな。顔向けだなんてな、春はる子こが聞いたら確実に鼻で笑うぞ。


  　──今は自分で苦しめ。苦しんだら苦しんだぶんだけ、きっと見返りはあるさ。


  



  　ようやく泣きやんだ桜子が、体育座りをしながら呆ぼう然ぜんと吾輩を眺めている。


  　吾輩は素そ知しらぬふり、自分の前足を舐なめては顔を撫なで、無む頓とん着ちやくに毛け繕づくろいをし続ける。


  「あ～ぁ、タマがいろいろ喋しやべれたらなぁ……もっといろいろと愚ぐ痴ちが言えるのにね」


  　まったくだな、と心中で答えて、こっそりと苦笑する。


  「もう帰ろうか。ここにいてもしようがなさそうだしね」


  　寂しそうな桜子の笑みを前に、しかしその言葉には吾輩は安あん堵どしていた。


  　当然吾輩とて、ここに来た目的を忘れていたわけではない。


  　どうやって桜子をこの廃はい屋おくからそろそろ追い出すか、その算段をしていたところだったのだ。


  　間もなくここは、荒あら事ごとの場になる。命みことたちから連絡が入る前に、なんとしても桜子には出ていってもらわねばならんかったのだ。


  　とにもかくにも同意するように「にゃあ」と鳴いたところ、桜子が吾輩の両の脇わき腹ばらに手を添え吾輩は抱きかかえられてしまった。


  　まあ適当なところで暴れて抜け出すか、そう思っていると、


  「さあ、タマも帰ろう。こんなところで何してたのか知らないけどさ、もういいよね？」


  　その一言が放たれた瞬間、


  　──部屋の中の気配が一瞬で、変へん遷せんした。


  　静かでしっとりとした夜や気きが、瞬またたく間に凝ぎよう固こし始める。


  　すーっとどこからともなく冷気が流れ込み、みるみるうちに室内に霊気が充満していく。


  　部屋の隅すみからにじむように生じてくる尋じん常じようならざる雰ふん囲い気き、異常すぎる空気。


  　──なっ！　こんな、まさかっ！


  　あの秋あき葉ば神社での神しん前ぜんのときと同じか、もしくはそれ以上の強大でおぞましい気配が廃はい屋おくの中を支配していく。


  　これは偶然だ。なんの他意もなく、たまたま桜さくら子この口から漏もれ出た言葉。


  　考えるまでもない、原因は「もういいよ」という今の一言だった。


  　桜子はかくれんぼをしていたわけではないが、しかしこの場所が悪すぎた。


  　ここはまさに所縁の、始まりの地。


  　この場所で「もういいよ」の一言は呼び水にもほどがある。


  　隠し神が────沫まつ莉りが、やってくる。


  　驚きよう愕がくしている間にも、どんどんと室内の空気は凍っていく。


  　もし隣にいたのが命みことなら、もう歯の根も合わぬほどにガタガタ震えていたことだろう。


  　しかし今吾わが輩はいを抱えているのは、桜子なのだ。


  [image: ]


  　何一つとして妖よう異いを見ること感じることが叶かなわぬ、桜さくら子こなのである。


  「あれ？　おとなしいね。どうしたの？」


  　軽い笑い声まで出しながら、桜子が首の据すわらぬ赤子を抱くように吾わが輩はいを抱え込む。


  　──やはり何も感じていないのだ、この異常な気配を。


  　この緊急事態を、桜子は何一つとして理解していない。


  　吾輩は桜子の手から逃げようとするのだが、あまりの妖気の濃さに四し肢しが総そう毛け立だち、思うように動かない。


  　そうして、


  



  　闇やみが一段と濃い部屋の隅すみに、いつのまにか少女が立っていた。


  



  　桜子の背後、おかっぱの髪を左右に垂らした白い服の少女が、俯うつむき立っていたのである。


  　その姿は、命から聞いていたのとまったく同じだ。


  　今度は力が強すぎたのか、それともこの場所故ゆえなのか、


  　吾輩の目でさえも──沫まつ莉りが見えていた。


  「さてと……晩ごはん食べてないから、何か買って帰ろうか。タマは何か食べたいものある？」


  　何もわからず、桜子は無む邪じや気きに笑う。


  　笑うその口からは、既に『もういいよ』の言葉は放たれている。


  　だからだろう、ギシギシと軋きしんだ動きで俯いていた沫莉が、ゆっくりと面おもてを上げてくる。


  　その最中のことだ──沫莉の背後の闇から、信じられぬほど巨大な下した顎あごが突如出現した。


  　まるで宙に描えがかれた書き割りのごとく、鼻の下から顎先までで床ゆかから天井とほぼ同じ大きさの口。


  　閉じた唇くちびるからも突き出した、上下二本の牙きばが生えたそれは、巨大な鬼の口だったのだ。


  　うなだれた沫莉の顔が、完全に正面を向く。


  　それは命が言っていたように角つのを生やし、牙を伸ばした間違いなく鬼の顔。


  　だが──沫莉は泣いていたのだ。


  　申しわけなさそうに、寂しく悲しい目で吾輩を見つめながら、滂ぼう沱だと涙を垂れ流して沫莉は泣いていたのである。


  　直感する──これは沫莉の意思ではない。


  　やはり、沫莉は怨おん念ねんで鬼になどなっていない。


  　そして巨大な鬼の口が、がばりと口こう腔こうを開けた。


  　漂ただよう臭気、部屋を覆おおうほどのその口の奧にあったのは──闇だった。


  　この部屋の隅にたまった闇など比べものにならん、生きつ粋すいの重く冷たそうな闇だった。


  　それを見た瞬間後先も考えず吾輩は身を反らせ──、


  「逃げろっ！　桜さくら子こぉっ!!」


  　と、桜子の鼻先で叫んでいたのである。


  　同時に、桜子の時間が止まる。


  　見開き切った目がぴくりとも動かず、鋭するどい表情の吾わが輩はいの顔を見返していた。


  　桜子はただパクパクと口を開き、そして何かを言おうとして──。


  　瞬間、突風が吹き抜けた。


  　室内だというのに桜子の背後、鬼の口からいきなり吹き荒れた猛烈な強風。


  　とっさのことで耐えることもできず、吾輩をつかんでいた手を桜子が離す。


  　そのまま流れるように吾輩は風に飛ばされ、土壁へとぶつかってから着地した。


  　それは一瞬のこと。吾輩自身もほんの瞬まばたきした程度のこと。


  　しかし、風がやんだとき──そこにはもう、桜子の姿はなかったのだ。


  　沫まつ莉りも、鬼の口も当然のように跡あと形かたもなく消えている。


  　そして、どこからとも知れぬ天井の闇やみの中から、一足の革かわ靴ぐつが降ってきたのだ。


  　それは畳の上で跳ねてころころと転がり、吾輩の目の前でぴたりと左右がそろう。


  　この革靴が誰のものなのか、考えることさえも馬ば鹿か馬鹿しい。


  　小刻みに鼻をひくつかせながら、一足の靴を前に何も言葉の是無い沈黙。


  　それを破ったのは階段を駆かけ上がってくる人の足音だった。


  「何、いまの凄すさまじい気配はっ！　奴やつが来たの？」


  　子ども部屋の入り口に、一階で待機していなければならんはずの緋ひ乃の香かが立っていた。何があっても持ち場を離れるなと言い含めておったのだが、さすがに今の隠し神の気配にはいてもたってもいられなかったのだろう。


  「なんでもない、おまえは気にせんでいい」


  「気にしなくていいって……さっき玄関から誰かが入ってきたでしょ！　指示に従って動かないでいたけど、さすがに今の気配を感じたら──」


  「なんでもない、と言っておるだろうがっ!!　いいから、戻れ！」


  　緋乃香のほうには顔を向けず、吾輩はただ目の前の革靴を見ながら怒鳴り上げる。


  　しばしの無言。


  　そこで諦あきらめたのか察したのか、緋乃香はゆっくりと足音を響かせながら一階へと戻っていく。


  　その間、吾輩はただじっと奥歯を噛かみしめていた。


  　ざらついた舌で無意味に上うわ顎あごを舐なめて気を散らしながら、少しでも冷静さを保つことだけに努めるも、冷たい汗が幾筋も流れていく。


  　落ち着け──落ち着くのだ。


  　自分の失態など、あとでいくらでも自じ虐ぎやくすればいい。


  　責めたければ、あとで好きなだけ自分を責めろ！


  　だが……今は駄目だ。今は頭を鈍にぶらせるな。不要なことは一切考えんでいい。


  　必要なことだけを考えろ。状況を整理しろ。


  　──桜さくら子こは、神隠しにあった。


  　それは間違いがない。どれだけ信じたくなかろうとも、否定はできん。


  　ならば、どうする？


  　どうしたらいい？


  　神隠しは──帰ってこない怪異ではない。


  　手順さえ間違えなければ帰ってくる怪異だ。


  　ならば────現状の、ままだ。


  　このまま間違いなく、今の計画を確実に進めるのだ。


  　そうすれば、きっと帰ってくる。


  　桜子もほかの子どもたち同様に、絶対に帰ってくるはずだ。


  　信じろ、自分の判断を。疑いたくなっても曲げるな。


  　今の焦あせった吾わが輩はいよりも、さっきまでの吾輩が考えていたことのほうが、よほど信頼できる。


  　そうして暗がりに紛まぎれるように置いていたカバンから、吾輩はスマートフォンを取り出した。


  　まだ命みこととヤクモからの連絡はない。


  　──そろそろあいつらが発見してもいいはずだ。


  　まだか？　まだなのか？


  　吾輩は胡座あぐらをかいて腕を組み、目を閉じたままひたすらに待つ。


  　一瞬、さっきの沫まつ莉りの泣き顔が、ちらりと瞼まぶたの裏をよぎった。


  　……おまえの意思ではないのはわかってる。だから、泣くな。


  　おまえが隠してしまった桜子もほかの子どももな、みんな必ず吾輩が帰してやる！


  



  
    ◇ ◇ ◇

  


  



  　錆さびにまみれたトタンが外壁の、二階建ての古い造りのアパート。昭和の映画に出てきそうなというか、一九七〇年代の雰ふん囲い気きとでもいったら伝わんのかなぁ……もっとも私は生まれてさえいないんだけどさ。


  　とにかく、そんなお世辞にも立派とはいいがたいこの古いアパートが、沫莉の家らしい。


  　そのアパートを前に、私は電信柱と近所の家の壁の隙すき間まに隠れてじっと張り込む。


  　って、そんなんベタすぎんだろ、と我ながらツッコミたくなるような不審者っぷりだが、ほかに隠れる場所がないんだから、これはどうしようもない。


  　幸い電灯がないタイプの電信柱だ、遠目なら薄うす闇やみに紛まぎれて周辺の住人にも気づかれないだろうと思う。……ただし私一人なら、なんだけど。


  　私の背後、電信柱からはみ出ている影がもう一つあった。


  　私と見知らぬ家との壁の間には、ヤクモにしてヤクモならざる、かの二・五次元級美少女──ヤクモちゃん（仮）がしゃがみ込んでいたんだ。


  　なんでも、私に付き添え、化け猫からメールをもらったらしく、携帯電話で地図を確認しながらここに私がたどり着いたとき、このヤクモちゃんの姿で既に待ってやがったんだ。


  「って、お姉様、もうちょっと前に詰めてくださいよ。私、さっきからお姉様と壁に挟まれて大変なんですから。少しお尻しりがでかくなっちゃったんじゃないんですか？　……脂肪で」


  「黙れ、このケモナーホイホイ！」


  　カチンときたので後ろに体重をかけて寄りかかってやると、自分の口でご丁てい寧ねいに「むぎゅう」とか言いやがった。──イラっとくる。


  　……ふぅ、どうもこいつ相手だと調子が出ない。中身があのけむくじゃらの穴あな熊ぐまモドキなのはわかってんだけどなぁ。


  　なんというかこの妖怪改め幼怪を前にすると、美顔機能を使いすぎてえらいことになってる写真でも見せられたような、妙に不安で、落ち着かない気持ちにさせられるんだよ。


  「……なあ、おまえさ何にでも化けられる狢むじななんだろ？　だったらさ目立たないように猫とか犬とかさ、そんなのには化けらんないのかよ」


  「もちろん化けられますよぉ────断固拒否しますけど」


  「……うん、わかった。だったら百歩譲ゆずってさ、桜さくら子この姿とかどうだ？　同じ制服なら、幼よう女じよと二人で並んで立ってるより目立たないしな」


  　本当は女子高生が二人で道端の電柱の陰に隠れていたら、それこそ職しよく質しつコースまっしぐらなんだけど、それでもこの姿のこいつといるぐらいなら、私はそっちを選ぶさ。


  　なのにまあこいつときやがったら、


  「はい、そうですねぇ────だが断ことわる、です」


  「だから、なんでなんだよ！」


  「ふぅ……まったくお姉様は、少しもわかっちゃいないのですよ。いいですか？　人にはそれがむちゃだとわかっていても、無理を通さねばならない、そんなときがあるのです」


  　……うん、それはあるにはあるだろうけどな、それが今かと問われれば激しく疑問なんだが。さらにそれ以前に……おまえ、人じゃねぇし。


  「そう、かつてわたしはこの姿を〝需じゆ要よう〟と言いました。しかし市し場じようの〝供きよう給きゆう〟は今や飽ほう和わ状態です。ならば過当競争を生き残るために、私もまた自身の差別化を図らなければなりません。具体的には次元の壁の半歩先まで突とつ貫かんしてやろうと、神の領域に達してやろうと思っているのですよ。──わかってください。この姿は私とこの世界との、いわば聖戦なのですぅ！」


  　チェンジ!!　化け猫さん、こいつチェンジっ！


  　今こいつが言ったこと、少しも私の訊きいたことに対する答えになってねぇし！


  　ただの紙一重な、こいつの痛い主張なだけだしっ！


  　帰れよ！　頼むから帰ってくれよ、今すぐにさっ！


  　元の姿のときは案外と話せる毛むくじゃらだってのに、どうしてヤクモちゃんの姿になるとこうなっちまうんだか……。


  　頼むから、こいつは藤ふじ里さと邸ていから外には出さんでくれ、化け猫さん。


  　どん引いた私が、電信柱と抱ほう擁ようする形でヤクモちゃんから距離をとる。


  　そんな心理を知ってか知らずか、ドヤッとした顔で、にへらっと笑いながらヤクモちゃんが私を見上げていた。


  　それがまた悔くやしいことにドキドキしそうなほど可愛く見えてさ、〝ほっこりしつつも、はらわたが煮えくりかえる〟という脳が焼き切れそうな感情が、私の胸の内で吹き荒れた。


  　ったく……なんで、こんなのと二人組なんだよ、本当にさ。


  　──そう。そもそもどうして沫まつ莉りの住むアパートの前、こんな不本意な組み合わせで、大昔の刑事ドラマみたいな張り込みをしているのかというと、すべては化け猫の指示だった。


  



  



  『おまえは、沫莉を見つけてこい』


  　それが沫莉の名が書かれたリストを見た後、社しや務む所しよの中で化け猫が私に振った役割だった。


  『沫莉を見つけるって、そんなのどうすんだよ？』


  『簡単だ、沫莉の家に行け。半分は吾わが輩はいの勘だがな、沫莉はおそらく自分の家の台所の床ゆか下したにいる』


  　台所の下って……ひょとして口減らし、ってこと？　──そんなことを緋ひ乃の香かが言っていたけど、化け猫はまるで無視して、真剣な目で私を見続けた。


  　その目に気け圧おされるように、私も訊ねる。


  『……そこに沫莉がいるのか？　そこに監かん禁きんされている沫莉を、助けてくればいいんだな？』


  『いや……生死は関係ない。吾輩は見つけてこいと言ったのだ。おまえは母親の手で隠されてしまった沫莉を見つけさえすれば、それでいい』


  『何を言ってんだよ！　関係ないって、そんなの……ダメだろ。生きてなきゃ見つけても意味ねぇだろうがよ！』


  　テーブルをたたいて詰め寄る私だが、化け猫はぴょんと伸びた眉まゆ一つ動かさない。


  『意味はあるさ。人であるおまえが沫莉を見つけてやれば、神隠しが崩ほう壊かいする』


  『──はぁ？　なんだそりゃ』


  『そうだな……〝浦うら島しま太た郎ろう〟で考えるか。おまえでも知っておろうあの昔話は、太郎の視点で書かれた竜りゆう宮ぐう城じようでの生活が中心となる。しかし仮にその視点を太郎の両親に変えた場合、あれは神隠しの物語へと様変わりするのだ。竜宮城での生活を知らん両親からすればな、太郎はある日浜辺で消えてしまった隠された子どもにほかならんのだよ。海神に、神隠しされたのだ』


  　化け猫が話したたとえを想像し、私は思わず「おぉ」と反応してしまう。そこに畳みかけるようにさらに化け猫がかぶせてくる。


  『だからな、神隠しは消えた本人のものではない。神隠しは残された側が、語る怪異なのだ。浦うら島しま太た郎ろうは本当に神隠しだが、仮に誰も見ていない隙すきに突然の荒波に太郎が攫さらわれていようと、それはきっと同じく神隠しとして語られたはずだ。つまり神隠しというのは、レッテルなのだ。消えた理由がわからぬが故ゆえ後から貼はられるレッテル、それが神隠しという怪異の正体だ』


  　思わずうなずく私。


  『だからな、おまえは見てこい。そして、暴あばけ。隠し神と化した茉まつ莉りの神隠しは、神の仕業ではなかった。母という人の手による所業だったと、白日のもとにさらせ。それで茉莉の神隠しのレッテルがはがれる』


  『それでか。……わかったよ、行くよ。見てきてやるさ。でもな、今さらその神隠しが人間のものだって暴いて、それでどうなるどうなるっていうんだよ』


  『おまえが見つけたその瞬間から、茉莉が消えた理由は神隠しではなくなる。人の仕し業わざになるのだ。神隠しされ、隠し神となった茉莉は、それで人間へと戻る』


  『人間へ、だって？』


  『神隠しにあい、隠し神となった茉莉。言わずもがな、そこに関係性がないはずがない。神隠しにあったからこそ茉莉が隠し神になったのなら、その論理が崩れるわけだ。神隠しでなければ、そいつはもうただの拉ら致ち監かん禁きんだよ。神に連れられ神となった可能性が消えてしまえば、残っているのはただの人だよ』


  『なるほどな……』


  『そして人には、本物の神隠しなぞ起こせん。なればその矛む盾じゆんは、沫莉が起こしたほかのすべての神隠しにまで波は及きゆうする。タイムパラドックスのようなものだな、始まりの神隠しが本当はなかったなら、そこから始まったほかの神隠しもまたすべて、連鎖的に消しよう滅めつすることになる』


  『……でもよ、それですべての神隠しが消えたとして……そこに残ってんのは』


  『──だからな、見つけてきてやれ。沫莉が、そこにいることをな。見つけてやって、神隠しを崩ほう壊かいさせ、おまえが沫莉を隠し神から解放してやれ』


  　──最後まで化け猫は、沫莉を助けてこいとは言わなかった。


  　それがどういう意味かは、バカな私にだってわかるさ。


  　わかっているんだよ……本当は私にだってさ。


  　でも認めたくなんかないんだ。


  　この目で見るまで、納得なんか少しもできねぇんだよ。


  『……期待はせんことだぞ、つらくなる』


  　語り終えた後の化け猫にポツリと言われたその言葉に、私はぐっと涙がせり上がりそうになるのを堪こらえた。


  　──いいよ、それでさ。どんだけ後からつらくなっても、それで構わねぇよ。


  　要はさ神隠しってのは、よくわかんねぇから神隠しなんだろ？


  　うやむやになってわかんなくなっちまってるから、神隠しってことになんだろ？


  　だったらさ、決め付けんなよ。最初から決め付けないでやってくれよ。


  　消えてから、もう一週間。たとえありえないとわかっていてもさ……でも誰か一人ぐらいは信じててやらなきゃ、あんまりにも沫まつ莉りがかわいそうすぎるじゃねぇかよ！


  



  



  「……だいじょうぶですか？　お姉様」


  　ヤクモちゃんに名を呼ばれて、はっと我に返る。


  　少し意識が記憶に入り込みすぎていたようで、ほんの少しだけ私の眦まなじりは霞かすんでいた。荒くなった息を気づかれないように静かに整える。


  「ああ、だいじょうぶだよ」


  「それはよかったです」


  　私が何を考えていたのか、知ってか知らずかヤクモちゃんが薄く微笑ほほえむ。


  　……たぶん表情からして前者だろうな。中身は化け猫といつも一緒にいるあいつだ、これぐらいのことは察するだろうよ。


  　少し気まずく思うなか、ヤクモちゃんがゆっくりと沫莉の住むアパートの玄関を指さした。


  「気をつけてくださいね…………もう出てきていますよ」


  　ぎょっとして目を向ける。


  　言われたとおりアパートの前、そこには身なりを小こ綺ぎ麗れいに整えた中年の女性が一人立っていた。思わず電信柱の陰で、ぐっと身を縮める。


  　アパートの中から出てきたということは、おそらくあれが沫莉の母親。


  　──沫莉を隠したであろう、生なま成なりの母親だ。


  　外廊下の蛍光灯に照らされて、かろうじて顔が判別できる。確かに、ほんの少しだけ沫莉と似ているようにも感じた。


  　しかしそれよりも何よりも、その疲れた表情が気になった。いや、薄暗がりだから本当はそこまで細かく表情なんか見えないさ、でも雰ふん囲い気きからにじみ出てるんだよ。なんといったらいいのか、濃い疲労のオーラとでもいうようなのが全身から出ていたんだ。


  　母親はドアノブを握って、外から何度か回す。


  　ふと気がついたのは、ノブを回していない左手に包帯が巻きつけられていたことだ。ギプスとかではなくて、自分で巻いたかのような雑な巻き方に見える。


  　ひょっとしたら──沫莉は抵抗したんじゃないのか？


  　必死で抗あらがって、母親の左手を引っ掻かいたり噛かみついたりして……そんなサスペンスドラマの見すぎのような想像が一瞬浮かぶも、縁えん起ぎでもないことだと打ち消す。


  　もしかしたら沫まつ莉りが風か邪ぜでも引いて寝こんでいるんじゃないかと、そんな望みもまだ私は捨てていないんだ。


  　私が神社で見たあの鬼も、化け猫と緋ひ乃の香かの推測も、みんなすべて間違いでさ、実は沫莉はちょいと風邪をこじらせて家から出られなかっただけだった、なんてそんなオチでさ。


  　それで私が急に家に入ってきてびっくりして、まだふらふらしてるのにお茶なんか出そうとして、んで私が代わりにやろうとしてお茶っぱを台所にぶち撒まいちまったりとかな。


  　それで、それでさ「最近、お母さん優しくなったんですよ。昔みたいに戻ったんですよ」って布団に横になりながらも、本当に嬉うれしそうに笑ったりなんかしてさ──。


  　そんな拍ひよう子し抜けな結末でも、いいじゃねぇか、私はそれを期待しているんだよ。


  　沫莉の母親がアパートから去るのを、僅わずか十数メートルという近さから息を潜ひそめて待つ。


  　そして私たちに気づかないまま歩き去ったのを確認して、ようやく私とヤクモちゃんは電信柱の隙すき間まから抜けだした。


  　私とヤクモちゃんは足音を忍ばせ、沫莉のアパートの前に立つ。


  　ドアノブに手を伸ばして回すが当然、玄関には鍵かぎがかかっていた。念のため郵便受けの中から鍵を探してみるが、出てきたのは何通かの督とく促そく状じようだけだった。


  　──さて、ここからどうしたものか？　まあ正直、鍵ぐらいは予想していたよ。最悪は窓でも割ろうかと思っているが、それはできればしたくない。隣近所の表札を調べて、とりあえずこのアパートに住人はほとんどいないとわかっているけど、それでも私は善良な小市民ですとも。そんな手荒な手段は倫理的な抵抗が大きいんだよ。


  　ここは穏おん便びんにいきたいんだけどな、と腕を組み唸うなっていると、ヤクモちゃんが急に私の前へ割り込んだ。


  「下がってください、お姉様」


  「下がれって……何すんだよ、おまえ」


  「今から、このドアに魔法をかけます」


  「魔法!?　……妖よう術じゆつの間違いじゃないのか？」


  「いいえ、魔法ですよ。いいから後ろを向いて目をつぶっててください。魔法は人に見られちゃいけないものなんですから」


  　もやもやと納得のいかないものを感じるが、しかし私にアイデアがあるわけでもなく、こいつに何をやらせようと別に損はない。まあうまくいけばもうけもんってやつだよ。


  　だから言われたままに、私は後ろを向いて両目をつぶった。


  「いいですか？」


  「ああ、別にいいぞ」


  「えっと、まずは……ちちんぷいぷいのぉ～、それから開けゴマのぉ～、ここをこうして引っかけながらこっちを押さえて、そんでもって…………えいや」


  　────カチャリ。


  「って、うぉいっ！　ちょっと待てぇっ！」


  　何の抵抗もなくなめらかに滑った金属の音に、思わず反射的に振り向いてしまう。見てなくても、ドアノブを握んなくても音でわかるよ。


  　こいつ鍵かぎもないのに今、確実に何かでするりと開けやがった。


  「おまえ今、何をした！」


  「ですから魔法ですって」


  　キランと星でも飛びそうなな勢いで片目をつぶり、首を傾かしげてにぱっと笑う。


  　しかし……私は騙だまされない。


  「いや、その背中に隠した両手はなんだ。ちょっと見せてみろ」


  　振り向いた瞬間ちらっとだが、針金みたいなのを握っていたのが見えた気がするんだが。


  「野や暮ぼですねぇ、あれだけ見ないでくださいって言ったのに。──ダメですよ、魔法は人に見せちゃいけないものなんですから」


  「……あくまでも、魔法って言い張るつもりか？」


  「あたりまえじゃないですかぁ。だって女の子ってのは、み～んな魔法が使えるんですよぉ」


  「私はおまえみたいな、そんな魔法は使えねぇよ」


  　……っていうか、どこの特殊なファンタジー世界だ、ここは。女の子なら誰もが使える魔法が〝アンロック〟とか、そんな世界観は嫌すぎるにもほどがあんぞ。


  「まあまあ。ほらお姉様は女の子の字の上に〝腐〟がついてしまう、亜人種ですから」


  「謝れっ！　全国の同志に本気で謝れ、てめぇは！　っていうか、そもそもおまえは女子ですらねぇじゃねぇかよ！」


  　ったくよぉ……けどまあ、とりあえず魔法としておくか。


  「……とにかく、いくぞ」


  　は～い、と間延びした声で応じ、私の背後にぴったりとヤクモちゃんが張りつく。


  　そして蝶ちよう番つがいの軋きしむ、反った木目の化粧板が剥はがれかけたドアを開けた。


  　部屋の中は暗く、私は靴くつを脱いで上がると天井から下がった電灯の紐ひもを引いた。


  　カチリと音がして二度、三度と白い光が瞬またたき、薄暗いぼやけた明かりが六畳ばかりの室内に灯ともった。


  　じーという羽は虫むしが焼けるような鈍にぶい音。丸い笠の旧式な蛍光灯は、本来なら二灯を嵌はめて使うのだけど、最初から一灯しか嵌まっていない。だからなのか、部屋の四よ隅すみにぼんやりと闇やみが残っているような、いいようのない薄暗さがこの家にはあった。


  　これまた予想どおりというか、見た目どおりというか、中は広くはない。というよりも今、私とヤクモちゃんが一緒に立つ、この六畳一間のみ。


  　あとはトイレと風呂場、壁で区切られていない台所があるだけだった。


  　この部屋にあるのは足が不ぞろいのテーブルと、それから角が割れた小さなプラスチック製の簞たん笥す、あとはあとは…………それだけ。


  　──これが、母と子の二人暮らしの部屋だって？


  　何もない。机やエアコンはおろか、テレビでさえもこの部屋にはない。


  　こんな……こんな部屋で、沫まつ莉りは何を思い夜を過ごしていたのか。


  　夜になってから仕事に行く母を、沫莉は無音に近いこの部屋でどうやって待っていたのか。


  　そしてその母の魂たましいが鬼となってしまったとき、おまえさえ、いなければと毎夜睨にらまれながら、沫莉はこの寒々しい部屋で、何を感じていたのだろうか。


  　……そりゃ、あの廃はい墟きよの押し入れにだって逃げ込むだろうよ。


  　私はさ、どうしてもっと最初から、沫莉に優しくしてやらなかったんだろうな。


  「お姉さま、急がないと」


  「……わかってるさ」


  　私は沫莉を捜す。押し入れの中、風ふ呂ろ場ばの中、トイレの中──こんな狭い部屋だ、少女一人が潜ひそめる場所なんていくらもない。すぐにめぼしい場所はなくなり、


  「どこ捜しているんですか！　ここです、早くここを開けてください。私ではなく、まず人の目で見つけてあげてください」


  　そう言ってヤクモちゃんが指さしたのは、台所の板の間────床ゆか下した収納の蓋ふただった。


  『──かつてこの国では、台所は姑しゆうとめと嫁の空間だった。家の中に存在した男子禁制の、女だけで閉ざされた空間。そういう場所にはな、秘密が生まれるのだ。故ゆえに母親が自分の産んだ子を隠すのなら……それは台所の床下なんだよ』


  　──脳のう裏りに蘇よみがえった、化け猫の言葉。台所の床下を捜す、その理由。


  　だからこそ……ここは捜したくなかった。もし本当に沫莉をここで見つけてしまったら──。


  『口減らし──おまえには信じられんかもしれんがな、この国がまだ豊かではなかった、台所が土間という土の床だった時代には、これは確かにあった土ど俗ぞくなのだ。生活の苦しい家の母親はほかの家族を生かすため、自分で産んだ子を殺し密ひそかに埋めたのだ。台所という自分だけの空間に、家の外にはバレぬようこっそりと、母親は泣きながら自分の子を隠したんだよ』


  　回転する金属の取っ手を回して持ち手を引き出す。


  「急いでください、タマちゃんが待ってるんですから」


  「わかってる！　わかってるよっ！」


  『だから沫莉の家に侵入したら、台所の床下を捜せ。長年培つちかわれてきた人間の本能や風習というのはそう変わらん。人は無意識に先人のとった轍てつを踏むものだ。沫莉が吾わが輩はいと緋ひ乃の香かが考えているとおりの運命にあっておれば、その場所は十じつ中ちゆう八はつ九く──台所の床ゆか下しただよ』


  　頭の中で勝手に再生される、吐き気を催もよおすほど嫌けん悪おしそうな、その内容。


  　──私は信じない、認めない！


  　だからさ、私は化け猫の冷淡な推測とやらをせせら笑ってやるため、二の腕に力を込めて重い蓋ふたを持ち上げて──。


  　蓋と床とに開いた僅わずかな隙すき間まから、鉄くさい血の匂においがあふれ出てきた。


  　とたんに、自分の体からすっと体温が失われていくのを実感した。怖おぞ気けというその冷たい手が私の心臓を握り、それは血管を伝って腕を抜けて、蓋をつかんだ指先を凝ぎよう固こさせる。


  　蓋の隙間からは糸状の、無数の黒いものがはみ出していた。


  　それはどう見ても人の髪の毛であって、つまり……つまり、この蓋のすぐ下には…………。


  　い、いやだ……開けたくない！　見たくない！


  　切に、そして刹せつ那なに願う。


  　しかし力が抜けて震える指先でつかんでいた蓋は驚くほど重く、まるで何者かの悪いた戯ずらのように、滑らすようにして、私は収納口の真横へ蓋を落としてしまった。


  　暗さがにじむ掠かすれた蛍光灯の光の下、台所の床にぽっかりと開いた穴が晒さらされる。


  　それは決して大きくはなく、むしろ思っていたよりも狭くて、五〇センチと幅のないその穴の中に、


  



  　無理に膝ひざを抱えさせられた姿勢で、沫まつ莉りが入っていた。


  



  　蓋を閉めるため首は斜めに傾けられ、そうやって四角くなった沫莉が、床下の穴に詰まっていたんだ。


  　半透明のゴミ袋にすっぽりと体を包まれ、入りきらなかった首だけが袋の外に出ている。


  　その顔色は一切の血の気がない、完全な蒼そう白はく。その蝋ろう人形のような肌はだの色をした沫莉は、首を傾かしげたまま眠っているかのように目を閉じていた。


  「……う……ぐっ、うぅ……」


  　そんな動かぬ沫莉の顔を見て、私は奥歯が砕けそうなほどに噛かみ締め、爪つめで皮膚を突き破りそうなほどに拳こぶしを握り締める。


  　沫莉の体を包むゴミ袋にはところどころに赤い塊かたまりがついていて、収納部の底には刃が真っ赤かに染まったままの包丁が落ちていた。


  　絶叫が上がりそうになるのを唇くちびるを噛んで堪こらえ、喉のどを手で押さえつけて必死に耐える。


  　──今、声を上げてもどうにもならない。泣き叫んで、騒ぎを起こしたらダメだ。私はまだ、やるべきことを終えていない。


  　喉のどから声を出せぬ代わり、私はボロボロと涙を零こぼす。


  「……悪いな、沫まつ莉り。すぐそこから出してやるから、もうちょっとだけ待っててな」


  　言いながら、私は必死で自制して自分の携帯電話をポケットから取りだす。


  　そして化け猫のアドレスを開き、メールを送ろうとして、


  「いや……ちょっと待ってください！　お姉様。ひょっとして──」


  　ヤクモちゃんが私の背後から声をかけてくる。


  　しかし、その台詞せりふが最後まで語られることはなかった。


  　──バタンッ!!


  　と、唐突に開いたドアの音にかき消されたからだ。


  　あまりのことに、私もヤクモちゃんも声を失って、即座に音のしたほうを向く。


  　玄関の内側、つまり廊下のないこの狭いアパートでは私たちのすぐ背後。


  　──そこに、生身の鬼が立っていた。


  「忘れ物をしたから、戻ってみれば………これはどういうことかしらっ!?」　


  　生なま成なりの鬼が──いや、鬼の顔をした沫莉の母親が、床ゆかにしゃがんでいた私を見下ろす。


  　その母親の表情は、かつて見た生成りそのものであり、むしろ角つのが生えていないのが不思議だと、私はそんな場違いなことをとっさに感じていた。


  　血走った母親の目玉がギロリと動く。そしてヤクモちゃんを見るや手にしていたハンドバッグで、側頭部を思いきり殴り飛ばした。


  　もちろん不法侵入をしているのは私たちだ、非はこちらにある。だけど見ず知らずとはいえ娘と同じような年ごろの小さな少女を、躊ちゆう躇ちよなく全力で殴りつけたその様に寒いものを感じた。


  　殴られたヤクモちゃんが宙を飛び、そしてテーブルを倒しながら六畳間に転がる。


  「おいっ！　ヤクモ──」


  　と、僅わずかに注意が逸それた瞬間、それを狙ねらったように母親が私に飛びかかってきた。


  　かろうじて体の向きだけは反転したものの、突然襲おそってくる人間一人を跳ね返せるはずもなく、私は背中と後頭部を台所の板の間に打ちつけられる形で、母親に腹の上へのしかかられていた。


  　落とした携帯電話が壁まで転がっていく。


  　後頭部を打った衝しよう撃げきで、ほんの少しだけ意識が朦もう朧ろうとするも、しかし一瞬で目が覚める。


  　鼻と鼻が触れそうな距離に、身を乗り出した母親の、鬼そのものの顔があったのだ。


  　眉み間けんに寄った無数の皺しわの深さ、ぬらぬらと動く双そう眸ぼうに走った網あみ目めのような血管の赤さ、涙袋を染める隈くまはまるで縁ふち取どりのように濃い。


  　そのあまりの迫力に目を見開き、私は生なま唾つばと空気を合わせた塊かたまりを呑のみ込んでいた。


  「あなたたち……あの人の差し金でしょ？　おおかたお金に困って、沫莉の予知能力で一儲もうけしようと企たくらんでるんでしょ？　……懲こりないわね、その浅はかな考えのせいであんなに借金を背負わされたってのに」


  「……何を言ってんだ、あんた。私たちはそんなんじゃねぇよ」


  「でも、そうはさせないわ。あなたたちなんかに沫まつ莉りを渡すものですか。それにね、あなたの作った借金のせいで私たちまで、こんな生活を強いられているの。お金に困っているのはあなたたちだけじゃないんだからね」


  　──覚おぼ束つかず定まらない視点、不安をかき立てられる胡う乱ろんな瞳ひとみ。


  　この女は、私を見ているようで私を見ていない。


  　私ではなく、過去の記憶と自分の意識と、それらが混在した曖あい昧まいな現実の中、誰ともしれない人間に話しかけているんだ。


  　この状況を打破するため、のしかかられた私はなんとか逃のがれようと身を捩よじる。しかし鼻で笑った母親が、細腕を私の胸に乗せたとたん、とんでもない力で軽々と押さえ込まれてしまった。


  　華きや奢しやな見た目からはまるで信じられないその馬ば鹿か力ぢからに、外見は人間でも中身はまるで違うモノであるかのような印象を受ける。


  「くそっ！　なんでこんな……あんた、自分が何したのかわかってんのかよっ!?　あんた、沫莉の母親だろ？　すべてを捨ててまで沫莉を抱えて逃げたっていう、あの母親なんだろっ！　……なのにさ、どうしてだよっ！」


  　一瞬、母親の顔がビクリと怯ひるむ。だが、それも束の間のこと。


  　次に瞬まばたいたときには、母親はさらにいっそうの憎ぞう悪おが籠こもった顔で私を睨にらみつけていた。


  　悪意だけが凝ぎよう縮しゆくされたような視線に、背骨の付近の筋肉が一気に震えて縮み上がった。


  「なぁに？　あなた、そんなことまであの人から聞いているわけ？　えぇ……そうよ、そのとおりよ！　沫莉だけは助けないと、何もなくても、食べるものに困っても、沫莉の生命いのちだけは助けてあげなくちゃいけないって、そう思って私はすべてを放り投げて逃げ出したわ」


  　母親の口が、三み日か月づきのように歪ゆがむ。


  　と、思った直後、私の視界が暗転した。それは母親の体が私の顔の上にのしかかっていたせいだ。唐突さに少しだけ思考が停止する。その間に私の横でガサゴソと母親が何かを手探りする音がして──そして、私に馬乗りになったまま再び母親が半身をもたげたとき、


  　その手には沫莉の横に落ちていた、あの真っ赤かな包丁が握られていた。


  　その凶器を目にしたとたん、私の頭が「やばい！」という警けい鐘しようを激しく鳴らす。


  「だけどね、それが──あなたみたいな小娘に、女手一つで子どもを育てるその大変さがわかるの？　私は何も食べなくてもいい、でも沫莉にはおなかいっぱい食べさせてあげたい。私の服なんて着のみ着のままでいい、でも沫莉にはせめて三日は着回せるだけの服を買ってやりたい」


  　母親の目の淀よどみが、加速度的に増していた。


  　濁にごり穢けがれ、黒目がより深い闇やみに侵食されていく。


  　急激に変化していく母親の雰ふん囲い気きに、私は本能的な危険を感じ、包丁を握る母親の右手首に両手を伸ばす。


  「心からそう願ってもね──でも、今の私じゃできないのよ！　自分のことを差し置いたって、自分の娘に何も与えてあげられない……このつらさが、この惨みじめさが、あなたみたいなガキにわかるっていうのかしら？」


  「……それは、沫まつ莉りが望んだのか？　あんたにそうしてほしいって、沫莉が頼んだことか？」


  「馬ば鹿かね、あの子がそんなこと口にするわけないじゃない。人の心なんて全部見み透すかせるあの子が、私がつらい思いをしているのを知ってて、そんなこと言うわけないでしょ？　──だから、余計に腹立たしいのよっ!!　親として情けないのよっ!!」


  　母親の怒ど声せいと唾つばを真正面に浴びながら、だけど抵抗するためにつかんだ手首は離さない。


  　本当はこのまま捻ひねり上げて包丁を落とさせたいのだけど、私が両手に全力を込めているのに、母親の手首はびくとも動かない。


  　そんな私の両手を吊つり下げたまま、包丁がゆっくりと高く掲かかげられていく。


  「それでね、ある日、閃ひらめいたのよ。もしも沫莉がいなくなれば──私一人だったら、ちゃんと働くことができるのに、ってね。沫莉がいなくなって私が普通に働けたら、毎月の借金を返してもそれなりにお金が残る。そうすれば沫莉においしいものを食べさせてあげられる、服も買ってやれるって、それに気がついたの」


  「……おい、ちょっと待て。何言ってんだ、あんた……」


  「簡単なことでしょ？　沫莉という重荷がなくなれば、私はちゃんとした親になれる。沫莉さえいなければ──私が沫莉を幸せにしてやれるのよ。そう、勝手に人の心を覗のぞき込むようなあんな鬼みたいな子がいなくなれば、私の可愛い沫莉は幸せになれるの」


  　血で汚れた刃物の切っ先が、私の喉のど笛ぶえへと向いていた。


  　それがまっすぐ下りてくれば、私も横にいる沫莉と同じ末まつ路ろをたどるはずだ。


  　──正直、怖いさ。


  　でも同時に、私は母親が紡つむぎ続ける言葉の異常さにも、同じぐらいの恐怖を感じていた。


  　この人が言っている二人の沫莉。


  　すなわち人間である自分の愛まな娘むすめと、憎むべき千せん里り眼がんという鬼。


  　だけど──それはどっちも沫莉なんだよ。


  　当たり前すぎて間違いようもないほどに、そのどちらもが同じ国くに東さき沫莉という少女なんだ。


  　なのに、この女の心の中では乖かい離りしている。


  　人の沫莉と、鬼の沫莉とに意識の中で分かれてしまっている。


  　尋じん常じようならざる矛む盾じゆん──虎とらになってもまだ足りない狂気が、そこに潜ひそんでいた。


  　──そしてこれがきっと、この母親が生なま成なりとなってしまった理由だ。


  「私の可愛いくて大事な沫莉を幸せにできるのならね、あんな憎たらしいだけの沫莉なんて殺してやるわよっ！」


  「……そんなの、おかしいだろ…………おかしすぎるだろうがよっ！」


  「おかしい？　──えぇ、おかしいわね。わかってるわ、自分でも自分の言っていることが矛む盾じゆんしていることぐらいね。でも────そう、思ってしまうのだからしようがないでしょっ！　沫まつ莉りさえ殺せば沫莉を幸せにできる、って勝手に頭に浮かんでくるこの考えと気持ちは、どうしようもないじゃないのよっ！」


  　そういえば──子どものころに見た絵本の鬼おに婆ばば、あれもこんなふうに包丁を持っていたっけ。


  　目の前のこの女は、山の中で小僧を追いかけていたあの鬼婆とまるで同じだよ。


  　せめての慰なぐさめは、沫莉の目が閉じたままだってことだ。あれだけ母を慕したった少女に、母親が他人に向かって刃物を振りかざす姿なんぞ見せたくなかった。


  　それだけが唯ゆい一いつの救いだよと、そう思ったとき──私は思わず、自分の目を疑った。


  　包丁を振りかざす母親の後ろに、鬼の顔の沫莉が立っていた。


  　息を呑のみつつ、横へと顔を向ける。──しかし、違う。


  　沫莉の肉体はゴミ袋に包まれたまま、微み塵じんも動いていなかった。


  　なら秋あき葉ば神社の神しん前ぜんで見たように沫莉の魂たましいなのかとも思ったが……たぶん、それも違う。


  　雰ふん囲い気きが、気配がまるであのときとは違うんだよ。それに私が見た沫莉の顔は、こんなんじゃなかった。こんな憎々しげな表情じゃなかったんだ。


  　あいつは角つのが生えようが牙きばが生えようが、それでもその表情は哀かなしげだったんだよ。


  　──とそこまで考えたところで、はっと思いついた。今度は六畳間へ目を向ける。


  　そこには引っくり返ったテーブルしかなくて、それでわかった。


  　この沫莉は、ヤクモだ。ヤクモが化けてるんだ。


  　でも──どうして、そんな鬼の顔の沫莉に化ける？　もし母親の気を私から逸そらしてくれるのが目的なら、普通に沫莉に化ければ十分だ。なのにどうして、そんな般はん若にやの鬼の顏をした沫莉に化けるんだよ。


  　その疑問の答えを見つけるより先に、母親はヤクモが扮ふんした沫莉の存在に気がついた。


  　鬼のような顔の沫莉を前に、母親は目を見開いたまま、体のすべてを硬直させる。


  　そんな母親に対し、ヤクモ扮する沫莉が、口の端はを吊つり上げ露ろ悪あく的てきに笑う。


  　そして、母親が声になっていない絶叫を脳天から突き上げた。


  　声が声を通り越して、もう喉のどを震わせていない。声など出していないのに、その場の誰もがわかるほどの強烈な無音の魂からの叫きよう喚かん。


  　空気ではなくて、部屋中の気配が震えていた。


  　柄えが折れそうなほどに強く包丁を握り直し、ヤクモに向かって立ち上がろうとする。


  　本当なら私から離れてくれるわけだから喜ぶべきなのに、全身から迸ほとばしる気配があまりに危うくて、本能的に私は母親を押さえ込むようにしがみついていた。


  　けど、まるでホログラムを抱きしめたかのように、母親はするりと私の腕から抜け出した。


  　……いや、違った。そうじゃない。


  　母親の体はしっかりと私の腕の中にあるんだ。急に力を失いぐったりとして、むしろすり抜けるのとは真逆に、重く私にのしかかっている。


  　なのに私の前には、母親が背中を向けて立っている。


  　なら、その矛む盾じゆんを解消する答えは一つ。


  　生なま成なりの鬼が、鬼の顔の沫まつ莉りと対たい峙じしていた。


  『……おまえさえ』


  　まるで肉体と連動するかのように、生成りの手には血染めの包丁が握られている。


  　そして目を吊つり上げ、口が耳まで裂け、湿った生々しい息を吐きながら、


  『おまえさえ、いなければっ！』


  　藤ふじ里さと邸ていのときと同じ言葉を叫んだんだ。


  　しかし、そこからが今度は違う。前は睨にらむことしかしなかったのに、今は鬼の沫莉に向かって真っ赤かな刃の包丁を、ゆっくりと高く振りかざしていく。


  　それもそうだよ。何しろ今の生成りの前にいるのは、その狂信めいた妄もう想そうを具ぐ現げんしたような〝鬼の沫莉〟なんだからな。──手が出ないわけがない。


  　あえて鬼の顔をした沫莉に化けたヤクモの狙ねらいは、これなのか？


  　睨むことしかしなかった生成りに、手を出させるのが目的だっていうのか？


  　そうだとしても、私にはこの状況を黙って見ていることはできない。


  「やめろっ！　その手を下ろすな、戻せっ！」


  　魂たましいが抜けて筋肉が弛し緩かんし、重たくなった母親の体を両手で押し返しつつ、生成りに向かって私は叫ぶ。


  「母親が娘の姿をした何かに斬きりつけるなんて、そんなの考えるまでもなくやっちゃいけないことだろっ！」


  　それは、この部屋で一度は本当に起きてしまったであろう悲劇。繰り返されるその惨さん劇げきを、たとえそれが本物の沫莉ではなくても、私は見たくなんかなかったんだ。


  　しかしそんな願いが、届くはずもない。


  　鬼の顔をした沫莉は、生成りを嘲あざけるようにふふっと笑って──。


  　限界まで引き絞られた弦が弾はじけるような勢いで、掲かかげた包丁が斜めに振り下ろされていた。


  　音もなく振り抜いたまま動きを止める生成りに、部屋ごとしばし静止する。


  　それからゆっくりと、鬼の顔の沫莉が畳の上へと仰あお向むけに倒れたんだ。


  　思わず目をつぶって、顔をそむけてしまう。


  　倒れた沫莉の姿を見下ろして、生成りは生いき霊りようのくせに荒い息を繰り返し。


  　──次の瞬間。


  　生成りの気配がぎゅっと収縮したと感じたら、まるで薄手のグラスに熱湯を注いでしまったかのように、いきなりパンッと弾けたんだ。


  　そして私の目には薄皮一枚だけが凍って吹き飛んだかのように、燐りん光こうを撒まき散らしパラパラと生なま成なりの体から破片のようなものが、剥はく離りして落ちていくのが映った。


  　──なんだ？　何が起きた？


  　少しだけ唖あ然ぜんとしながらその成り行きを見守るなか、生成りが振り向いて、


  



  　その顔は、沫まつ莉りが大人になればきっとこんな美人になると思う。


  　そんな儚はかなげで綺き麗れいな女性のものだった。


  



  『まつり……』


  　沫莉の名を呼ぶ声が、私の頭の中に直接聞こえる。それはとても優しそうな声だった。


  　それだけで、十分に理解できた。


  　生成りは今──鬼から、人へ戻ったのだと。


  　生成り改め、沫莉の母の生いき霊りようが、足下からすっと消えていく。


  　それと同時に私の腕の中にある体が、むくりと起き上がった。


  　その生身の母親の顔もまた、目を疑いたくなるほどに別人だった。


  　さすがに目の隈くまはなくなっていないが、眉み間けんに寄った皺しわが消えている。表情からにじんでいた険けわしさが微み塵じんもない。


  　一転して人のよさそうな顔になった母親は、つい今まで寄りかかっていた私など見えていないように気にもとめず、いきなり狭い部屋の中を歩きまわり始めた。


  「──沫莉。どこにいったの？　沫莉」


  　まるでちょっと目を離した隙すきに、ふいと物陰に隠れてしまった娘を捜す気軽さで、母親が沫莉に向かって呼びかける。


  「もういいのよ、もういいの。出てきなさい、沫莉」


  　そう呼びながら、あろうことか沫莉の詰まった床ゆか下した収納の上を、跨またいで通り越す。


  　おそらく……母親には見えていないんだ、この部屋にいる自分以外の何もかもが。


  　それが鬼から人に戻った副作用なのか、それとも単に心の過か負ふ荷かのせいなのか、そんなの私にはわからない。


  　でも母親の目と心には、そのすぐ足下の沫莉が見えていない。


  　母親は押し入れの前に立つと、今度はその中へと呼びかける。


  「もういいよ、沫莉」


  　しかし、ふすまが開くことはない。


  　その押し入れから、沫莉が出てくるはずがないんだ。


  　のんきな母親の声──その僅わずか数歩先には、血の通っていない顔色の沫莉がうなだれていた。


  　それは間違いなく狂態だ、狂乱だ。


  　この様子を医師に見せれば、きっと母親には治療やケアが必要ということになるんだろう。


  　でも……でもさ……。


  「沫まつ莉り、もう鬼はいないのよ。お母さんが退治してあげたから。だから、だいじょうぶだから、もう出てきなさい、沫莉」


  　こんなのさ、こんな結末じゃ……沫莉があまりにも報むくわれなさすぎるだろうよっ！


  「おいっ！　こっちだ、よく見ろっ!!」


  　私の怒ど声せいに「えっ？」という声を上げて、母親がようやく私を見る。


  　さっきまで馬乗りになって包丁を向けていたのに、まるで初めて私の存在に気がついたような驚きの表情を浮かべていた。


  　──母親が大好きだった沫莉は、きっとこんなことをしてほしいなんて望んでいない。


  　でも、このままじゃ私の気がすまないんだ。


  　この母親に自分がしでかしたことを教えてやらなくちゃ、私が納得いかないんだよっ！


  「沫莉は、ここだよ。よく見ろよ、ちゃんとここにいるだろうがよっ！」


  　そう言って、私は床ゆか下したへと両手を伸ばした。ゴミ袋に包まれた沫莉をゆっくりと引き上げた。


  　抱えた沫莉の体は……軽い。驚くほど、泣きたくなるほどに軽い。


  「おまえが隠した、おまえのことが大好きだった娘をさ、忘れるんじゃねぇよっ！」


  　そうして俯うつむいたままの顏を母親へと向けてやる。


  　白い、真っ白い沫莉の綺き麗れいな顔。


  　蝋ろうよりもなお白いとさえ感じる色をした沫莉の顔を向けられて、母親の目は大きく見開いた。


  　その瞳どう孔こうの中に、娘の姿が映っている。母親の全身がガタガタと震え出し、そして崩れるようにしてふっと畳の上に倒れ込む。目は閉じられ、ピクリとも動かない。まるで意識のブレーカーが落ちたように、母親は気を失っていた。


  　それを見届け、沫莉を抱えたままの私も膝ひざが崩れた。


  　台所の板の間の上、沫莉の重みも加わって一気に落ちた私の膝小僧が痛い。


  　痛い、痛いけど、でもそんなのは気にもならなかった。


  「なんだよ、これ……」


  　手を放したことで再び沫莉の首がうなだれる。


  　色みの失せた沫莉の頬ほおに、私の目から零こぼれた涙が無数の粒となって落ちていた。


  「今さらさ……今さら人間に戻ったってさ、しようがねぇじゃねぇかよ……そんなの沫莉が死んでたら、もう何の意味もねぇだろうがよ……」


  　少しでも涙が零れるのを防ぐように上を向き、天井を見ながら誰にともなく口にした言葉。


  　けど、それに答えが返ってきたんだ。


  「いや、それが案外にな、そうでもないかもしれないぜ」


  　いつのまにか、ヤクモが私の前に立っていた。


  　……化け猫と同じぐらいしたたかなこいつだ。素直に切られるのも、何か打算があってのことだろうから心配はしていなかったが、思ったとおりだよ。


  　ヤクモが一撫なでするや肩から走った傷はすっと消え、ついでに鬼の顔もつるりと撫でると、それで鬼ではない本来の沫まつ莉りの顔になった。


  　その沫莉の姿は模したままヤクモが「よぉ」と声を出し胡座あぐらを組んで座る。


  　こんなときだというのに、その飄ひよう々ひようとしたいつもの口く調ちように少しイラッとしながら応こたえる。


  「……どういうことだよ」


  「どうやら、まだ気がついてないみたいだね、命みこと嬢ちゃんよ」


  「……だから何がだよ」


  「ほんと鈍にぶいねぇ。よく見てごらんよ、沫莉嬢ちゃんのゴミ袋についた血の跡をよ。ぱっと見の印象が強いから気がつかなかったのかもしれねぇが──そいつは、外側からついた血だぜ」


  　言われて「えっ？」と声を上げ、改めて腕の中の沫莉を見直す。


  　──言われたとおりだった。


  　袋の血は外からついていた。触ってみると固まった血が粉となってポロポロと落ちる。


  　内側からはまったくついていなくて、大量の血けつ痕こんはすべて外側からついていたものだった。


  　だとしたら変だ。沫莉の体はゴミ袋の中に入っているわけで、刃物で切られていたらどうしたって内側に血がついていなければおかしいんだよ。


  「だからな、その血は沫莉嬢ちゃんのものじゃないのさ」


  「この血が沫莉のじゃなかったら、誰のだっていうんだよ。これだけの量だぜ、ちょっとやそっとの傷じゃねぇぞ」


  「わかってるさ。むしろちょっとの傷じゃないからこそ──」


  　そう言ってヤクモが腕を伸ばした先は、沫莉の母親だった。


  　畳の上でくの字になって倒れた母緒の、放り出されていた左腕に手を伸ばし、


  「その血は、この母親のものなのさ」


  　手首に巻かれていた包帯を、一息でひっぺがした。


  　沫莉が抵抗した傷なんじゃないかと勝手に思っていたその左手の包帯の下は──まだ血のにじんだ無数の刃物傷だった。


  　手の甲から手首にかけ、骨すら見えるんじゃないかと思う深い傷跡が、段を作るようにして幾つも並んでいた。その傷の生々しさに、思わずゴクリと唾つばを呑のむ。


  「……おい。なんだよ、これは」


  「命嬢ちゃんはさ、この母親を娘を憎む生なま成なりだ、本物の鬼だって思ってんだろうがな……でもな、この母親だってきっと苦しんでいたのさ」


  　──母親が苦しんでいただって？


  　沫莉をこんな目にあわせた、この母親が？


  「本当のところは俺おれにもわかんねぇよ。あくまでも今の状況と、旦だん那なから又聞きした沫まつ莉り嬢ちゃんの話を合わせての推測さ。──おそらくな、沫莉嬢ちゃんが家に帰ったあの日には、もうこの母親は限界だったのさ。生活苦からくるつらさで、沫莉嬢ちゃんを殺そうとする寸前だったんだ。そしてその自分の中に存在する狂気を自覚していたからこそ、この母親は沫莉嬢ちゃんを台所の床ゆか下したに隠したんだよ」


  「……どういうことだよ」


  「一緒にいたら沫莉嬢ちゃんを殺しちまう。それが自分の娘だとわかっていてもな、不ふ条じよう理りな過去から生じた現在の苦境に対する憎しみは、沫莉嬢ちゃんに向かっちまう。だからさ、自分の目に入らないようにしたんだ。かつて父親の目からもそうしたように、自分の中の生なま成なりから沫莉嬢ちゃんを隠したのさ」


  「それで……そんな理由でこの母親は沫莉を床下に押し込めた、っていうのか？」


  「たぶん、そうさ。でも自分で隠したんだ、場所はわかる。わかっているから、殺意を堪こらえられなくなる。そうやって生成りに心を支配されるたびに、母親は床下の蓋ふたを開けたのさ。──でも、そこまでだ。娘へと伸びてしまう手を、自みずから刺すことで必死で止めたんだ。沫莉嬢ちゃんの姿をその目で見ながら、この母親が刺し続けたのは自分の手だったんだよ」


  　──めちゃくちゃだ、そんなの。


  　確かにそれでゴミ袋の外についていた血も、床下に落ちていた血染めの包丁も、説明がつく。そして実際に母親の左手という証しよう拠こもある。


  　けど、けどさ。


  　もしそれが本当なら、そこに整合性なんてない。まるっきり母親の心は、ちぐはぐだ。


  「俺は妖よう異いだからわからんがな、でも人ってのは常に自分の心の中でせめぎ合いが起きてるものなんだろ？　きっとな、この母親はそれが強くなりすぎたんだ。娘を愛する気持ちと、幸せにしてやれない自分を憎む気持ち、それがぶつかりすぎて変なほうへといっちまった。その摩ま擦さつがきっとこの母親の、生成りだったんだろうなぁ」


  「でも……でもよ！　どんだけその母親が苦しんでいたとしても、そいつが悪いのは揺ゆるがねぇだろ！　そいつが元げん凶きようだろうがよ！」


  「あぁ、そのとおりだ。命みこと嬢ちゃんの言ったことに間違いはねぇよ。それで正しいさ、この母親がすべて悪いのは間違いない。──だけどな、その事実と心の問題とは話が別なんだよ。この母親だって、つらかったのさ。だからよ、苦しんでいたことぐらいは認めてやってもいいじゃねぇかい」


  「うるさい、私は認めない！　そいつがしたことはな、何があっても取り返しがつかないことなんだよ！　どんだけ苦しくてもさ、絶対にやっちゃいけないことだったんだ！」


  　叫びながら、私は腕の中の、もう動かなくなった沫莉を抱きしめた。


  　そんな私を見て、ヤクモがやれやれと言いたげに肩を竦すくめる。その態度にカチンときてさらに怒鳴りそうになるが、それよりも先にヤクモが口を開く。


  「なあ？　ちゃんと俺おれの話を聞いてたかい、命みこと嬢ちゃんよ。言ったろ？　最後の最後のところで、この母親は踏みとどまったんだ、ってさ。殺したい衝しよう動どうを自分の手を切り刻むことで必死で抑え込んで、そうやってこの人は、生なま成なりという鬼から──娘の生命いのちを守ったんだよ」


  「えっ？」


  　──ヤクモの言ったことの意味が、一瞬わからなかった。


  　……何を言ってんだ、こいつは…………生命を守った、だと？


  　当然ながらそんな表現は、死体に向けてはしない。死体にはしない、ということは沫まつ莉りが死んではいないというわけだ。死んでないってことは、だから……だから、それは。


  　──それが、本当なら！


  　気がついた私は、私は沫莉をくるむゴミ袋をひたすら破る。力を込めても、伸びる感覚がわずらわしい。引き伸ばし、裂いて破って、そして子馬の羊よう膜まくを破る母馬のようにずるりと沫莉を引き出した。その体は一週間前に比べ、みるからにやせ細っている。


  　私の腕の中で、白い無地のパジャマを着て冷たくなっている沫莉。ゆったりとしたパジャマのその胸に、私は自分の耳をつける。


  



  　──トクン…………トクン……と、心臓がゆっくりと鼓こ動どうを打っていた。


  



  　その音を聞いたとたん、私は笑っていた。


  　……人間、何もできないほど絶望したときは笑うっていうけど。


  　でもさ、きっとその逆もまた、同じなんだと思う。


  　沫莉の心臓の弱々しく微かすかだけれども、沫莉の心臓は確かに動いていたんだよ。


  「ははっ……沫莉が……沫莉が…………生きてるよ……」


  　それは喜びが度を超しすぎていて、それまでがあまりに悲観的な状況だったから少し信じられなくて、私は歓喜の声を上げることもなく、乾いた声で笑った。


  　涙で視界をにじませてさ、ぐじぐじになるほどに鼻水を垂らし、そして私は心の底から笑ったんだ。


  「ははっ……はははっ！　……動いてるよ、動いてるんだよ、沫莉の心臓がさ！　……生きてた……沫莉、生きてたよ──おいっ！　沫莉が生きてんだぞ、この野や郎ろうっ！」


  　……何がこの野郎なのか、私にもわからない。でも目の前のヤクモを見ていたら私は、そう叫ばずにはいられなかったんだ。


  　そんな私になじられたヤクモが、嬉うれしそうに楽しそうに、苦笑した。


  「だから、そう言っただろうが。……でもな、まだ安心しきるのは早いぜ。その顔色と様子、一週間もの間ずっとこの床ゆか下したにいたんだ。たぶん栄養失調に脱水症状、それから静じよう脈みやく血けつ栓せん塞そく栓せん症しようも起きてるはずだ。すぐに病院に連れていかなくちゃならない、きわめて危険な状態だよ」


  「ああ、わかってるよ！」


  「だったら、すぐに救急車を呼ぶんだよ」


  「──はぁ？　救急車なんて、そんなの悠ゆう長ちように待ってられねぇよ！」


  　私は沫まつ莉りを腕に抱え風呂場にあったバスタオルで小さな体をくるんだ。　足ははみ出たままだけど、でもどうせすぐだ。


  「病院なんて、すぐそこにあんだろうが！　救急車なんか呼んでる時間がもったいねぇ、このまま走って連れていったほうが早い！」


  　と、言うや否いなや、私は沫莉を抱えたまま走り出す。


  　後ろからヤクモが何かを叫ぶも聞こえない、そのときにはも既に私は玄関を飛び出していた。


  　すぐに通りに出て、私はアスファルトの地面を病院に向かってひた走る。靴くつを履くのを忘れたけど気にしない。


  　夜の閑かん静せいな住宅街の中。少しの人通りもなく、見渡す限り誰もいない、街の景色。


  　一週間前と同じ、月の綺き麗れいな夜だった。


  　そのとき、昏こん睡すい状態のはずの沫莉が私の腕の中で、うわごとのようにつぶやいたんだ。


  「…………おかあ、さん……………」


  [image: ]


  　──かつて母親に抱きかかえられ、逃げ出した沫まつ莉り。


  　その日もまた、月が綺き麗れいだったと沫莉は言っていた。


  　今は私に抱きかかえられて、その沫莉はいったいどんな夢を見ているのか。


  「…………助けてくれて…………ありがとう…………」


  　──自身の生なま成なりから、沫莉を隠して助けた母親。


  　その母親は、今や鬼から人に戻っている。


  　やっとおまえが望んでいた母親に戻ったんだ。


  「すぐに病院に連れていってやる、だからさ……だから絶対に死ぬなよ、沫莉！」


  巻ノ八　隠れていた最後の鬼


  



  　明かりの灯ともらない廃はい屋おくの子ども部屋。かの押し入れの前にて、吾わが輩はいは腕を組み胡座あぐらをかいたまま、ひげさえも微動だにさせず、ひたすらに待ち続けている。


  　桜さくら子こが隠されてからどれぐらいの時間が過ぎたか。まだ数時間のような気もするし、もう何日もこのままのような心持ちもする。


  　だがきっと、本当はまだ数十分と経たってはいない。


  　ただひたすらに吾輩は命みことたちからのメールを待ち続けて──、


  　そしてようやく、吾輩のももの上に置いたスマートフォンが震えた。


  　暗くら闇やみの中で、輝き度どの高い液晶の画面が浮かび上がる。


  　そこに〈沫莉嬢ちゃんを見つけた〉という文面を見つけ、「よし」と快かい哉さいの声を上げそうになるも──さらに続きがあることに気がつく。


  　命の携帯電話から送られてきているのに、どうやらヤクモが打ち込んできたらしいこのメール。吾輩は爪つめを立ててスクロールさせ、


  〈今、沫莉嬢ちゃんを、人の言うこと聞かねぇ熱血腐ふ女じよ子しが、急いで病院に連れてった。あとは頼んだぜ、旦だん那な〉


  　読み終えたとたんに、吾わが輩はいの背中の毛がざわついた。


  　急いで病院へ連れていった、というからには、沫まつ莉りは生きていたのだ。


  　桜さくら子こが隠されているこの状況を棚たな上あげし、思わず声を上げそうになる。


  　これが朗ろう報ほう以外の、何ものか！


  　──いや、これを軽々しく朗報なんていう資格は吾輩にはないな。


  　正直、吾輩はもう沫莉のことは諦あきらめていたのだ。


  　無理だろうと駄目だろうと、最初から見限ったうえで、命みことたちを沫莉の家に送り込んだのだ。


  　──そんなふうに諦めた輩やからに、こんな幸福な結果など招き寄せられはしない。


  　だからこれはきっと、命のおかげなのだ。


  　つらいぞ、なんて賢さかしい言葉を聞いても、頑がんとして沫莉が生きている希望を捨てなかった命。


  　自分ぐらいは信じてやらないとかわいそうだ、あの馬ば鹿かはきっとそんなふうに考え、無理やりにでも信じ込んでいたのだ。


  　あんな鬼と化していたのに、生なま成なりの母親に隠されていたのに──沫莉は生きていた。


  　それはきっと沫莉の願いと、母親の[image: ]かつ藤とうがかろうじてつながらせていた、細い生命いのちの糸だ。


  　だけどその糸が今日きようまで切れずに残っていたのは、命の一念が呼び寄せた奇跡なのだと、吾輩は思いたい。まさに馬鹿の一念が、貫つらぬくどころか岩をたたき割ったのだと。


  　いくら沫莉に対して同情の念を抱いだいていようが、吾輩は沫莉が生きていることは信じられなかった。その可能性の低さ故ゆえ、裏切られたときの落らく胆たんに脅おびえて、最初からそんな可能性を放棄していたのである。


  　……嫌なものだ、年をとるというのは。常からクレバーな考えなどクソ喰くらえと思っていても、打算ばかりがうまくなる。


  　その点において、吾輩はあの命のまっすぐさは心から尊敬するよ。


  　まあそんなことは、口どころが尻尾しつぽが三本に裂けたって決して言わんがな。


  　と──そこでようやく、すっと室内の温度が下がった。


  「やっと……来たか」


  　押し入れの中から、すするようなか細い少女の嗚お咽えつが聞こえる。誰もいない廃はい屋おくの中で、怪談で語られそうな泣き声が、唐突に押し入れの中からし始めたのだ。


  　その声の主ぬしが誰なのか、問うまでもない。


  　命たちが見つけたことで神隠しの呪じゆ縛ばくは解かれているのだから、ここへ来よう。


  　鬼から人へと戻ったのならば、「もういいよ」と言われる前──人として入っていたこの押し入れの中に沫莉が戻ってくるのは、当然のことだった。


  　吾輩は爪つめを引っかけて、一息に押し入れを開ける──そして。


  「久しぶりだな、と気持ち的には言いたいが、さっき会ったばかりだな──なぁ、沫莉」


  　かくして押し入れには、沫莉が隠れていたのである。


  「……タマちゃん」


  　泣き腫はらした目で押し入れの床ゆかに体育座りをする、沫まつ莉り──この沫莉は、生いき霊りようだ。


  　思えば、生なま成なりもまた生霊だった。互いに鬼で、そして生霊でもあった母と娘。


  　そんなところまで似る必要もないのにな──だが、きっとそんなものなのだろうな、母娘というのは。妙な共通点に思わず苦笑してしまう。


  「……ごめんなさい、タマちゃん……私ね……私、ひどいことをしたの。いっぱいね、たくさんの人にひどいことを、しちゃったの」


  「そうか」


  「全部、覚えてるんだよ。みんな怖がって脅おびえてね、それから隠されたの。……全員ね、私が隠したの。私がね……やっちゃったことなんだよ」


  「そうか」


  「桜さくら子こさんにだって、そうなんだよ。あんなに私を助けてくれようと頑張ってくれた人なのに……それなのに、私はそんな桜子さんまで、タマちゃんの目の前で──」


  「──もういい、沫莉。おまえのしたことはな、みんなわかっておる。それが、決しておまえが望んだことではなかったということもな……吾わが輩はいはちゃんと知っているさ」


  　と、そう喋しやべり終えぬうちから、急に頭を抱えて沫莉が苦しみ出す。


  　見れば、沫莉の額ひたいに肉の芽のような、小さな角つのが盛り上がり始めていた。


  「あぁ……うあぁ…………いっ、いやぁ…………」


  　額を押さえて、沫莉が断続的に苦く悶もんの声を絞り出す。


  　命みことたちによって、既に沫莉の神隠しの論理は崩ほう壊かいしている。


  　あれは人の手による人の仕し業わざ、人間の所しよ業ぎようだと白はく日じつの下もとに晒さらされたのだ。


  　ならば人の領域にしかいない沫莉が、隠し神に──隠し鬼になる理由はもはやない。


  　にもかかわらず沫莉の鬼化が、再び始まっていた。


  　沫莉の中の鬼のせい──千せん里り眼がんという理由だけでは、ここまではなるまい。あれは鬼の名であるが、同時に鬼の力をもつ人の呼称でもあるのだ。


  　だとすれば……やはり、吾輩の悪い予感が当たっていたようである。


  　隠された子どもたちは、いまだ戻ってくる気配がない。


  　隠し鬼であった沫莉が人に戻った今、神隠しはすべて崩壊したはずなのに、まだ帰ってきていないのだ。


  　すなわち、神隠しはまだ終わっていない。


  　やはりまだどこかに潜ひそんでいるのだ。沫莉のほかに、子どもを隠す鬼がな。


  　その憶おく測そくを証明するかのように、苦しげな沫莉が話しかけてくる。


  「……タマちゃん……鬼が、鬼がね……」


  「……鬼が？」


  「鬼が……私を、苛さいなむの。私の鬼の力を取り込みたくて……ずっと、ずっと私を吸収してしまおうと、狙ねらっているの……」


  「しっかりしろ、沫まつ莉り！　意識を保て、おまえを苦しめるその鬼が何なのか、吾わが輩はいに話せるな？」


  「……うん……気がついたらね、私は河原かわらを歩いてたの。暗くて冷たくて、誰一人として生きている人のいない、寂しい河原……お母さんに床ゆか下したに隠された後、気がついたら私はそこを歩いていたの。そのうちに、なんだかそうしなくちゃいけない気がして、私は河原の石を積み始めたの……」


  　……なんてことだ。やはり、沫莉は死んでいたのだ。


  　いや病院で肉体が生きている以上、沫莉は一度死んでいた、というべきか。


  　今の、河原で石を積んだという沫莉の記憶は──賽さいの河原の石積みだ。


  　親より先に死んだ子は、親を悲しませた罪により賽の河原で石を積まされるという。それが親に殺されてもなお積まされるとは、皮肉なものだがな。


  　狭い床下に閉じ込められ、飲み物も食べ物もなく、空気の循じゆん環かんさえも悪いなか、おそらく沫莉は一度は仮か死し状態に陥おちいっていたのだ。


  　俗にいう、臨りん死し体験を沫莉は味わったのである。


  「そうしたらね……鬼が来たの。私が積んだ石を崩くずそうと鬼が来て、でもね……その鬼に私が本当はまだ生きているのがばれて、そうしたら鬼は私を食べようとしたの。それが怖くて、必死で逃げて、ようやく戻ってきたと思ったのに……でも、私はもうその鬼と一つになっていた」


  　そうか、そういうことだったのかっ！


  　──水子たちによる賽の河原の石積みは決して終わることがない。


  　何な故ぜなら積み上がる寸前に、鬼が来て積んだ石を崩していくからだ。


  　沫莉のもとに来たというのも、その地獄の鬼だろう。


  　沫莉はその鬼に出会い、そして──喰くわれたのだ。


  　仮死状態であった沫莉──死んだ人間でない者は、彼ひ岸がんの決まりの埒らち外がいなのだろう。ならば鬼も、己おのが欲望のままに動くというものだ。


  　だが誤算は、己おのれも鬼ならば沫莉もまた、千せん里り眼がんという鬼だったことにある。


  　鬼同士であるが故ゆえ、喰らうにしてもたやすくはいかなかったに違いない。


  　食べられてもなお、沫莉は己を喰ったその鬼に抗あらがった。


  　結果として一つとなってしまった沫莉とその鬼は、千里眼でも地獄の鬼のどちらでもない、〝隠し鬼〟と化していたのだろう。


  　誰も彼をも一口で呑のみ込んでいくあの鬼は、そういう二匹の鬼が絡み合ってせめぎ合うなかで、変則的に生まれてきたものだったのだ。


  　一つとなった鬼の中で、人を喰い殺したい欲望と、そうはさせないという心が反発して、神隠しというどっちつかずの怪異を起こすバグのような鬼が誕生していたのだ。


  　吾わが輩はいは今、今回の事件のすべてに得心がいった。


  「その鬼はね、隙すきあれば私と成り代わり、このままこっちの世界にすみ着いてやろうとしてる。少しでも気を抜けば、主導権をもっていかれそうになるの。そいつが私をおかしくさせていたんだよ。鬼の力をもっていた私を本物の鬼にして、人を呑のみ込ませ続けていたの」


  「……沫まつ莉りよ、その鬼の頭は牛だったか？　馬だったか？」


  　地獄の鬼の外見について一切触れていなかった沫莉は少しだけ驚き、


  「牛だよ……タマちゃん。大きな赤鬼の体にね、牛の頭がついた、生きた人間すべてを恨うらんでる、そんな鬼」


  　その鬼の姿を語る、沫莉の体が小刻みにわななく。


  「あいつは……あれは出しちゃダメだよ！　あれをこのまま自由にしちゃったら、これまでより、もっとひどいことになっちゃう！　もっと大勢の人があの口に食べられちゃう！　だから──なんとかしなきゃ、あれを連れてきたのは私の責任だから……だから私に憑ついているうちに、私がどうにかしなきゃいけないのっ！」


  　頭を抱えて揺ゆさぶりながら、沫莉が喚わめき散らす。


  　……それほどまでに、あの鬼が怖かったのだろうな。


  　吾輩の推測どおりなら、あの鬼は無差別に人を憎んでいる、そういう鬼だ。


  　確かに、世に解き放てば厄やつ介かいなことになろう。


  　だがな、それはそれだ。とり憑かれた沫莉もまた、本当は犠ぎ牲せい者しやなのだ。


  　そんなことにまで、沫莉が──こんな小さな少女が責任を感じることはないのである。


  　おまえのその性しよう分ぶんはな、見ていてこちらが哀かなしくなる。


  「──なあ、沫莉よ。その押し入れから[image: ]はいだしておまえが桜さくら子こに縋すがったとき、そのときなんと言った？　ただ母親に人へと戻ってほしくて、見ず知らずの桜子に無心で頼ったのではなかったのか？」


  「そうだよ。そうだけど……だけど、今度は、私のことなんだもの。私が悪いんだよ、私があいつを連れてきちゃったから。私の責任だよ、それを人に頼むなんて……」


  　思ったとおりの沫莉の返事に、吾輩は耳の付け根あたりをがしがしと掻かきむしった。


  「……なあ、そんなに肩かた肘ひじを張るなよ。迷惑をかけないように、なんてな、そんなつまらんこと考えるなよ。それは確かに大事なことかもしれんがな……けどそれじゃ桜子も命みことも、吾輩もな、みんな寂しい思いをするではないか」


  「でもっ！　……私、何もできないよ？　お金なんかもっていないし、子どもだから何のお礼もできないよ。ただでさえ迷惑をかけたのに……タマちゃんが、私のために何かしてくれても、私は何も返せないんだよ？」


  「馬ば鹿かたれ！　おまえみたいなケツの青いガキが、そんなくだらんことを考えるな。子どもは子どもらしく、ときにはわがままを言えばいいのだ。たまには年長者の顔も立てろ。一度は失敗した吾わが輩はいにもな、汚お名めいを返上する機会を与えてくれよ」


  　ニヤリと笑う吾輩を、沫まつ莉りは洟はなをすすりながら、まじまじと見つめる。


  「……本当に………本当に、いいの？」


  　そんなことは答えるまでもないことなので、吾輩は無言のまま沫莉の目を見続ける。


  　さあ……自分のために、自分の意思で言ってみろ、沫莉。


  　母を慕したい大切にするのもいい、しかしな……おまえはもう少し自分も大切にすべきなのだ。


  　どうせおまえのことだ、きっと母に隠されている最中も抵抗しなかったのだろう？


  　自分が消えてそれでお母さんが元に戻るならと、おおかた半ば望むようにして床ゆか下したに入ったのだろう？


  　なら、鬼を連れてきたことなどではない。今回の件で沫莉が自分を責めるのなら、そこだ。


  　たとえ行き倒れの神様がどれほど飢えていたってな、兎うさぎは互いに生きていける方法を考えるべきなのだ。


  　兎のまる焼きを前にして、それで喜ぶような神様だというのならな、吾輩がぶん殴ってやる。どこのどんな神かは知らんがな、そんな性しよう根ねの神は吾輩が祓はらってやるさ。


  　しばしの無言の時間──けど、その意味がわからぬような沫莉ではない。


  　そしてそんな沫莉ではないからこそ、やがて震える声でゆっくりとつぶやいたのだ。


  「……お願い、タマちゃん…………鬼を……私を苦しめているこの鬼を、祓って!!」


  　やっと沫莉が口にした、自分のために人を頼ったその言葉に、吾輩は万ばん感かんの思いでうなずく。


  「ああ、承知したともっ!!」


  　そしてぐっと握った肉球を、沫莉の前に突き出した。


  「さあ沫莉、おまえはもうこの瞬間から、何も悩まんでいい。あとはすべて吾輩に任せとけ！」


  　目を細め、照れたように沫莉が満面の笑みを浮かべる。


  　えへへ、と声が漏もれた──その子どもらしい無心な笑え顔がおを前に、吾輩はやっと胸のつかえがとれたような気分になった。


  　そして、同時に気がつく。沫莉が改めて「鬼を祓って」と言ったそのときから、沫莉が身を潜ひそませている押し入れの様相が変わっていたのだ。


  　上下に分かれた押し入れの上の段がない。いや、正確には下の段とてない。


  　押し入れではなく、沫莉が入っているそこは、いつのまにか巨大な口こう腔こうになっていたのだ。


  　桜さくら子こが隠されたときに見た、あの巨大な鬼の口──壁一面を覆おおったその顔の開かれた顎あごの中、真っ赤かな舌の上に沫莉は座っていたのである。


  「あとは、お願いね。タマちゃん」


  　──おそらくこれは儀式のようなものだ。


  　抵抗することをやめた沫莉が、もう一匹の鬼へと自みずからの存在を明け渡そうとしているのだ。


  　だから吾輩も平然と答える、沫莉を不安にしないためにも。


  「おうとも。……少しも心配することはないぞ、ちゃんとすぐに助けてやるからな」


  「うん！　──信じてるよ、頼んだからね」


  　そう言い終わるや、鉄てつ格ごう子しのような鬼の口が吾わが輩はいの目前でガチリと閉じた。


  　交差した牙きばと牙の向こうに沫まつ莉りの姿は消え、この場から鬼の口も薄らいでいく。


  　入れ替わるように、まるで地の底から響くような唸うなり声が、廃はい屋おく中じゆうに響きわたった。


  　沫莉を完全に取り込んだことによって、かの鬼の力が増したのだろう。


  　──沫莉を苦しめた鬼が、これから顕けん現げんする。


  　沫莉を喰くった鬼の名は牛ご頭ず鬼きという。


  　地獄で亡もう者じやを責める鬼たちの、獄ごく卒そつ長ちようといわれている鬼だ。


  　その正体はまさに名のとおり、牛である。


  　かつて牛を鞭むち打うって畑を耕させていた農民たちは、己おのれの死後にその罪から地獄へ落ち、逆に牛から鞭打たれるのではないかと想像しては、その身を震え上がらせた。


  　そんな家畜への罪悪感と、人にないがしろにされた畜ちく生しようの魂たましいが集まって形を成した、鬼。


  　その出しゆつ生しようゆえに牛頭鬼は人に容よう赦しやをしない。


  　かつては尻しりに鞭打たれる程度であったが、今や牛は喰われるために飼われている存在である。ならば地獄の鬼とて時代を映し、牛頭鬼は人を喰うのだろう。


  　それがあの巨大な鬼の顎あごの正体だと思う。


  　牛頭鬼がこの世に迷い出てきた逸いつ話わが『今こん昔じやく物語』に載っている。そのときは何の理由もなく、年老いた僧を嬲なぶり殺した。無差別に人を殺さつ戮りくする、牛頭鬼はそういう鬼なのだ。


  　それを連れてきた責任を感じている沫莉のためにも、地獄に追い返すしかあるまい。


  　──沫莉が消えたまま、開け放たれている押し入れの空洞。


  　闇やみの塊かたまりであるその中に、ふと針先のように小さな点が、二つばかり浮かび上がった。


  　なんだ？　と思いよくよく目を凝こらして、ようやくわかった。最初に小さいと感じた二つの点だが、それは違った。


  　──なんのことはない、そいつのいる場所は遠かったのだ。


  　それは空間の概がい念ねんなどまるで無視し、押し入れの闇がまるでトンネルのごとく感じられるほどの深しん淵えんからこちらを見ていた、何物かの双そう眸ぼうだったのだ。


  　その目玉と、吾輩の目がかちりと合う。


  　直後、そいつが興奮して荒い息を上げたのがわかった。


  　そして信じられないほどの速度で、まっすぐこちら側へと突っ込んできたのである。


  　本能的な判断で、とっさに後ろへ大きく跳ぶ吾輩────それで間かん一いつ髪ぱつだった。


  　ドスンという鈍にぶい衝しよう撃げき音とともに、部屋全体が激しく揺ゆれる。


  　そしてつい今まで吾輩の立っていた場所では、牙の並んだ口が虎とらばさみの勢いで閉じていた。後ろに跳んだ吾輩の腹の毛が少し毟むしられているほどの、まさに紙一重で。


  　猪ちよ突とつの勢いで突っ込んできたそいつは押し入れの枠に両肩を堰せき止められ、


  　突き出した巨大な口が吾わが輩はいの目の前で悔くやしそうに何度も歯は噛がみする。


  　鼻先で鋭するどい牙きばが噛み合った光景──これがまあ狼おおかみや虎とらなら格好もつこうが、しかしその口がついているのが牛の首ではどこか滑こつ稽けいでさえあった。


  　無論、それが本物の牛の首のわけがない。


  　沫まつ莉りの消えた押し入れから、代わりに頭を突き出したのは、やはり牛ご頭ず鬼きだった。


  　──しかしまあ、人ならざる吾輩に対してもこの反応とはな。反はん芻すうする牛のごとく涎よだれを垂れ流し、まだ吾輩を一呑のみにしようと首を伸ばし続ける。これでは頭の中身は本物の牛よりもひどいかもしれんな。


  　と、そんな嘲ちよう笑しようが筒抜けなわけでもあるまいに、すっと牛頭鬼の頭が闇やみの中へと引いた。


  　続いて出てきたのは、鋭い爪つめと剛ごう毛もうの生えた鬼の手だった。


  　まるで皮膚を剥むいたような色の手が、どっしりと畳の上に乗る。


  　そしてプールから上がるときの要領で、ぐいと自分の体を押し入れの闇の中から持ち上げたのだ。


  　──訂正しよう。どうやらさすがに猿ぐらいのおつむはあるらしい。


  　まるで蛇へびが脱だつ皮ぴをするかのようにゆっくりとぬるりと、押し入れの闇の中から巨大な鬼が這はいだしてくる。


  　その鬼の両足が畳の上に乗ったとき、頭は天井にまで届いていた。


  　……正確にはもう少し大きいか。膝ひざを曲げ、腰を曲げ、首までも前へと傾け、それでいてなお頭から生えた二本の角つのが天井のベニヤ板を突き破っていた。


  　身の丈、八尺しやく──現代のメートル法でいい直せば二・五メートル弱。昔話の絵本から飛び出たような、まったくもって典型的な鬼の体。沫莉が赤鬼といったのも納得である。


  　その体に生えた、そこだけが異質に感じられる牛の頭が、吾輩を見るや歓喜の咆ほう哮こうを上げた。もうそれだけでも感じる、存在としての意思の確かく執しつ。


  　はたして人とミミズはコミュニケーションをとれるのか？　そんな絶望的なレベルでの意思疎そ通つうの不可能さを、吾輩はこの牛頭鬼との間に感じたのである。


  　もっともこいつに人並みの知性があろうと、会話する気など微み塵じんもなかったがな。


  　沫莉に寄き生せいして苦しめ、そして千せん里り眼がんの鬼の力を取り込んでまんまと現世に顕けん現げんした、こんな矜きよう持じのかけらも持たぬ鬼と話し合うつもりなど、吾輩には少しもないのである。


  　押し入れの闇から引っぱり出した、これまた鬼といえばお決まりの金かな棒ぼうを、牛頭鬼が吾輩に向かって振り上げる。


  　──この金棒をありきたりやユーモラスと笑うなかれ。


  　鬼は金きん気き。故ゆえに金棒とは、強い鬼の象徴なのである。


  　鬼といってもその数は多い。餓が鬼きもそうであるし、疫えき鬼きなどというのもいる。


  　しかしそれらの鬼、すべてが金かな物ものを手にしているわけではない。


  　鬼の金物は、そのあふれる力が金きん気きとして具ぐ現げん化かしたもの。安あ達だちヶが原はらの鬼婆が出で刃ばの包丁を持つように、これぞ鬼と呼ぶにふさわしい連中は、その手に金物を持つのだ。


  「グモモォォォッ──ン!!」


  　まったくもって牛の怪物らしい咆ほう吼こうを上げ、金気の塊かたまりである金かな棒ぼうを、斜めに薙なぐようにして振り抜いてくる。天井が邪魔で、まっすぐには振り下ろせんのだ。


  　大きく後ろに飛び跳ねてそれをかわすや、牛ご頭ず鬼きはさらに二度三度と続けざまに金棒を振り回した。垂直ではないその軌き道どうを読むのは、それなりに骨が折れる。まあそのぶん、上から落ちてくるより一いち撃げきの威い力りよくは落ちていようがな。


  　しかし実際には金棒が振り落とされたときの威力など、吾わが輩はいにはまるで関係なかった。


  　はたして牛頭鬼がどこまで気がついているのか、たぶんこいつの頭では何もわかってはいなかろう。


  　もしこの金棒が、吾輩の体をほんの少しでも掠かすめようものならば──それだけで、吾輩は死ぬ。


  　跨またげば死者が動き出すと言われる猫は〝動どう〟を司つかさどる木もく気き──その魔ま性しようたる猫ねこ又またも、木気なのだ。


  　つまり吾輩と牛頭鬼は、木気と金気。


  　五ご行ぎようにおけるその関係性は──金きん剋こく木もく。


  　金気の牛頭鬼によって木気の吾輩が剋される、相そう剋こくの配置にあるのである。


  　正直なところ、吾輩と鬼との相性は、これ以上ないほど最悪なのだ。


  　加えて、そこらの野の良ら猫とは毛ならぬ尻尾しつぽが生えた程度の違いしかない吾輩と、地獄の鬼を束ねる牛頭鬼との間には、圧倒的なまでの地力の差が横たわっている。


  　木気の吾輩が、鬼の強力な金気の具現である金棒に僅わずかでも掠めれば、まるで鉈なたで小枝を打ち落とすかのごとく、たやすくぼきりと折れて砕けよう。


  　すなわち何気なく牛頭鬼が振るうこの金棒の一撃、一撃が、吾輩にとっては死線を分かつ致ち命めいの一発なのだ。


  「グモガァッ！」


  「……まあ、よくもこんなにも次から次へと振り回すものだな」


  　必殺の一撃の大安売りである。なのに口こう上じようすらもないありさまで、なんともまあ軽口のたたきがいのない奴やつである。


  　とはいえそれはそれ。もし右に左にとかわし続けるこの足が、ひょんなことからつるりと滑れば、それだけで吾輩が一いつ巻かんの終わりとなるのは間違いない。


  　そしてもし、吾輩が牛頭鬼に負けるようなことがあれば沫まつ莉りが喰くわれたままなのは当然、桜さくら子こも、おそらくはほかのガキどもも、鬼に隠されたまま二度と帰っては来まい。


  　ついでに具ぐ現げんした理性もないこんな化け物が、世に放り出されることにもなる。


  　──それが、ほんの一撃、たったの一掠かすりで、待っている未来の結末なのだ。


  　自分の生命いのちだけでは終わらないこの責任は、まさに重荷となろう。本来なら足が竦すくんで、発揮できうる力も発揮できぬままに、なんてことがあってもおかしくない。


  　そんなことを思い、吾わが輩はいはまさに死に神の大おお鎌がまに等しい金かな棒ぼうを皮一枚で避けて──、


  「はん……どうした？　そんなんじゃ、吾輩どころかハエだってたたき落とせんぞ」


  　思いきり鼻で笑ってやった。


  　──プレッシャー？　片腹痛い言葉だな。


  　この程度の死線も重責も、日常茶さ飯はん事じだった。これまでも何度だってくぐり抜けてきたわ。


  　この相手が仮に千年生きた災さい厄やくの妖よう狐こや、思いの強さで最強の力を得ていた犬いぬ神がみなら、さすがの吾輩もたじろごう。


  　確かにたった一撃で吾輩の負けとなる、この牛ご頭ず鬼きとの勝負は分ぶが悪すぎる。


  　しかしな、それでも吾輩からいわせれば、これぐらいの危機はまだあくびが出る。


  　決して負けられる勝負ではない、不利な闘い──だが生あい憎にくとそんな危機感を悠長に味わえるほど、吾輩の神経は細くないのである。


  　……何よりも、桜さくら子こが隠されているのだ。


  　どんな状況であろうとも、そんな勝負に吾輩が負けようはずがない。


  　相変わらず右に左にと振られ続ける牛頭鬼の金棒。


  　もう十分に見切った吾輩は振り抜かれたその隙すきを突き、ついに前へと打って出る。


  　狙ねらうは、牛頭鬼の懐ふところだった。


  　跳んでかわした直後に返す刀で戻ってきた金棒を、今度は四し肢しを曲げ二本の尾も下げて、毛一筋ばかり頭上にやり過ごす。


  　そしてついと滑るようにして、吾輩は牛頭鬼の足の横へと転がり込んだ。


  　この足下であれば金棒は振り下ろせまい──と、そんなせせこましい企たくらみではない。


  　金棒でなくとも、牛頭鬼は金きん気きの鬼。おまけにこの兎うさぎと獅し子しのような体格差である。丸太のようなこの足で踏み潰つぶされれば、それだけでおしまいなのは変わりない。


  　金棒が足になっただけ、状況は何一つとして好転していないのである。


  　そして案の定、足下へ入り込んだ吾輩に向け、牛頭鬼が足を持ち上げては踏みつけ始める。


  　しかし、吾輩はそれもするりとかわしていく。


  　その様は、きっと傍はたから見れば牛頭鬼が地じ団だん駄だを踏んでいるようにも見えたことだろう。


  　ドスンドスンと落ちてくる足を、隙間を縫ぬってちょこまかと吾輩は逃げ惑う。


  　どこをどう贔屓ひいき目めに見たって、それは一方的な喧けん嘩かとして映ろう。


  　だが、この逃げ惑う状況こそが、吾輩の策さく略りやくどおりなのである。


  　牛頭鬼の足をかわしているうちに、やがて吾輩の体重でも床ゆかに違和感を抱いだき始める。


  　そろそろだなと当たりをつけた吾わが輩はいは、次に頭上から落ちてきた足をぎりぎりではなく、大きく前へと飛び跳ねてかわした。


  　とたんに情けない叫びを上げて、牛ご頭ず鬼きの体が傾いた。


  「グモオォォッ──」


  　片足で延々と同じような場所を踏みつけていたため、ついに畳ごと床ゆかを踏み抜いたのである。


  　ここは二階のため、すぐ下は地面も何もない中空。片足だけが床を突き抜けて、バランスを崩した牛頭鬼が牛の咆ほう哮こうを上げながら、前のめりに倒れた。


  　家全体が揺ゆれるほどの大きな振動が響く。子ども部屋の床が抜けなかったのが、むしろ不思議なほどである。まあ抜けたら抜けたで手間が省けるので、吾輩としては構わんかったがな。


  　吾輩はうつ伏せに倒れた牛頭鬼の頭に乗り、念入りに踏みつけてやってから背後へ回る。


  　他た妖ようのことはいえんが、こんな畜ちく生しようにも多少のプライドはあるのか、吾輩の足の下で牛頭鬼は威い嚇かくするような唸うなりを上げていた。


  　そうしてようやく片足を抜いた牛頭鬼が床に立ち上がったとき、吾輩は既に子ども部屋の外、下へ降りる階段の前へ移動していた。


  　吾輩を見つけるなり、闘牛のような息を鼻から噴いて怒りを表わす。頭から湯気でも立ちそうな雰ふん囲い気きだ。


  　冷静さを欠いた──まったくもって、いい反応で助かるよ。


  「おつむの弱い相手は扱いやすくていいがな、言葉が理解できんのは、それはそれでつまらんもんだな」


  　どうせ言ったところで通じんのだ。吾輩は適当にほざきつつ、そして往年のカンフー映画の主人公ばりに、ちょいちょいと手招きしてやった。


  「モガガアアアァァッッ───!!」


  　吾輩のふざけた仕草に、天井が吹き飛びそうなほどの咆哮を、牛頭鬼が上げた。


  　とはいえさすがに先ほどの轍てつは踏むまいと思っているのか、興奮しているわりにゆっくりと、足場を確認するように近づいてくる。


  　そうして金かな棒ぼうの届きそうな範囲にまで来るや、吾輩はひょいと階段を降りた。


  　牛頭鬼が一歩進み、そして吾輩は三段を一気に下る。つかず離れずを保ち、階段の踏み板を自重で割りながら追ってくる牛頭鬼をチラ見して、心中ではほくそ笑む。


  　ただひたすらに逃げ続けるだけの、吾輩。


  　──まあ、こんなことは今さらいうことではないのかもしれんがな。


  　正直、吾輩は弱い。


  　ヤクモのように変へん化げすることもできず、体も尾が二つに分かれているただの猫。あとは人じん語ごを解かいし、二本足で歩ける以外に、妖よう異いとしての特筆すべき点は何もない。


  　もし仮に、妖異に強さのランキングがあれば、吾輩は間違いなく最弱だ。


  　妖力は皆かい無む、牛ご頭ず鬼きのように金かな棒ぼうを振り回す腕力もない。


  　それぐらい、妖よう異いとしての吾わが輩はいは弱いのである。


  　と、いつの間にか足のペースが乱れたのか、ふいに頭上から金棒が振り下ろされた。


  　しかし団扇うちわで紙かみ吹雪ふぶきをたたくように吾輩はひらりとかわして、ついでに残っていた段も一気に飛び降りた。金棒を階段にめり込ませる牛頭鬼を見上げ、ふふんと声を出して笑ってやる。


  　激げき昂こうした牛頭鬼が無理やり金棒を階段から引き抜き、同時に学習しない牛頭鬼は自分の重みで崩ほう壊かいした階段の床ゆかから真下に落ちる。


  　腰まで埋まった体を再び床板の上に乗せたとき、吾輩はもう廊下の奥へと消えていた。


  　突き当たりのドアの中へと入る間際に、キュートな二本の尾で、招くように挑ちよう発はつしてやるのも忘れない。


  　牛頭鬼は左右の壁を両腕でかき分けるようにベキベキ壊して廊下を広げ、そしてドアの中へ消えた吾輩を追ってくる。


  　ドア枠の桟さんを角つので割りながらくぐり、そして部屋の中央に背を向けて座っている吾輩の姿を見つけたとき、興奮の鼻息を噴き上げた。


  　この居間は、子ども部屋や廊下と比べれば広々とした空間である。天井も高く、さんざん窮きゆう屈くつな思いをした牛頭鬼は嬉き々きとして金棒を振り上げる。


  　そうしてとことんまで己おのれを小こ馬ば鹿かにしてくれた猫ねこ又またに、憎しみを込めてまっすぐに金棒を落として、見事にその脳天を捉とらえたのだ。


  　牛頭鬼は歓喜の雄おた叫けびを上げようとし──しかし同時に、吾輩の姿が消える。


  　喜びからの急きゆう転てん直ちよつ下か、牛頭鬼が目を丸くする。


  　確かに臓ぞう物もつがはみ出るほどに吾輩を潰つぶしたはずなのに、金棒の下にあったのは猫の形に切り抜かれた、和紙一枚だけだったのだ。


  　潰されたのは、吾輩の身代わりの形かた代しろ──生命いのちの代わりになるような強力なのは無理でも、こうして姿を真ま似ねる程度の形代ならいつだって作れるのである。


  　あからさまな挑発に乗り、おめおめここまで追いかけてきて牛頭鬼が潰したのは、吾輩の虚きよ像ぞうだったのである。


  　それはすなわち、牛頭鬼がまんまと吾輩の術中に嵌はまったということだった。


  　──最弱の妖異である吾輩だがな、しかし吾輩より遙はるかに強力な妖異である牛頭鬼を前にしても、少しも負ける気はせん。


  　何な故ぜなら、吾輩は陰おん陽みよう師じなのだ。


  　陰陽師たる吾輩が、妖異になど負けるはずがないのである。


  　──さあ始めようか。さんざん吾輩を追い回してくれた牛頭鬼へ、ここからが反撃である。


  「負けても怨うらむなよ。ここまでさんざんチャンスはくれてやったのだからな」


  　蛍光灯の笠の上に潜ひそんでいた吾輩は、ひらりと潰された形代の上に降り立つ。


  　すぐに本物の吾わが輩はいに気づいた牛ご頭ず鬼きが、馬ば鹿かの一つ覚えに金かな棒ぼうを振り上げようとするも、それより早く吾輩は北ほく斗と七しち星せいを観かん相そうした。


  　とたんに暗い廃はい屋おくの中、床ゆかに大きく描えがかれた紋様が輝かがやき始める。


  　居間とのドアを取り払ってまで床に描いたのは、一週間前に桜さくら子こが失敗したあの『式しき盤ばん結けつ界かい法ほう』だった。


  　今度は吾輩が描いたものであるから、図に間違いはない。鬼類の害を避ける運命を作る術式の中、力の象徴たる北斗の上に立った吾輩が、牛頭鬼を睨にらみつけた。


  　とたんに金棒を振り上げたまま牛頭鬼の体が固まった。金縛りである。


  　己おのれの体に起きた状況にまるで理解の至らぬ牛頭鬼が呻うめきながら身を捩よじる。


  　しかし、動かん。動けるはずがない。


  　吾輩に対して害意をもつ限り、鬼であるおまえは指先一つまともに動かせん。


  　この結界の上、今の吾輩に鬼き難なんの災さい厄やくを及ぼすこと能あたわず。


  　逆らえば、その身はすべからく生と死を司つかさどる泰たい山ざん府ふ君くんに縛られることになろう。


  　ならばこそ、


  「今だ、緋ひ乃の香かっ!!」


  　吾輩は、ずっとここで待ち伏せさせておいた、秋葉神あきばのかみの巫み女この名を叫ぶ。


  「まったく、待ちくたびれたわよ！」


  　この部屋の南西──壁一面のガラス戸のカーテンがシャッと大きく開かれ、中から現れたのは緋ひ袴ばかまの巫女衣装をまとった緋乃香だった。


  　緋乃香の手には、既に構えた長ちよう弓きゆうが握られている。


  　──蟇ひき目め神しん事じ。矢で魔を射い貫ぬき、弦つる音おとで魔を退しりぞける、神しん道とうの魔物祓ばらいの術。


  　秋葉神の総そう本ほん宮ぐう、秋葉山秋葉本宮神社では今でも五ご行ぎようの方位に矢を放って魔を祓い、豊作を招く神事が執とり行おこなわれている。


  　この神事の名が「火ひ祭まつり」──火ひ伏ふせの神である秋葉神は火をもって火を制す、御おん柱ばしらが業ごう火かの象徴なのだ。


  　その神に仕つかえる巫女が放つ蟇目の矢が、火か気きの呪じゆ術じゆつ以外の何ものであろうか。


  　そしてその火気を放つ相手は、金きん気きの鬼。


  　火気は金気を剋こくす──火か剋こく金きんの法則である。


  　限界まで引き絞った弦を放し、緋乃香が矢を放った。


  　魔ま除よけの鏑かぶら矢やが、甲高い音を室内中に木こ霊だまさせ、牛頭鬼の赤い腹へと深々と突き刺さった。


  　牛頭鬼の苦痛の声が響き渡る。怒りのままに吾輩を睨みながらも、さらにその奧に灯ともった驚きよう愕がくの、信じられぬという戸惑いの色。


  　──もう見慣れたよ。このちんけな猫ねこ又またが本領を発揮するとき、邪よこしまで傲ごう慢まんな妖よう異いほどいつもそういう目をする。この身にどいつもこいつもが騙だまされる。


  　次があればもう少し、妖よう異いを見る目を養っておくことだな


  　カーテンを開けた窓から、月明かりが差し込み、青白い光が、室内を隈くまなく照らす。


  　しかし、不自然に闇やみの残った場所が一箇所。


  　光は届いているのに、そこだけが暗いのだ。それは牛ご頭ず鬼きが出てきた押し入れの闇と同じで、まるでトンネルのごとく、牛頭鬼の背後の空間にぽっかりと闇色の穴が開いていたのだ。


  　──鬼き門もん。


  　牛頭鬼の背後に開いたその穴こそ鬼の出入り口、向こう岸へと通じる門だった。


  　まさに計算どおり。牛頭鬼をこの部屋にまでおびき寄せた最大の理由は、この鬼門を出現させるためなのだ。


  　緋ひ乃の香かが待ち伏せていたのは南西。牛頭鬼が入ってきた入り口は北東。


  　つまり裏うら鬼門と鬼門の位置に当たり、そこへ鬼を追いたてるように破は魔まの矢をまっすぐ一直線に放たせた。だからこそ、開いたのである。


  　鬼を追い返すための出口でもある鬼門がな。


  　こいつは地獄の鬼──本当の体はこの現世にはない。


  　こちら側には沫まつ莉りから奪った鬼の力で顕けん現げんしているにすぎん。よってこの体を散らしても、こいつの本体は現世に残る。


  　故ゆえに本当の意味でこの鬼を倒すには、地獄へと追い返さねばならんのだ。


  　鬼門が、結けつ界かいで動けぬ牛頭鬼の体をゆっくりと引っぱり始める。


  　獄ごく卒そつ長ちようとはいえ、こいつは地獄から脱走してきたような鬼だ。歪ゆがませた枝が元へ戻ろうとするように、自浄作用として、開いた鬼門は牛頭鬼を元来の場所へ戻そうとしているのだろう。


  　だが、そこは沫莉にとり憑つき、人間への怨うらみを果たすため執念で現世へ顕現した鬼でもある。必死で鬼門の力に抵抗し、踏みとどまる。


  　……だろうな。まだ一本目の矢だ。


  　緋乃香の蟇ひき目めだけで、牛頭鬼ほどの鬼を仕留められるとは思っておらん。


  　なぜなら鬼を仕留めるのは、二本目の矢だからだ。


  　かの桃もも太た郎ろうの原型とされる吉き備び津つ彦ひこの鬼退治──その鬼どもの総大将たる温う羅らを射い貫ぬいたのは二本同時に放った矢の、その二本目なのである。


  　すなわち鬼を討うち取るには、二本目の矢こそが本ほん命めい。


  　鬼と闘うときは二本目の矢を考えぬのではなく、二本目の矢でもって討ち果たすものなのだ。


  「猫ねこ又またっ！　早くっ！」


  　今度は先ほどの逆、緋乃香が焦あせった声で吾わが輩はいに向かって叫ぶ。


  「わかっとる！」


  　──わかっとるから、そう怒鳴るな。未熟者が。焦るのは経験が足らん証しよう拠こだぞ。


  　吾輩への殺意から、鬼門から逃のがれることに意識が変化して金縛りの解けた牛頭鬼を前に、吾輩は奴やつの注意が形かた代しろへ逸それている隙すきに背負っておいた長物のベルトを外す。


  　ベルトを外し、ドサリと床ゆかに下ろしたそれは──クロスボウだった。


  　とはいってもライフルの柄えのフルサイズのクロスボウではない。


  　ライフルではなくて、こいつの握り手はハンドガン。


  　ピストルクロスボウと呼ばれるものだった。


  　普通の拳けん銃じゆうの銃身が、弓になっているのを思い描えがいてくれればいい。


  　こいつは片手で手軽に使うことを想定して設計された、簡易な石弓なのだが、無論それは人間にとってのことだ。


  　こんな小さなサイズでも猫ねこ又またである吾わが輩はいには、身長の三分の二にも至る長なが物ものなのである。


  　普通に考えても見栄えのしない、何の変哲もなく頼りない、そんな玩がん具ぐにも等しい武器。


  　しかし蒼そう龍りゆうを失った今──これが妖よう異いに対する吾輩の、最大の武器だったりする。


  　先ほど緋ひ乃の香かが放った蟇ひき目め神しん事じ。実は、陰おん陽みよう道どうにもあれとほぼ同じ形の術がある。


  　その名を、鳴めい弦げんという。


  　つまりこのクロスボウは緋乃香が握っていた長ちよう弓きゆうの代わり、鳴弦のための術具なのだ。


  　緋乃香のように弓を引けぬ猫又の吾輩が、ヤクモに頼んで用意させた、格好悪くてみっともない、不格好な苦肉の切り札なのである。


  　本来ならば軽量なアルミニウムで作られるのに、あえて硬度も重量も落ちることを前提にスズを混ぜたフレーム。スズは──鈴。清浄な神しん前ぜんで巫み女こが鳴らすように、鈴の名の語源であるスズには魔ま除よけの力が備わっているのだ。


  　さらに両翼のように広がる弓に張られた弦は、麻だ。今は弓の弦には合成繊維が使われることが多いが、それでは意味がない。神聖な植物たる麻であってこそ、初めてここから放たれる矢に呪じゆ力りよくが籠こもるのだ。


  　これだけの改良を加え特注で作らせて、それで吾輩が闘いの最中に撃てるのは、たったの一発。この猫の手では、一人で弦を引き絞るのは無理なのだ。


  　だが今は一発、それだけ撃てれば十分なのだ。


  　金きん気きを相手にするのなら、それは緋乃香のような火か気き。


  　されどその火気を最大限に活いかすは木もく生しよう火かの相そう生じようである、木もく気きなのだ。


  　──これぞ、五ご行ぎようの極意。巡めぐる世界の理ことわりの神しん髄ずいである。


  　吾輩が金気の鬼を相手にするならば、それは火気を利用するだけのこと。


  　木気の吾輩が火気を利用すれば、それだけで火気は最大限の力を発揮するのである。


  　吾輩の木気の念を乗せた、半分に切った秋葉神あきばのかみの破は魔ま矢やをクロスボウに装そう填てんする。


  　脇わきで抱えるようにして構えるも、腕だけではこの重さを支えきれんので、二本の尾をぺたりと床に張りつけて全身の助けにする。


  　そうしてグリップを支柱代わりに、砲ほう台だいを回頭させるようにして方向を変え、牛ご頭ず鬼きの頭に狙ねらいを定める。吾わが輩はいの動きに気づいた牛ご頭ず鬼きが手を伸ばそうとするも、


  「残念、遅かったな」


  　人の手ならば指一本でも引けるそのトリガーを、吾輩は左の肉球すべてで押し込んだ。


  　同時に弦が弾はじけて、反動で後ろへと倒れる吾輩。


  　矢を弾いた弦は魔を退しりぞける音を響かせて、鏃やじりは魔を祓はらう風かざ切ぎり音を発しながら、牛頭鬼の眉み間けんを、破は魔ま矢やが貫通したのである。


  　断だん末まつ魔ますらもなく、牛頭鬼の目がぐるりと上がって白目を剥むく。


  　それでも倒れなかったのは、やはりこの鬼の強きよう靱じんさ故ゆえだろう。


  　力の抜けた体は、ゆっくりとその背後の穴──鬼き門もんへと引き寄せられ始めた。


  　既に牛頭鬼との勝負は決した。完かん膚ぷなきまでに、吾輩たちの勝利である。


  　だが────まだなのだ。


  　確かに牛頭鬼には勝ったが、吾輩にはまだやらねばならないことが残っている。


  　牛頭鬼に喰くわれた沫まつ莉りの魂たましい、それをまだ吾輩は救い出しておらんのだ。


  　反動で床ゆかにたたきつけられた背中が痛むが、今はそんなことを気にする余裕はない。


  　吾輩はあらかじめクロスボウのベルトに巻きつけておいた札をひっぺがし、そのまま二本足となって走り出した。走りながら、札を左前足へと巻きつける。


  　こいつは秋葉神あきばのかみの御ご神こう札さつ、すなわち火か気きの宿った符と同等のものだ。


  　左足に巻いた神札には、吾輩の木もく気きを流して火気を強める。


  　とたんに巻いてある箇か所しよに、焼けるような感覚が襲おそった。


  「……ぐっ」


  　呻うめきが漏もれるほど強烈な熱気。


  　しかし神札は剥はがさない。これでいい、今はこの足に火気を宿しておかねばならん。


  　そして後ろ足と二本の尾のバネで、吾輩は動かなくなった牛頭鬼の肩へと跳び乗る。


  　ゆっくりゆっくりと、立ったまま鬼門へと引き寄せられていく牛頭鬼の体。


  　牛頭鬼のこの体は、沫莉の鬼の力を利用してできているものだ。故にこの体がある限り、千せん里り眼がんは牛頭鬼と一体化しているということでもある。


  　背後のすぐそこにまで空間の裂け目のような、鬼門が迫っていた。


  　この鬼のために開いた鬼門なら、その向こうは間違いなく地獄であろう。


  　そんなところへ、牛頭鬼ごと沫莉を落としてなるものか。


  　吾輩は空あいている右足で牛頭鬼の口をこじ開けるや、牙きばが並ぶ赤黒い口こう腔こうに神札を巻いた左足を突っ込んだ。そのまま牛頭鬼の喉のどの奧をかき回す。


  　しかし、そこまでだ。吾輩の短い前足では牛頭鬼の喉より先までは届かんのである。


  　ここが目いっぱい、ここまでが吾輩の差し伸べられる限界。


  　だから──、


  「つかめっ！　吾わが輩はいの声は聞こえとるのだろ？　なら中から吾輩の足をつかめ、沫まつ莉りっ！」


  　鬼に呑のみ込まれた少女を引っぱり出してやらねばならない。


  　神札を巻いたため、今の吾輩の左足は火か気きそのものだ。それは金きん気きの牛ご頭ず鬼きの中に足を突き入れるためでもあるのだが、しかしその本意は別にあった。


  　火か生しよう土ど──火気は土ど気きを強化するのである。


  　そして沫莉は──人間は、土気の存在なのだ。


  　故ゆえに吾輩は、牛頭鬼の中に囚われている沫莉という人のために、火気の足を差し込むのだ。沫莉が、少しでも吾輩の足をつかみやすいようにな。


  　いよいよ牛頭鬼の体が鬼き門もんへと呑み込まれ始めた。巨体がぐらりと仰あお向むけに倒れ始める。


  　すぐそこに奈な落らくへの落とし穴があった。


  　そこへ落ちれば吾輩とてもう戻ってこられまい。言葉どおり、地獄へ真っ逆さまである。


  「もう諦あきらめなさい、猫ねこ又また！　よくやったわ、それ以上は無理よ。このままだとあなたまで鬼門に引き込まれるわっ！」


  　……確かに、客観的に見ればここは退ひくのが正しいのかもしれん。


  　牛頭鬼が鬼門に返れば、それで神隠しの黒幕は消える。


  　桜さくら子こも、それで間違いなく返ってくるだろう。


  　ほかの子どもたちも戻ってきて、鬼が消えたからには、再び神隠しが起こることもない。


  　それは、緋ひ乃の香かからすれば文句のない上じよう乗じようの首しゆ尾びである。


  　だがな、吾輩からすればそれは桜子が助かっただけ。あまりに当然すぎる、下げの下な結末だった。


  　鬼の中へ呑み込まれるとき、沫莉は吾輩を「信じてる」と言ったのだ。


  　ならば吾輩には、沫莉の信頼に応こたえてやらねばならない義務がある。


  　命みことにだって申しわけが立つものか。あいつが必死ですくい上げた沫莉の肉体、そこに魂たましいが戻らねば何の意味がある。


  　桜子だって、そうさ。


  　もしもな……もしもこんな状況の吾輩を桜子が見たら、きっと逃げてとは言わん。


  　頑張れと、頑張ってみんな助けてあげてと、そう言うに決まっておるのだ。


  　だから……ここで引き下がれるものかよっ！


  「つかめ、沫莉ぃぃっ!!」


  　牛頭鬼の体が鬼門に呑み込まれきるまで、もう幾瞬もない。


  　牛頭鬼の口の中に自身の頭までも入れて、少しでも奥にと吾輩は足を伸ばす。


  　しかし、それでも──、


  　駄目なのか？　やはり無理だったのか？


  　そんな考えが脳のう裏りをよぎりかけた瞬間、


  



  　小さな人の手が、牛ご頭ず鬼きの中から吾わが輩はいの足をつかんだのだ。


  



  「ぃ……よっしゃぁぁぁっ!!」


  　一切の感情を抑えることなく、全身で快かい哉さいを上げる。


  　同時に鬼き門もんに半分以上呑のみ込まれている牛頭鬼の顔を踏み台に、吾輩は即座に跳び上がった。


  　沫まつ莉りがつないだ手は決して離さない。大きく開いた牛頭鬼の口の中、鵜うが魚を吐き出すように、吾輩に手を引かれた沫莉の魂たましいがずるりと抜け出てきたのである。


  「……タマちゃん……」


  　神札を巻いた吾輩の足を握る沫莉が、弱々しく声を上げる。


  「よく頑張ったな、沫莉」


  「……うん、頑張ったよ。私、頑張った」


  　二本足ですちゃりと、床ゆかに着地する。


  　振り向けば、背中から崖がけから身を投げるようにして、牛頭鬼が鬼門の中へ消えていくところだった。


  　本当はあの畜ちく霊れいの鬼にも一片の同情の余地はあるのだろうがな。しかし人間とて生きるために畜ちく生しようを喰くっておるわけだ。
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  　それに納得がいかず、今度はおまえが人を喰くうためこちらへ出てきて、それで吾わが輩はいに負けて追い返されるのだから、弱じやく肉にく強きよう食しよくの自じ業ごう自じ得とくである。悪く思うなよ、というところだ。


  　そして牛ご頭ず鬼きを呑のみ込みきった鬼き門もんは、役目を終えたようにすっと薄れていき、後は何もない月の明かりの透とう過かする空間がそこに戻っていた。


  「──これでようやくだな」


  　魂たましいだけの沫まつ莉りの手を放し、すました顔で吾輩は巻いた神札を外す。


  　……本当は、このまま耳たぶをつまみたいぐらい熱いのだが、そこはやせ我慢である。


  　そんな吾輩の心情を察したように、沫莉がくすりと笑った。


  「……聡さといのは性しよう分ぶんなのだろうがな、おまえはもう千里眼の鬼ではない、そんな、見み透すかしたような目をするな」


  「うん……感じてる。ありがとう。タマちゃんはあの鬼の中から、人としての私だけを助けてくれたんだね」


  　沫莉に差し向けた吾輩の前足は、人の土ど気きを助け、鬼の金きん気きを剋こくす火か気きの手だった。


  　それをつかんだ沫莉は〝火によって生かされた土〟、すなわち人間なのだ。


  　千せん里り眼がんを喰らって肉体を保っていた牛頭鬼の姿が消えなかったのが証しよう左さである。


  　つまり沫莉は、奴やつの体の中に置いてきたのだ。沫莉自身の鬼──千里眼をな。


  「すまんな、人としてのおまえを救うだけで手いっぱいだったのだ」


  　本当は──たとえどれほど強力な力でも、千里眼なんぞないほうがいいのである。


  　人は己おのが知るべきことだけを知れば、それで十分なのだ。


  　過ぎた力である千里眼で見えるものなどは、己おのれの不幸な未来ぐらいだ。


  　だから吾輩は、あえて火気の手を差し込むことを選択した。人だけを拾うためにな。


  　無論、こんなことを沫莉には言わんよ。どうあれ、吾輩が無断で沫莉の千里眼を捨てたことには変わりない。だから言うべきようなことじゃない。


  　なのに──どうしてこいつは、にやにやしとるのだろうな。


  　間違いなくもう千里眼はないはずなのに、こっちの内心が見え透いているように嬉うれしそうに笑いかけてきおる。


  　聡い子どもというのは苦手だ。……これではまったく変わっておらんじゃないか。


  「……もういい。体に戻れ。魂が抜けている限り、おまえの体の危き篤とく状態は変わらん。早く戻って、今ごろ枕まくら元で鼻水垂れ流しながら泣いとる、命みことを安心させてやれ」


  「……うん」


  　すっと沫莉の体の色が薄まっていく。


  「そう……どうだ？　千里眼だったころの、おまえの言っていた〝鬼〟は祓はらえたか？」


  「どうだろう、もう私にはわかんないよ……でもね、ありがとう、タマちゃん。私にはもったいないぐらいの結末だよ」


  　その言葉を残し、沫まつ莉りの気配が完全にこの場から消え去る。


  　そして沫莉の気配が消えると同時に、廃はい屋おくの二階からドサッという重い何かが雪な崩だれたような音が聞こえた。


  　緋ひ乃の香かと目を合わせ、うなずき合う。


  　それから牛ご頭ず鬼きにさんざん壊された階段を慎重に上って子ども部屋に戻ると、


  　そこに、桜さくら子こが倒れていた。


  　隠されたときの姿のまま、足元だけは靴くつを履いてないが。


  　見れば押し入れの中には、何人もの子どもたちが気を失ったまま重なるように倒れていた。


  　一番上にいる少年は、確か秋あき葉ば神社の神しん前ぜんで緋乃香の結けつ界かいの中にいたあの少年である。考えるまでもなく、この子たちが隠されていた子たちだろう。


  　吾わが輩はいは桜子の横まで進むと、その額ひたいへ前足を乗せる。普通の体温に、ほんのり桜色をした普段の肌はだの色。何の問題もない、桜子はただ寝ているだけだった。


  「ふぅ……やれやれだな」


  　思わずため息が漏もれた。……まあ我ながらさんざん強がっていた気もするが、桜子が隠されて吾輩が平静であったはずがないのである。


  　しかしそれもこれも、これにて落らく着ちやく。すべてはこともなしである。


  「……ねぇ、あなたいったい何者なの？」


  　返ってきた子どもたち、一人一人の安否を確認し終えた緋乃香が、桜子の頬ほおを肉球で撫なでていた吾輩に背後から声をかけた。


  　その質問の意味がわからず、思わず「ああん？」と声を返す。


  「いや、ごめんなさい。……本当はね、驚いているのよ。だって……相手はあの牛頭鬼だったのよ？　この世で出くわせば法ほつ華け信者以外は助からないと、そういわれている地獄の本物の鬼よ。それを……まるで赤子の手を捻ひねるみたいに、あんな簡単に鬼き門もんに返すなんて」


  「いいや、そうでもないぞ。これでも案外にぎりぎりだった。単に今回はミスがなく、順調にことが運んだだけのことだ」


  「それにしたって、その順調にいけば勝てる見込みを、どうして牛頭鬼が出てくる前から立てられるのよ。信じられない。あんな強力な妖よう異い、もし私一人のときに顕けん現げんされていたら……間違いなく、私は潰つぶされて喰くわれてたわ」


  「そりゃ、おまえが未熟なだけだろ」


  　冷静に返してやるも、熱の籠こもった緋乃香の言葉は止まらない。


  「おまけに一人残らず──あの沫莉って子まで助けられるなんて、何よそれ！　これじゃ『諦あきらめなさい』って親切心で言った私が、まるで人にん非ぴ人にんのひどい女みたいじゃないのよ！」


  　……まるでではなくて、おおむね合っとるではないか。


  「どうすればそんな奇跡が、こんな円満な解決になるのよ！　ましてあんた猫ねこ又またよ、妖異なのよ。人ですらないのにさ、結婚を我慢してまで修しゆ行ぎようしている私より凄すごいなんて、そんなの生意気よっ！」


  「知るかっ！」


  　エキサイトしすぎて、最後はもはや八つ当たりにしかなっとらん。


  　まあ結婚は我慢してなのか、それとも最初から相手がつかまらんのか、そこは激しく突っ込んでやりたいが、これ以上ややこしくなるのも勘かん弁べんなので今は見み逃のがしてやることにした。


  「……ねぇ、今の藤ふじ里さとの陰おん陽みよう師じはその子なのよね？」


  　急に神しん妙みようになる緋ひ乃の香かに、吾わが輩はいは眉まゆをひそめて次の言葉を待つ。


  「はっきり言うけど、まだその子は表に出さないほうがいいわよ。藤里の名はこの界かい隈わいでは高名すぎるから、きっといらぬ災わざわいを呼び寄せるわ。せめて半人前程度に成長するまではひっそりと修行をさせなさい、なんだったら私が手を貸してもいい。だからそれまで、それまでしばらくの間だけでも、私と手を──」


  「断ことわるっ!!」


  　ったく、そんなことだろうと思ったわ。


  　にべもなく吾輩に振られた緋乃香は、その場でしゅんとうなだれる。


  「本当に先生といい、どうしてこうも私の周囲の人間はみんなツンデレなのかしら」


  　……まあ吾輩もそうだがな。きっと命みこともまた永遠におまえへのデレ期など、来んぞ。


  「とにもかくにも吾輩はな、藤里の陰陽師の助手だ。今回はたまたま手が空あいておったから手伝っただけのこと、それをはき違えるなよ」


  「……わかったわよ」


  　うむ、と大きくうなずく吾輩。そして、


  「では、例のあっちの報ほう酬しゆうのほうもいいな？」


  　と、この声には逆に緋乃香が呆あきれ、冷たい目で吾輩を見る。


  　なんだその目は……吾輩は労働の正当な対価を要求しておるにすぎん！


  「というか、本当にあんなものが報酬でいいの？」


  「ああ、どのみちこの体では買い物にいけんからな、現物支給で頼むぞ」


  　はいはい、と応こたえる緋乃香。


  　吾輩の足下で、うーんとのんきな声を上げながら、桜さくら子こが寝返りを打っていた。


  後 説


  



  　新品のオイルライターに灯ともった火を、くわえたタバコに近づける。


  　タバコに灯る赤い火。ライターに照らされた猫の目を細めつつ、パチリ、と蓋ふたを閉める。


  　続いてひげを揺ゆらして、小さな胸へと存分に煙を吸い込んだ。


  　紙巻きのタバコがジリジリ音を立てて短くなり、そして僅わずかな静止の後、灰色に薄汚れた煙をあふれんばかりに噴き出した。


  「……うまい」


  　意識もせずにポロリと零こぼれた一言。


  　そうして霞かすんだ天井をしみじみと眺めていると──そんなヤニの臭いがするハードボイルドな情緒など一切許さんとばかりに、ブォーンと唸うなりを上げた空気清浄機が瞬またたく間に煙を回収し始めた。


  　嫌み、当てつけ、当てこすりとしてわざわざ電熱式囲い炉ろ裏りの横に設置された、この最新型の清浄機。二本足で立った吾わが輩はいよりでかいため、まるで壁のように高くそびえている。


  　そしてこれを設置した張本人、ヤクモがギロリと吾輩を見み据すえた。


  「毎度ニヒルに決めてるとこ悪いんだがよ……少しは限度をもちなよ、旦だん那な。空気の汚れ具合を示すＬＥＤがもうずっ～と、赤く点灯したままなんだがなぁ」


  　こいつにしては珍しくこめかみを震わせている様に、肺に残っていた煙を鼻から噴いて、少しだけたじろぐ。ちなみにフル稼か働どうを始めた空気清浄機の前では、吾輩の小さなカッコつけなど無力。鼻から漏もれた煙もすぐさま吸い込まれ、清浄機は責めるようにさらに大きな唸りを上げてくる。


  「そう言うがな、労働の対価で吸うタバコは、脳のう幹かんが痺しびれるほどにうまいのだ。頼む、一服ぐらいは好き勝手に吸わせてくれ」


  「一服って……どこが一服だよっ！　毎日、どんだけ吸うつもりなんだい！」


  　そういってヤクモが指さしたのは、うずたかく積まれたタバコの山だった。


  　──そう、これが緋ひ乃の香かからもらった、今回の神隠し事件に対する吾輩の報ほう酬しゆうなのである。


  　これが送られてきたときは心躍りすぎて、桜さくら子この目を盗み空からの浴よく槽そうにぶち込んで、中を泳いでやろうかと本気で考えたほどである。


  　残り本数を気にしなくていいだけで、こんなにも心安らかになるとは。ガンシューティングゲームならリロードと言われない、延々と撃てる銃じゆうを手に入れた無敵モードの気分である。


  「まあ、俺おれらは妖よう異いさ。県条例も関係ないわけだから、分煙なんてせせこましいことを言うつもりはないけどよ、ちっとは吸わない同居人のことも気にしてくれよ」


  「うむ……確かに吸いすぎだと、少しは反省している」


  「それにしたって、何も全部を全部タバコでもらうこともないだろうによぉ。いくら旦だん那な自身じゃ現金は使えないからって、たまには俺おれが貸した分を返してくれたっていんだぜ？」


  「いや……ほら、それはな……タバコは、またいつ税金が上がるかわからんだろ？　そのときに、おまえの負担を増やさんようにとだな、安いうちに買いだめをしたというか」


  「……旦那。もしやと思うが、タバコにも賞味期限があるのは、知ってるよな？」


  「あははははっ……………………なん、だと？」


  　普段はまじまじと見ることもない青い箱を隈くまなく眺めてみる。そして箱の横に見つけた期限は、最近の嫌煙ブームのために古い在庫だったのかそう遠くはない年と月が刻印されていた。二個、三個と次々に箱を手にしては放り投げるも、どれも同じ年と月であった。


  「うぉぉっ！　なんてこった！　ど、どうするのだ、こんなに大量に！　こんなことなら半分は現金にすべきだったではないかぁ！」


  「……だから、今そう言ったじゃねぇかよ」


  「いや……待てよ。冷蔵庫……そうだヤクモ、冷蔵庫を買ってくれ！　この大事な吾わが輩はいのタバコたちを長らえさせるために、今すぐ大型冷蔵庫をこの屋根裏に導入してくれっ！」


  「むちゃぬかすない！」


  　と、素そっ気なく突っぱねるヤクモ。


  　吾輩はふらふらと立ち上がると、それからショックのあまり足がもつれタバコの山の中へ頭から、すっころんだ。


  　バラバラと崩れ落ちる、吾輩の夢の城──とは、さすがに言いすぎだな。


  　まあ…………これはこれで。しようがあるまいか。


  　悪あく銭せんなんとやらだ。あぶく銭ぜにはやはり泡あわとなって消えるのが正せい道どうであろう。


  　あまりのベタな展開に、我ながら思わずくくっと自じ嘲ちようしてしまった。


  「まったくあれから二週間も経たってんのによ、どこに目をつけてんだかねぇ」


  　崩れたタバコに埋もれた吾輩に向かい、ヤクモがいつものようにしししっと歯の隙すき間まで嗤わらう。


  　……そうか。あれからもう、二週間か。早いものである。


  　あの日──牛ご頭ず鬼きを祓はらって神隠しの怪異を終わらせたあの日の、その後のこと。


  　吾輩は緋ひ乃の香かに頼み、気絶したままの桜さくら子こを車で藤ふじ里さと邸ていへと連れて帰った。


  　桜子が意識を取り戻したのは翌朝のことである、自分の布団の上でずいぶんと不思議そうにしていた。


  　それもそのはず、神隠しされていた間の記憶を桜子は綺き麗れいさっぱりなくしていたのである。


  　──隠されていた間の記憶がないこともまた、神隠しにはよくある事例である。


  　桜子の記憶の中では夜中にあの廃はい屋おくにいったはずなのに、気がついたら自分の家で寝ていたということだ。


  　特に混乱に拍はく車しやをかけたのが、廃屋へ出向いた自分を目撃していた人間がいないということだ。誰にも見られていないから、事実確認のとりようがない。自分としては廃はい屋おくで泣き腫はらしたはずなのに、直後に朝となって布団で目を覚ますというかたちに記憶がつながっているのである。


  　腑ふには落ちまい。納得もいかんだろう。しかし、どうしようもない。


  　桜さくら子この意識の中では、あの晩の出来事は夢だったのか？　というほうに傾いているようだ。


  「旦だん那なとしちゃ、いろんな意味でお嬢に関しては失態だったしな」


  　まあ、それはそれとして。──そうそう、大量に廃屋へと帰ってきた子どもたちだがな、そちらはそのままの状態で、緋ひ乃の香かが匿とく名めいで警察に電話することで解決した。


  　廃屋に押し寄せた何台ものパトカーで救出された子どもたちは、誰一人として怪け我が一つない帰還だったそうである。


  　余談になろうが、何人かの協力のもと、警察では胃の内容物を採取して調べてみたらしい。そして出てきたのはなんと、一週間前の給食だったそうなのだ。


  　つまり一週間前に消えた子が、一週間前に食べたものを胃の中に残したままで、一週間分の記憶をまるごと失い帰ってきたということである。


  　警察としては、さぞ事件を公表しておかなくてよかったと思っただろうな。


  　全員が無事であったからこそ、おそらく今回の件は表に出ることなく、怪事件として闇やみに葬ほうむられることだろう。


  　そう。全員というからには、あともう一人──すなわち沫まつ莉りもまた、無事であった。


  　沫莉を抱きかかえて命みことが飛び込んだ病院の医師は、沫莉の状態を診断するや血けつ相そうを変えて、即座に集中治療室へと運び込んだそうだ。


  　その後、院内が騒然としただろうことは想像にかたくない。


  　何しろ異常な脱水症状に加え、栄養失調まである。あからさまに児童虐ぎやく待たいの気配がする患者だ。おまけにそれを連れてきたのが誰かと取っ組み合ったかのように髪も制服も乱れ、おまけに靴くつも履いていない裸足はだしの女子高生なのである。


  　当然、命は詰きつ問もんをされたらしいが、単に道で行き倒れていたのを抱えてきた、と一切本当のことを喋しやべらなかったらしい。


  　しかしそれを真に受けて「はい、わかりました」と納得する医師がいたら、そいつもよっぽどである。当然、警察には連絡が入って──そこで、緋乃香が動いてくれたのだ。


  　桜子を藤ふじ里さと邸ていまで送った後、緋乃香は命に連絡をとって、そしておおむねの状況を察して裏から手を回したのである。


  　たまたまほぼ同時刻に、隠されていた子どもたちが匿名電話で大量に発見され、地元警察がてんやわんやになっていたのも効を奏したらしい。


  　その緋乃香の根回しの後、単なる重度の熱中症の患者として、沫莉は治療を受けることになる。後はちゃんと魂たましいも戻っている若い体だ。すぐに意識を取り戻し、そうして一週間後には無事に退院と相成ったわけである。


  「それにしても、あんな嘘うそを言い張るとはね。命みこと嬢ちゃん、あの母親に刺されかけてんだぜ」


  　少し考えればわかることだ。事情がばれたところで一番困るのは命でも、茉莉でもない。床ゆか下したに娘を隠した母親なのだ。


  　だから嘘をついてまで命が庇かばったのは、沫まつ莉りの母親なのである。


  　もし仮に命が洗いざらい事実を喋しやべっていたら──きっと退院の日に、沫莉が母と手をつないで病院を出られることはなかっただろう。


  　それどころかもう二度と、二人はともに住むことができなかったかもしれない。


  　それを予想していたから命は、必死にごまかしたのだ。


  　それを浅知恵と笑うなかれ。その命の心意気があってこそ、感かん銘めいを受けた緋ひ乃の香かは見ず知らずの親子のために尽じん力りよくしてくれたわけである。


  　……もっとも、緋乃香の行動には下心もあったようで、根回しに撒まいた金額をたてに、美み琴こと先生から在庫本を巻き上げていたようだがな。


  「旦だん那なよ、前からわかっていたがさ、あのお嬢の親友はどうしようもないお人好よしだぜ。きっと真性の馬ば鹿かだね、あの娘はさ」


  「ああ、下へ手たしたら自分まで補ほ導どうされとったような嘘だ。そのうえ、ことがことだから明るみに出て報道でもされていたら、あいつの高校生活はめちゃくちゃだったろうな。にもかかわらず、まあ無む鉄てつ砲ぽうというか無む思し慮りよというかな……馬鹿にも限度があるお人好しだ」


  「まったくさ、馬鹿が馬鹿すぎてさ……ほんと愛いとしくて、嬉うれしくなるような馬鹿だよ」


  　……本当にな。命が桜さくら子この親友でいてくれて、心からよかったと思うほどである。


  「と、まさに噂うわさをすればなんとやらだぜ」


  　壁の隙すき間まを覗のぞくヤクモがそう言うが早いか、階下の玄関がガラリと開く音がした。


  　続いて「遊びにきたぞ、桜子ぉ！」という大声が響く。


  　一人一台以上の携帯電話普及率のこの時代に、どうしてあいつは毎度電話もせずに、小学生みたいに直接遊びにくるのだろうな。


  「なあ？　命嬢ちゃんは、まだ落ち込んでんだろ？　旦那もいってきてやったらどうだい？」


  「言われるまでもない。……だが、命のためではないぞ、あの馬鹿がどんな悪いことを桜子に吹き込むかしれたものではないからな、いつもの監視だ」


  「そうかい。まあ、よろしく頼んだぜ」


  　まったく、あれだけ最初は嫌っていたのになあ。どうしてあいつが、一番落ち込むのだ。


  　──また、沫莉がいなくなったぐらいでな。


  



  「はい、命」と、桜子がグラスになみなみと注いだ麦茶を差し出す。


  　それを命は「ありがと」と受け取って一気に飲み干し、はふぅと大きく息を吐いた。


  　いつもの居間でのこと、その命みことの飲みっぷりを桜さくら子こは眺め、


  「……なんだか知らないけどさ、まだ落ち込んでるの？」


  　と眉まゆをひそめながら、命にささやいていた。


  　桜子はどこか命に元気がないことを、察しているのである。


  「ん？　なんのこと？」


  　心配そうな桜子の顔を前に、きわめて淡々とした表情で命が首を傾かしげてみせる。


  　……というか、ポーカーフェイスが過ぎて逆に不自然なパターンである。普通を普通すぎるように装よそおって、反対に普通でなくなっているお粗末な状態だった。


  「あのねぇ……私が何年、命と親友してると思ってるわけ？　そんなんで本当に騙だませてると思うの？　私に言えないことで落ちこんでるのなら、心配させないようちゃんとごまかしてよ」


  　……もっともな言い分である。


  　桜子は空からとなった命のグラスをひょいと持つと、おかわりを用意しに台所へと消える。


  　それを変わらずに不自然な無表情で見送って、とたんに命が大きなため息をついた。


  「……吾わが輩はいに対しては隠す気もないわけか」


  　という吾輩の嫌味に反論もせずに、命はしょんぼりと表情を翳かげらせるだけだった。


  　……情けない。桜子でなくたって、そんな顔を見せられたら何事かと思うぞ。


  　沫まつ莉りがいなくなったとはいえ何も神隠しにあったわけではなく、二度と沫莉に会えんというわけでもないのにな。


  　それというのも──。


  　気がついたときには、娘が入院して集中治療室にいるという事態に陥おちいっていた、沫莉の母親。


  　無自覚的に生いき霊りようを飛ばしていた母親もまた、生なま成なりであった期間の記憶が曖あい昧まいだった。


  　沫莉を台所の床ゆか下したへと入れた記憶はある。だがそれは沫莉を怖い鬼から隠すためのはずだった。そのときはそうするのが一番正しいと、本当にそう思っていたのだそうだ。


  　ではその鬼とはなんなのか？　鬼はどこから来るものだったのか？


  　それがわからない。でも、確かに鬼はいたような気がする。


  　まともではない記憶と、心。


  　それでも薄ぼんやりとは、本人にも何が起きたのかは想像できる。


  　故ゆえに母親は、また沫莉と二人きりで暮らすのは危ないと、感じたのだそうだ。


  　だから沫莉の母は自分の親、沫莉の祖父母を頼ったのだ。


  　千せん里り眼がんという沫莉のもう異い端たんさの故、何が起きようと終生二人で生きていくことを覚悟していた母親だったが、既にその生活は破は綻たんしていたのだ。


  　そして恥を忍ぶ思いで母親が数年ぶりに連絡をとった沫莉の祖父母は、実はその申し出を待っていたのだそうだ。沫莉の不思議な力なんて、何も気にはしないと、なんでもっと早く頼らなかったのかと。


  　……結局は、沫まつ莉りの母親の独りよがりだったということになるのだろうな。


  　この子を守らなくちゃいけない、その思いが強すぎてあの母親は誰にも頼れない、と勝手に思い込んでいたわけだ。


  　まったくもってままならんものだな、人間という輩やからはどうしてこうも不器用なのか。


  　そうして話はとんとん拍びよう子しでまとまり、沫莉が退院した日のこと。


  　床ゆか下したから自力で這はい出て道に倒れていた沫莉を、病院にまで担かつぎ込んでくれたということになっている命みことに、母子そろって挨あい拶さつへ来たその足で、沫莉は祖父母の住む遠い街へ引っ越していったのである。


  　いなくなったといっても、それはきわめて幸運な着地点。


  　むしろ一時のあの絶望的な状況からすれば、生きていただけでも喜ぶべき顛てん末まつだ。


  　だというのに沫莉を見送ってからというもの、命はずっとこのありさまなのである。


  「……あのなぁ。そもそも最初は、あれほど沫莉を嫌っていたではないか。そんなおまえが、どうしてそこまで落ち込むのだ？」


  　吾わが輩はいをチラリと見て、それから何も言うことなく、命はまた大きなため息をつく。


  　……つまらん、こんな命は実につまらんわ。


  　確かに沫莉と出会って起きた、鬼にまつわる事件はセンセーショナルだった。


  　命に至っては、鼓こ動どうの止まりかけた沫莉を抱えて病院に運んだほどだからな、情じようも湧わこう。


  　でもな、たった二日なのだ。


  　あれらの出来事は間に一週間を挟んで、たった二日の間に起きていた出来事なのである。


  　そんな短い時間しか過ごしておらぬ相手に、どうしてそこまで思い入れられるのか。


  　──チョロすぎるぞ、命よ。


  　吊つり橋効果ではないが、濃密すぎたからこそ、命の心は少しばかり入れ込みすぎているのだ。だからこれは一時の熱病みたいなもんだろうよ。子どもが旅行先で遊んだ子と、家に帰るときに泣いて別れるようなものである。


  　桜さくら子こも放っておけばいいのだ、もう幾日かすれば命の自意識も冷めて、元に戻るだろう。


  「けっ……さっきから大人ぶりやがってよ。てめぇだって少なからず寂しいと思ってやがるくせに。やだやだ、そんな悟ってます、なんて顔ですましやがってさ。反へ吐どが出るね」


  　ちゃんといつものような毒も吐けるではないか……普段よりかは少々きつめだがな。


  　まあ、おまえの言い分は否定はせん。情が湧いているのは、吾輩だって同じだ。


  　でもそれを理由に寂しい顔ができるほど、吾輩は若わか造ぞうではないのだよ。


  「まあ人のつながりはすべては水ものだ、縁があればまたいつか会えるだろうよ」


  「そういう、なんでもわかっちゃってます、って言い草がすげぇむかつくんだよ」


  　ぷくっと命が頬ほおをふくらませながら抗議する。


  　ああいえばこうと本当に面倒くさい小娘だ──などと考えていたら、


  　不意に、インターホンが鳴った。


  　それにふと気をとられると、「は～い」と言いながら廊下を玄関に向かってパタパタ駆かけていく、桜さくら子この姿が見えた。


  　珍しいな……来客か？


  　藤ふじ里さとの家を頻ひん繁ぱんに訪ねてくる輩やからなど、吾わが輩はいの目の前にいるこの小娘ぐらいのものだ。


  　まあ今来たのがどこぞの誰かは知らんが、とりあえず面倒になる前にまた屋根裏へと退散しておくか、と立ち上がったとき、


  「は～い、お邪魔しますよ」


  　桜子とともに居間へ入ってきたその人物を前に、吾輩の目は皿になった。


  　命みことに至ってはもっとひどく、目がお碗わんのように飛び出しかけている。


  　それというのも、今入ってきたのは誰あろう──。


  「ま、沫まつ莉りぃっ!!」


  　まさに話題の渦か中ちゆうの人物──国くに東さき沫莉だったのである。


  「はい。なんです？」


  「お、おまっ！　なんで、ここにいんだよっ！」


  　凄すごい剣幕の命に対し、腰に手を当てた桜子が壁になるように、沫莉の前へと立つ。


  「ちょっと、命！　わたしが言ったのよ、いつだって遊びに来なさい、って」


  「そうだよ。命ちゃんだって、いつでも遊びに来い、って言ってくれたのにひどいよ」


  「……い、いや。そういう問題じゃなくてだな……」


  　ステレオで言われ、額ひたいに汗を浮かべて怯ひるむ命。


  　まあ桜子に関しては鬼の件の事情を伏せられていて、沫莉が遠くに引っ越したのを知らないわけだから、自然とそういう普通の反応にもなろうというものである。


  　それと比べて遊んでいるのは沫莉だ。桜子の背後に身を隠したまま、チロリと舌を出して命を挑ちよう発はつしていた。


  「沫莉ちゃん。命のことなんか気にしなくていいから、ゆっくりしていきなよ」


  「は～い」


  　と、沫莉はてってけと近づいてきて、平然と命の横へちょんと座る。


  　そして新しいグラスを用意するため桜子が台所に消えるや、命が沫莉の両肩をつかんだ。


  「おまえ、なんでここにいんだよ！」


  「あれ、いたらいけなかった？」


  「いや……だからそういう意味じゃなくてだな」


  　言葉の綾あやにたじろぐ命を前に、にやにやといやらしい笑いを沫莉が浮かべる。


  　からかわれとる、からかわれとるぞ。小学生に遊ばれてんぞ、命よ。しようがあるまい。


  「というかだな、沫莉よ。おまえの母親の実家はここからかなり遠いところにあると、そう吾わが輩はいは聞いておったんだがな。小学生のおまえがどうやってここまで来られたのだ？」


  「あぁ、それがね──実は違ったの」


  「「違ったぁ？」」


  「違うっていうかね、昔は本当に遠かったんだよ。でもねおじいちゃんとおばあちゃん、どうも私とお母さんのことが心配でずっと前に、こっそりこっちに引っ越してきていたみたいなの。困ったことがあれば、いつでもすぐ助けられるようにって」


  「……おいおい、それってまさか、おまえが今住んでるところって」


  「うん、ここの家の最寄り駅から、二つ先の駅前」


  　──結論。それは前のアパートよりも藤ふじ里さと邸ていに近い距離である。


  「てめぇ、ふざけんなよ！　だったら……だったらさぁ…………もっと早く連絡するなり、遊びに来いよ……」


  　と命みことは、胸ぐらでもつかみ上げそうな勢いで沫まつ莉りに詰め寄る。その声は少しだけ掠かすれていた。


  「命ちゃん……また泣いてるの？」


  「…………はぁ？　な、なんで私が泣かなくちゃいけないんだよ。そんなわけあるかよ」


  　言いながら命は両目を袖そでで拭ぬぐい続ける。相も変わらず、説得力が皆かい無むな奴やつだ。


  　でもまぁ…………よかったな、本当にな。


  「──ごめんね、これでも転校の手続きとかで忙しかったの。心配をかけようとか、そんなつもりはなかったんだよ。だって私ね、命ちゃんがいなかったら今ごろ生きていないんだよ。本当に、感謝してるんだよ」


  　急に神しん妙みような顔をする沫莉を前に、命が少し照れたように洟はなをすすった。


  　そこへ桜さくら子こが、命と沫莉のグラスを持って戻ってきた。


  「あれ？　命……沫莉ちゃんが来たら、急に機嫌が直ったんじゃない？」


  「な、何言ってんだよ。元から機嫌なんか悪くなかっただろ？　なぁ、沫莉」


  　……デレデレではないか。肩に手を回された沫莉が、困り顔で苦笑していた。


  　それを見て、桜子がやれやれと呆あきれ顔で笑う。


  「あっ──そうだ。私、沫莉ちゃんに会ったら、訊ききたいことがあったんだった」


  「えっ？　私にですか？　なんでしょう？」


  「あのね、沫莉ちゃんには、鬼が見えていたでしょ？」


  　──桜子が言う沫莉に見えていた鬼というのは、餓が鬼きと鳴や屋なりのことだ。


  「それでね、どうしたら鬼とかそういうのが見えるようになるのか、わかってたら教えてほしいの。命にも見えてたみたいなんだけど、訊いても教えてくれなくてさ」


  　最後に付け足すように白しら羽はの矢を立てられた命は、明後日あさつてのほうを見ながら吹けない口笛を吹こうとしていた。まあどのみち天性で見ている命には、答えようがないことだろうがな。


  　けど生まれもってという点では、沫莉も同じであり、


  「桜さくら子こさんは、鬼を見たいんですか？」


  「うん──見たい」


  「それは実際にはこの世にはいないものですよ。本当は、見る必要なんてないものなんですよ。そんな類たぐいのものは見えないほうが、きっと幸せなんですよ？」


  　千せん里り眼がんであった少女の、心からの言葉。


  「わかってる……でもね、私は見たい。というよりも、見ないといけないんだよ。それが私が進もうと思う道だから、見えないものでも見ていかなくちゃいけないと思うの」


  　沫まつ莉りからの真剣な目を受け、桜子もまた真しん摯しな表情で返していた。


  「……そうですか。なら…………ごめんなさい。偉そうなことを言いましたけど、でも私もわからないです。だって見たいと思って、見ていたわけじゃないので」


  「そっかぁ……残念」


  　沫莉にはちょっとは期待していたのか、少しだけ落らく胆たんしたように桜子が肩を落とした。


  　それでこの話は終わりと、そう思ったのだが──ひょいと桜子は、座布団の上で立ったままの吾わが輩はいを抱え上げたのだ。そして──、


  「ねぇ、タマ？　どうすれば、見えるの？」


  　桜子を除く、吾輩を含めた一同がいっせいに固まった。


  　純粋にまっすぐな目を向け、不思議そうに口を結んでいる桜子。


  　その顔がすぐ近くにあって、自然な言動に吾輩もまた少しパニックになり、思わず喉のどから声を出しそうになったとき──桜子がつまらなさそうに、ため息をついた。


  「やっぱり、喋しやべるわけないかぁ」


  「……や、やっぱりって、どういうことかな、桜子さん」


  　吾輩の気持ちを代弁するように、ぎこちなく命みことが訊たずねる。


  「うん？　……やっぱり夢なのかなぁ？　タマが私を心配して叫んでくれた、そんな夢を見た気がするんだ」


  　言いながら、元の座布団の上へと吾輩を戻す。


  　──それは、あの廃はい屋おくで桜子が隠される寸前のことだ。


  　神隠しされる直前、思わず「逃げろ」と叫んでしまったことを言っているのだ。


  「そのときね、私はとっても驚いたんだけど……でも嬉うれしかったんだ。タマが喋ってくれてさ、本当にすごく嬉しかったの。これでやっと、タマと話ができるんだって、なんでかな……そう思っていたのね。でも…………夢なんだよね、あれはさ」


  「ははっ…………そう、それは夢だよ、桜子」


  「はい……夢は夢にしておくのがいいのです」


  　二人の言葉に少しだけ寂しそうに、桜子は眉まゆを寄せた。


  　…………夢、ではない。本当は、夢なんかではないのだ、桜子よ。


  　吾わが輩はいはいつだって、おまえに語りかけてやることはできる。


  　だがな……いや、よそう。おまえはまだ後戻りができるのだから。


  　沫まつ莉りが千せん里り眼がんを失うことで普通の生活を手に入れたように、おまえも失いかけつつある普通の生活へ、今ならまだ戻ることができるのだ。


  　ならばおまえと語り合いたい心は殺し、吾輩は今日きようもまた「にゃあ」と鳴くことにしよう。


  　来年のことを言うと鬼が笑うというがな、今回の件で鬼よりも吾輩のほうが強いと証明されたわけで、ならこれからは明日あしたのことを言うと吾輩が笑うと言い換えてやろう。


  　そして、明日は明日の風が吹くのが常である。


  　だから期待も失望もせずにただ待つとしようか。


  　おまえがちゃんと自分で自分を見極められる、その日までな。


  　沫莉が千里眼を失って幸せだ、と言ったのもうなずける。


  　そんな桜さくら子この成長がいつになるのか、それがわかってしまったら、まったくもって楽しみがなくなるというものである。


  　まあそんなわけで今しばらく、吾輩はまだ無職に甘んじておくとしようか。


  [image: ]


  　　　あとがき


  



  　お久しぶりです。並びに初めましての皆様よろしくお願いします、竹林七草と申します。


  　というわけで心底ありがたいことに、なんとか「猫にはなれないご職業」２巻を出させていただけました。本当に感謝、感謝です。


  　そんな今作は喫茶店産四〇％、ファミレス産六〇％のブレンドにてできあがっております。


  　最近、誘惑に負けず自宅で作品を書ける方は、本当に凄いなと思うんです。右の配合からもわかるように、私は自宅では一文も書けません。実際にこのあとがきも日付の変わったファミレスにて書かせていただいているわけです。


  　さてこの場をお借りして謝辞を述べさせてください。


  　改めまして担当の江橋様、並びに編集部の皆々様。今巻も多くのアドバイスありがとうございました。拙作が書籍になりますのは編集部の方々の日々の尽力あっての賜です。


  　そして今巻も変わらずの、美麗なイラストを描いてくださいました藤ちょこ様。毎度ながらでき上がったイラストを拝見しては、その身悶えしております。ありがとうございます。


  　そしてこの本を手にとって下さいました方に、最高の感謝を。この本を読んで下さっていた時間が少しでも楽しいものとなっていましたら、これ以上の幸せはありません。


  　それではまた、皆様にお会いできる幸運を願いまして。


  竹林七草


  Nanakusa Takebayashi


  



  埼玉県在住。最近、コーヒー１杯でも粘れる新天地を探し、喫茶店探求者と化す。選択肢の少ない片田舎が憎い。臼を見ているだけで、一日笑顔でいられる不思議な趣味の人。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ


  猫にはなれないご職業２


  



  ２０１３年２月22日　電子書籍版発行


  著　者　竹林七草


  発行人　佐上靖之


  編集人　野村敦司


  編　集　江橋克則


  発行所　株式会社　小学館


  　　　　〒１０１‐８００１


  　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


  　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


  



  底　本　２０１２年11月25日　初版第１刷発行


  



  ⒸNANAKUSA TAKEBAYASHI 2013　ISBN978-4-09-451379-0


  



  



  ※ご注意


  本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


  個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。

OEBPS/Images/i-0004-0005_01.png





OEBPS/Images/cid-02588_aalt_2.png
A

.ﬂ





OEBPS/Images/cid-07652.png





OEBPS/Images/i-0065_01.png





OEBPS/Images/i-0231_01.png





OEBPS/Images/i-0002-0003_01.png
o -

@ RENQ HRES0:





OEBPS/toc.xhtml




目次





		Start



		前 説



		巻ノ一　鬼は、はたして誰なのか



		巻ノ二　不思議な不思議な沫莉ちゃん



		巻ノ三　鬼が出るか、鬼が出るか



		巻ノ四　沫莉が語る、昔の話



		巻ノ五　緋乃香は大きくて、かわいそうなお友達？



		巻ノ六　神隠しと隠し神



		巻ノ七　千里眼と生成りの親子



		巻ノ八　隠れていた最後の鬼



		後 説











OEBPS/Images/i-0015_01.png





OEBPS/Images/i-000a.png
\

&
I o b"‘\ ™

$Eunsiec) JEESK

GAGAGA






OEBPS/Images/i-0293_01.png





OEBPS/Images/i-0006-0007_01.png





OEBPS/Images/i-0115_01.png





OEBPS/Images/i-0008_01.png
P D B IMAN RO R

mmm@‘ g L IR e
ﬁﬁmfaﬁn

ENVUREIER SE R S [ e
k%& CEREEHOTV RN
FRNERGEEIEL
APTERR°

Rﬁ: SEVRnt NS SN NS Oy






OEBPS/Images/i-0091_01.png





OEBPS/Images/i-0187_01.png





OEBPS/Images/i-0147_01.png





OEBPS/Images/i-0010_01.png
#N

ol

L AN

=

.

I B SO B E {8 SATA0F

TR
2 Q5N 5aQA M A

3 .w%lm_mlvvcmhlv._tﬂ

.

RS LS -

274 233 168 15‘0

.

162

124






OEBPS/Images/cid-07772.png
lll





OEBPS/Images/i-0123_01.png





OEBPS/Images/i-0267_01.png





OEBPS/Images/i-0001_01.png
R\ 506 )

£RIE -
FEL B85

Y ES K e~





OEBPS/Images/i-0009_01.png





